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社会福祉法人富士厚生会本部 ・平成23年 度事業実績報告書

123年 度報告 の概 要

本年度 の法人 の方針 であった、福祉サー ビスの供給主体 として高い公共性 ・公益

性 を図 る役割の中、地域密着型特別養護老人ホーム2施 設 ・地域包 括支援セ ンター

・地域交流セ ンターの4事 業所 を開設 し、地域 ニー ズに合った公共的な取 り組みを

発信す る事ができ、よ り信頼性の高い法人経営につながった。又、法令を遵守する

事によ り法人の担 う社会的責任 を再確認すると共 に、基本原則にたち帰 り、利用者

の皆様の安全 と安心を守 る事により、健全な業務運営 を行動の規範 とし、実践に努

めた。

2役 員会 の運営等

(1)理 事会 ・評議員会 の開催

次 の とお り理事会 ・評議員会を開催 し、議題について審議 を受け、可決された。

(審議過程及び審議結 果 は議 事録 の とお り)

○ 第1回 平成23年5月27日(金):ホ テル グラン ド富士 にて開催

議題(1)平 成22年 度事業実績 報告並びに決算報告監事監査報告にっいて

(2)施 設整備 について

(イ)早川 町地域密着型 特別養護 老人ホーム(草 塩お んせ ん)

(の松野 の里完了報告

(3)定 款 変更 につい て

(4)規 程改定 につい て

(5)理 事長 の 日常軽易 な専決事項報告

(6)施 設整備 に伴 う銀行借入金 限度額設定について

○ 第2回 平成23年8月24日(水):コ ラボにて開催

議題(1)任 期満 了に伴 う理事選任 につ いて

(2)任 期満 了に伴 う監事選任 につ いて

(3)任 期満 了に伴 う評議員選任 について

(4)施 設長選任 について

○ 第3回 平成23年8.月25日(木):三 和荘多 目的ホームにて開催

議題(1)理 事長 選任 について

(2)平 成23年 度第1次 補正予算 につい て

(3)草 塩 お んせん完了報告 について

(4)規 程 改定 につい て

○ 第4回 平成24年1月4日(水)=ホ テル グラン ド富士 にて開催

議題(1)「 介護 保険施設等 自家発電装置設備」工事入札について

(2)社 会福祉施設等災害復 旧費補助金交付事業完成届報告について
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○ 第5回 平成24年3月23日(金):コ ラボ にて開催

議題(1)平 成23年 度補 正予算 につ いて

(2)平 成24年 度事業計画並 びに予算 につい て

(3)施 設長人事 について

(4)静 岡県 ・山梨県指導監査 是正改善報告について

(5)規 程改 定について

(6)平 成22年 度資産総額更正 につい て

(7)介 護保 険施設等 自家発 電装置整備 工事入札結果及び契約について

(8)理 事長 の 日常軽易 な専決事項報告

(9)そ の他

3定 款変更の届 出実績

社会福祉法 第43条 に基づ き、特別養護 老人 ホー ム 「松野の里」、特別養護老人

ホーム 「草塩おんせ ん」創設に伴 う基本財産(土 地 ・建物)増 の追加 を した。

ま た、社会 福祉 法第26条 に基 づ き、重度 障害児(者)生 活 訓練事 業の廃止 、

及 び地域交流セ ンターの事業 ・地域包括支援セ ンターの事業の追加 をした。

届先=厚 生労働 省東海北陸厚生局長

届 出=平 成23年10.月18日

認 可=平 成24年1月18日

4変 更登記

(1)平 成22年 度決算財 産変更

(2)役 員の就任 登記

(3)平 成22年 度決算財 産更正

(平成23年5月23日 登記 日)

(平成23年9月12日 就任 登記)

(平成24年3月26日 更正登記 日)

5監 査 の実施

(1)監 事 による監査 の実施

次 の とお り監事による監査 を受け、監査結果 について、平成23年5月27日

開催 の理事会 、評 議員会 において、監事か ら報告 された。

平成23年5月20日(金)本 部 にて次 の とお り監査 を受 けた。

内容=「 平成22年 度業務 の執行状況」 につ き、業務監査。

「平成22年 度事業決算 の状況」 につ き、会計監査。

(2)行 政等 に よる指導 監査

平成24年3月1日 ・2日 東海 北陸厚生 局 に よる法人 の指導監査が実施 され、

平成24年3月23日 の理事 ・評議委員会 にて報告。

施設 ・事業所 においては、下記の とお り監査 を受け、是正改善すべき指導事項

及び指導に基づ く是正改善計画については、担当行政機関へ提出し平成23年

3月23日 開催 の理事会、評議員会 に報告 し承認 を得た。
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日時 所轄機関 対 象 施 設

社 23.12.19 山梨県 ネオライフとみざわ及び菜の花の里

福会 23.12.22 山梨県 草塩おんせん

祉 24.1.30 静岡県 長生園

法 24.3.1～2 東海北陸厚生局 本部及び各施設事業所全般

保介 23.8.18 富士市 松野の里

険護 23.12.19 山梨県 ネオ ライフとみざわ

法

(3)内 部監査 の 自主実施

監事 に よる定期監査の中間時点において、法人本部職員による自主監査を実施

した。

平成23年7月13日 ～平成23年9月8日

対象施設=全11施 設

監査担 当=統 括本部長 ・副本部長 ・事務部長等。

内 容=介 護 ・支援処遇 関係 、経理 関係 、預 り金、栄養士関係、防災の

執行状況及び処理状況

6富 士厚 生会 危機 管理マ ニュアル の確認 と実施

東 日本大震災の教訓を うけ、危機管理マニュアル を再検討 し、全職員による夜間

防災訓練を実施 した。、今後国 ・県より示 され る災害ハザー ドマ ップ等を参考にさら

なる防災意識の向上及び災害に対す る備 えの強化 を日常的に継続できることが必至

である。

7施 設整備 に係 る事業実績

施設整備 にかかる事業

(1)早 川町 「地域密着型 特別養護 老人 ホーム草塩おんせん」施設整備完了報告

平成22年 度早 川町 地域密 着型 介護 老人 福祉施設整備計画事業 として、早川町草

塩地区へ 「地域密着型特別養護老人ホーム草塩おんせん」の整備事業を行ってきた

が、平成23年6月1日 に完 工 し、 山梨 県 の特別 養護i老人ホー ムの設置認 可 を平成

23年6A30日 、早川 町 の介護保 険事 業者指 定 を平成23年6月30日 に受 け、

地域密着型特別養護 老人ホームとして運営を開始 した。

1)土 地

所 在 地=山 梨県南 巨摩郡早川 町草塩字 下河原79番1

面 積=3,124.63㎡(946.8坪)

3



2)建 物

構 造=準 耐火構造/鉄 骨造合金 メ ッキ鋼板ぶ き平家建

延床面積=1,505.12㎡

3)運 営事業

地域密着型特別養護老人 ホーム(入 所棟3ユ ニ ッ ト ・入所 定員29人)

4)竣 工式 の開催

日 時=平 成23年6.月23日 午前10時 か ら

出 席 者=早 川 町長 、早川 町役場福祉保健課長、早川町議会議員、

山梨県議会議員、京ヶ島区長、富士厚生会役員な ど

合計117名

5)整 備事業鰹過
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6)整 備事業会計決算書(抄 本)

費 目 金 額 備 考

歳

早川町補助金 116,099,680

自己財源 262,575,767
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入

内 ほ山梨中央鋤措入動

訳(自齢

(170,000,000)

(92,575,767)

歳入合計(A) 378,675,447

歳

出

建設工事費 324,690,000 ㈱ 早野組

内1請 負契約

訳i勘 口]事契約

(322,140,000)

(2,550,000)

設計監哩費 12,600,000 ㈱ 佐野建築研究所

備品購入費 41,385,447

歳出合計(B) 378,675,447

収支差額(A)一(B) 0

(2)社 会福祉施設等災害復旧整備完了報告

平成23年3月15日 の静岡県東部を震源 とする地震災害により、被害を受けた

障害者支援施設の建物外壁及び内壁等に亀裂が入った事により災害復旧工事を行っ

た。

1)対 象施設

障害者支援施設 三和荘

障害者支援施設 三和荘そよかぜ棟

障害者支援施設 くぬぎの里

障害者支援施設 きぼうの里

2)工 期

平成23年8月12日 から平成23年11月30日

3)災 害復旧事業内容

施 設 名 内 容 復 旧 面 積

三和荘(障害者支援施設) 屋内外補修 2,664.76㎡

三 和 荘(生 活介護)(そ よかぜ) 屋内外補修 184.2㎡

くぬぎの里 屋内外補修 2,813.73㎡

きぼ うの里 屋内外補修 1,776.25㎡

4)整 備事業経過

日 時 内 容

23.4.5 静岡県へ協議書 提出

6.14 国及び県による現地調査(く ぬぎの里 ・きぼ うの里)

6.15 国及び県による現地調査(三 和荘)

6.21 県より補助金…額決定通知

6.29 県より調査結果報告

8.11 社会福祉施設等災害復旧工事 契約

8.12 社会福祉施設等災害復旧工事 着工
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社会福祉施設等災害復 旧工事 完工(く ぬぎの里)

完 了検査

社会福祉施設等 災害復 旧工事 完工

(三和荘(障害者支援施設)、三和荘(生活介護)(そよかぜ)、きぼ うの里)

完 了検査

県に よる完成検 査(県 庁 にて書面検査)

(三和 荘(障害者支援施設)、きぼ うの里)

5)整 備事業会計決算書(抄 本)

費 用 金 額 備 考

歳

入

県補助金 35,701,000円 合算

地震賠償保険 9,334,540円 合算

自己財源 9,753,460円

三 和 荘(障 害者支援施設)

三 和 荘(生活介護)(そよかぜ)

くぬ ぎ の里

き ぼ うの里

(2,763,000円)

(295,000円)

(303,460円)

(6,392,000円)

歳入合計(A) 54,789,000円

歳

出

工事費 54,789,000円 三公工業㈱

三 和 荘

三 和 荘(生活介護)(そ よかぜ)

くぬ ぎ の里

き ぼ うの里

(23,310,000円)

(924,000円)

(3,045,000円)

(27,510,000円)

歳出合計(B) 54,789,000円

収支差額(A)一(B) 0円

(3)介 護施設等自家発電装置整備完了報告

平成23年3月11日 の東 日本大震災後の計画停電等の際において、介護施設等

において自家発電装置を使用 して人工呼吸器等の機器の作動に必要な電力の供給等

をすることにより、入所者の生命及び健康の保持その他の入所者が安心できる安全

な生活を確保するための整備事業が完工する。

1)対 象施 設

特別養

特別養

特別養

特別養

隻老人ホーム

蔓老人ホーム

隻老人ホーム

隻老人ホーム

富士宮荘

シヤローム富士川

なかざと

松野の里
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2)工 期

平成24年2月16日 か ら平成24年3月31日

3)整 備事業経過

日 時 内 容

23.12.11 介護施設等自家発電装置整備補助事業申請書 提出

23.. 補助金内示

24.2.15 介護i施設等自家発電装置整備 入札

2.16 介護施設等自家発電装置整備 契約 ・工事開始

3.27 消防用設備等設置届出書 提出

3.29 介護施設等自家発電装置整備 工事完工

3.30 法人完了検査

4.9 富士市消防確認

4)整 備事業会計決算書(抄 本)

費 目 金 額 備 考

歳

入

県補助金 3,481,000円

自己財源 4,289,000円

富士宮荘

シャローム富士川

なかざと

松野の里

(1,557,250円)

(719,100円)

(1,053,300円)

(959,350円)

設 計 監理 費 は

各施 設 均 等 で 負 担 。

(105,000円/1施 設)

歳入合計(A) 7,770,000円

歳

出

工事費 7,350,000円 三和電気工事㈱

___1

富士宮荘

シャローム富士川

なかざと

松野の里

(2,903,250円)

(842,100円)

(1,896,300円)

(1,708,350円)

設計監理費 420,000円 周建築設計事務所

歳出合計(B) 7,770,000円

収支差額(A)一(B) 0円

8経 営会議 の開催

各施設 毎 に経 営努 力 を行っているが、法人全体 として均衡 ある経営を確保する観

点から、毎月、「経営会議」を開催 し、必要な情報の交換、指導、確認 を行 った。

出 席 者=本 部 ・全11施 設施設長 ・施設経理担 当者等

開催 場所=富 士厚 生会本部
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9研 修会 の開催

(1)理 事長 に よる研修会

全職員 を対象 に、富士厚生会の事業理念及び事業発展の心構 え等について、理事

長から直接に学ぶことができた。

月 日=平 成23年6月10日 ～12月10日

テ ーマ=富 士厚 生会 の事業理念及 び事業展開の心構 え

講 師=仲 亀 透 理事長

会 場=三 和荘 、 くぬぎの里 、ネ オ ライ フとみざわ、シャローム富士川

長生園、きぼ うの里、なかざと、松野の里、草塩おんせん、西部包括

(2)職 員接遇 マナー研修会

接遇 マナー基本5原 則 ①挨拶 、②表 情、③ 身だ しなみ、④言葉遣い、⑤態度

を中心に 「福祉施設 に求められるコミニュケーシ ョン ・マナー」～利用者第1主 義

の定着 と実践 ～をテ ーマ と して開催 した。

また、この研修会については全職員の参加 を目標 に実施 した。

講 師=JALACADEMY森 田素子 先生

開催月 日 会 場 受 講 者

平成23年12月25日

平成24年3月22日

富士宮市民文化会館 女性職員対象175名

富士宮市民文化会館 男性職員対象128名

(3)産 業 医研修会

労働安 全衛 生法 に基づ き職員の安全 と健康 を確保するため、昨年に引き続き産業

医研修会を開催 した。

講師=新 富士病 院 矢 田貝 凱 医師

1)第1回 テーマ=「 もの忘れ」について

開催月 日 会 場 受 講 者

平成23年11月11日

11月15日

11月18日

富士ロゼシアター 64名

富士ロゼ シアター 47名

富士ロゼ シアター 54名

2)第2回 テ ーマ=「 ス トレス 」 につ い て

開催月日 会 場 受 講 者

平成24年2月24日

2月28日

2月29日

富士ロゼシアター 51人

富士ロゼシアター 52人

富士 ロゼ シアター 41人

(4)リ ス クマ ネージメ ン ト研修 会

施 設利 用者 の安全 ・安心の場の確保のため、 リスクマネージメン トの考え方 ・リ

スクの見つけ方 ・リスクコン トロール対策等をテーマに、各施設の事例 を基に研修
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会を開催した。

講 師=有 限会社 イプロス 代表取締役 芦澤政弘 先生

開催月 日 会 場 受 講 者

平成23年11月1日

平成24年2月1日

三和荘多 目的ホール

三和荘多 目的ホール

85人

76人

(5)交 通安全講習会

職員の交通安全意識の向上と、車輌の トラブル防止策等をテーマとした交通安全

講習会を開催した。

講 師=富 士宮警察署 交通課 警察官

開催月 日 会 場 受 講 者

平成23年8月5日 三和荘多 目的ホール 88人

(6)看 護職員 と介護職員 の連携 に よるケア連携協働研修

厚生労働省 の通知第0401第17号(平 成22年4A1日)指 針 に基づ き、利

用者 の重度化 に伴 い、利用者の医療ニーズに対 し、介護者が関わ らざるを得ない状

況に対応する為に 「喀疾吸引」及び 「胃ろう経管栄養」の一部を 「介護」と 「医療」

の協働 の医療行為研修 の医療的ケアを介護職員を対象 に実施 した。又、研修受講修

了者に対 しては、修了証明書を発行する。

開 催 日

開 催 数

開催場所

研修時間

受 講 者

講 師

平 成23年4月11日 よ り3月13日

9回

シャ ロー ム富士川 ・ネオ ライ フ とみ ざわ ・松野 の里 ・草塩 おんせん

14時 間(講 義=10時 間、 実 技=4時 間)

介 護 職 員133名

特 養 指 導 看 護 師10名

10人 材 の確保 と育成

福祉 関係 の就 業 は、民間企業の解雇者が減少 しているものの、依然厳 しい状況が

続いている。

このような状況の中、平成24年 度 に向けた新卒者 は15名 を確保 した。

ま た、 中途退職者 の補充にっいては施設運営に支障をきた さない よう早期に対応

し、必要な人員 を確保 した。

(1)主 な人材確保対策

1)学 校訪 問 と求人票の提 出=大 学 、短大 、専 門学校 、高校等 。

2)各 種就職 面接 会への参加=山 梨 ・静 岡県社会福祉協議会 、地方労働局

看護協会、大学、ハ ローワーク等

3)イ ンターネ ッ ト ・新 聞広告 の活用等求人誌
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(2)平 成24年 度採用職員採用試験 の実施

1)第1回=平 成23年8月19日

第3回=平 成23年11月22日

(3)介 護職員処遇改 善交付金

1)平 成23年 度 、実績12ヶ 月分支給。

15名 の受入

第2回=平 成23年9月21日

第4回=平 成24年2月27日

11ホ ー ムペ ー ジ の 運営

現 代 の 情 報 化 社 会 に対 応 す るた め 、 富 士厚 生 会 の理 念 、事 業 、 活 動 等 を広 く一 般

に 周 知 す る と と も に人 材 確 保 等 に活 用 す るた め、 各 施 設 の代 表 委 員 が 協 同 して 、 常

に 「富 士厚 生 会 ホ ー ムペ ー ジ」 の刷 新 を 図 った 。

内 容=富 士厚 生 会 の概 要 ・施 設 の 紹 介 ・事 業 の 最 新 情 報 等

ア ドレス=http://www.fujikoseikai.or.jp(「 富士厚生会」で開ける)

12内 部会議 の運営

各職場毎 に関係職員 による 「内部会議」を開催 し、法人全体の横の協調体制 を確保

した。

富 士 厚 生 会 内 部 会 議 実 績 一 覧(平 成21年 度は、新たに法令遵守委員会を発足)

会 議 名 開催回 内 容

全 体 会 3 仕事始 め ・人事発令及び法人 、施 設の事 業計画、予算の周知等。

定 例 会 9 法人理念に沿った事業展開を図る職務連絡、職員啓発、情報伝達等。

施 設 長 会 24 本部 と施設 問 との事務、事業 にかか る連絡 、調整及び 晴報交i換等。

代 表者 部会 6 各部会長による部会活動にかかる横の連絡 ・調整等。

事 務 部 会 12 事務 、会計処理の正確化、迅速化、合理化 のための研修、打合せ等。

指 導 部 会 12 施設経営の円滑化を図る調整、模範となる指導員像について学習等。

看 護 部 会 6 利用者の健康管理及び感染症対策に係る情報交換、協働研修。

栄 養 士 部 会 7 給食の向上及び食品衛生の確保を図るための研修、打合せ等。

介 護 部 会 12 利用者の安全確保、介護技術の向上に関する研修、打合せ等。

ケアマネー部会 5 ケアプラン作成及びケース事例研究等。

アドハ"イサ㌧一部 会 12 施設問の情報連携、施設見学等

在 宅 部 会 6 ケアマネージメン トの知識、技術の向上を図る研修等。

特 養 部 会 3 老人ホームの円滑かっ的確な運営を図るための情報交換等。

支援費施設部会 3 支援費制度への移行に対応す るための情報交換、連絡、調整等。

法令遵守委員会 2 法人の経営に係わる関係法令を組織を上げて遵守する。
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平成23年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

特別養護老人ホーム 富士宮荘



1.指 定介護福祉施設 富士宮荘

1,事 業報告

平成23年 度 も、介護保 険法及 び老人福祉法等関係法令 を遵守 し、当法人の規程 に準拠 し事業を進めて参

りま した。稼働率は、99.7パ ーセ ン トを確保 し、前年対比で0.5ポ イ ン ト増 とな りました。 これ は、

嘱託医や看護師、ケア ワーカーの連携により入退所 をスムーズに行った結果であ ります。

施設内行事につきましては、新規ボ ランティア として ピアノボランテ ィアに来荘 して もらい、季節 にあっ

た曲を披露 してもらいま した。また、夏祭 りでは、地域 との関わ りを大切 にし、上井出小学校の生徒にボス

ターの作成 を依頼 し、夏祭 りに招待 して利用者 との交流の場を設 けま した。

また、感染症対策は、利用者のイ ンフルエンザ ワクチンの接種 の実施及び施設内消毒の徹底 を図 り、1月

末か ら3月 末まで面会制限を行 ったことなどにより、1名 の感染者 を出す ことな く過 ごす ことが出来ま した。

2,入 居者の状況

(1)定 員70名

月 別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10.月 11.目 12月 1月 2月 3月 計

入 所 5 3 7 5 2 4 2 2 5 5 3 2 45

退 所 5 4 6 5 2 4 2 2 5 5 3 3 46

現 員 70 69 70 70 70 70 70 70 70 70 70 69 /
入退所理由

入所 待機者 リス ト～

退所 死亡 ～

病院 ～

46名

44名

2名

計46名

計46名

(2)市 町村別利用状況(平 成24年3月 末 目)

市町村 男 女 合 計

富士宮市 13 40 53

富士市 1 5 6

沼津市 0 2 2

御殿場市 1 0 1

浜松市 1 0 1

南部町 0 4 4

身延町 0 1 1

河津町 0 1 1

計 16 53 69

在所期間

定

員

在所者数 年 齢 階 級 別 在 所 期 間

計70

64歳

以下

65

～69

70

～74

75

～79

80

～84

85

～89

90

～94

95

以上

1年

未満

1

～3

3

～5

5

～10

10年

以上

性

別

男 16 2 3 3 2 2 1 3 0 6 5 2 1 2

女 53 1 1 2 6 10 11 18 4 24 13 8 4 4

平成24年3月31日 現在

平均年齢

平均83.6歳

男性75.4歳

女性86.1歳

男性最高齢者

女性最高齢者

93歳

100歳

在所期間
男 性57.9ケ 月

女 性37,7ケ 月

全 体42.4ヶ 月
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(4)要 介護度別

要介護度 男 女 計
要介護1 1 0 1

要介護2 1 0 1

要介護3 4 13 17

要介護4 5 20 25

要介護5 5 20 25

合 計 16 53 69

平均介護度4.0

(5)入 院状況

入院者 退 所 後 の 内 訳
退院 転院 入院退所 死亡

2 0 0 2 0

平成23年 度富士宮荘 日課表
日勤業務 早出業務 遅出業務 夜勤業務

8:30 朝礼 6:30 朝食介助 10:30 お茶 出 し ・昼食準 20:30 出勤 ・申し送 り

排泄介助 ・体位交 8:00 下膳 ・ 備 20:45 オムツ交換
8:30 換 ・入浴介助 口腔 ケアー 11:30 昼食介助 コール 対応

9:00 洗浄 8:30 休憩 12:30 昼食休憩
諸行事準備 ・理美容 8:45 排泄介助 ・理美容 排泄介助
・回診 9:00 ・入 浴 介 助 ・日勤 者 入浴介助 オ ム ツ交 換 ・コー

10:30 車椅子移乗 ・お茶 と業務内容同じ 入浴出来ない方の ル対応

出 し 9:30 清拭1名 23=00 1時 間毎の見廻 り

11:00 休憩:昼 食準備 ・ 10:00 業務 行事がある日 15:30 夕食準備
11:15 エ プ ロ ン ・歯 ブ ラ 10:30 は行事 16:00 休憩 0:00

シ ・お茶 11:00 16:30 夕食配膳準備 2:00 体位交換
11:30 昼食配膳 ・食事介 11:30 昼食介 車イス移動 16:45 夕食配膳 見廻 り

助 助 (1名) 夕食介助 4:00 体位交換
下膳 ・清掃 ・記録 15:50 申し送 り 見廻 り

12:50 昼食休憩 18:00 下膳
14:00 排泄介助 ・入浴介 12:50 昼食休憩 後片付 け ・車イス 5:00 排泄介助
助 移動 ボイ ラー点火(給

13:50 見回 り 18:30 口腔 ケ ア ー ・排 泄 湯 ・暖房)

曜 日により 記録 排泄介助
14:00 一般浴 14:00 入浴介助 19:30 排泄介助 【2名】 6:00 検温
車イス移乗 歯科往診(金) 服薬介助 ・水分補 お茶入れ準備

特浴 (金) 19:45 給 【1名 】 6:00 カーテン開け

15=30 入浴終了 歯科 15:30 入浴終了 バ イ タ ル チ ェ ック 入れ歯洗浄
16:00 医務の指示 往診 16:00 退社 20:00 ・パ ソコン入力 6:30 お茶(パ ー ト)

の食事 申し送 り 7:00 エプ ロン配 り

16:30 休憩 排 泄 洗濯物関係 8:00 車 イ ス移 動 ・ベ ツ

16:45 夕食配膳 介助 20:30 退社 トUP

17:00 夕食介助 朝食準備
18:00 食事片付け 朝食
退社 下膳 ・清掃

洗面介助 ・口腔ケ
ア ー

エ プ ロ ン ・お しぼ

り洗濯 ・パ ソ コ ン

入力
8:30 朝礼 ・寮母引継

退社

12



平成23年 度事業実施状況
.目 日 行 事 施 設 内 容 施設会議

四

月

1

4

5

14

15

20

21

22

25

28

全体朝礼
不在者投票
防災訓練
故紙回収
シヨツピング

花見
誕生会
不在者投票

検便
入居検討委員会
シヨツピング

県議会議員選挙31名 実施

ピアゴ 民生委員4名

上井 出地区ボランティア女性会

喜給 の会

富士宮市長 ・市議会議員選挙31名 実施

ピアゴ 民生委員4名

主任会議

各セ クシ ョン会議
リスクマネージメント委員会

事務請求会議

全体研修会

ケースカンファレンス

感染症対策委員会

身体拘束委員会

理美容 ・接骨院

五

月

6

10

12

16

17

18

20

23

25

27

定例会
藤の花見
防災訓練
シヨツピング

入居者懇談会
故紙回収
誕生会
監事監査
ボランティア

奉仕
理事会

大石寺下之坊 上井出地区ボランティア女性会

ピアゴ 民生委員4名

五月会

つ くしの会 お手玉

白百合グループ(草 取 り)

主任会議

各セクシ ョン会議

リスクマネージメント委員会

事務請求会議
全体会議

ケースカンファレンス
理美容 ・接骨院

身体拘束委員会

六

月

1

3

9

14

15

17

23

定例会

薔薇の花見

検便
シヨツピング

慰問

防災訓練

誕生会

検便
寄贈
シヨツピング

実習生

富士中央公園 上井出地区ボ ランティア女性会

ピアゴ 民生委員5名

上井 出小学校58名

夜間招集訓練

富士舞劇 団

猪之頭小 ・中 ・婦人会 清拭寄贈
ピアゴ 民生委員5名

Fujiア カデ ミー

主任会議

各セクシ ョン会議
リスクマネージメント委員会

事務請求会議

全体会議

理美容 ・接骨院

身体拘束委員会

七

月

1

5

12

14

15

20

24

27

28

定例会
入居検討委員会
防災訓練
勉強会
故紙回収
シヨツピング

誕生会
施設外清掃

夏祭り
奉仕
施設見学
シヨツピング

食 中毒について 保健所 より

ピア ゴ 民生委員5名

玉扇舞踊会

各ボランテ ィア、上井出小学校生徒等

白百合 グループ(窓 ふ き)

富岳館高校生徒4名
ピア ゴ 民生委員4名

主任会議

各セクシ ョン会議

リスクマネージメント委員会

事務請求会議
全体会議

理美容 ・接骨院

身体拘束委員会

八

月

1

2

3

4

5

10

11

15

定例会
施設見学
防災訓練
施餓鬼供養
内部監査
検便
研修(法 人)
施設見学
シヨツピング

入居者懇談会

高校生1名

本源寺

交通安全講習会
富士見高校2名
ピアゴ 民生委員5名

主任会議

各セ クシ ョン会議
リスクマネージメント委員会

事務請求会議

全体会議
理美容

接骨院

身体拘束委員会

感染症対策委員会
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16

19

22

24

25

施設外清掃
勉強会

検便
入居検討委員会
安全祈願祭
シヨツピング

熱中症について

浅間大社
ピアゴ 民生委員5名

九

月

1

4

7

8

13

15

19

22

28

定例会
施設敬老会
施設外清掃
シヨツピング

本部巡回日
故紙回収
お祝い
上井出地区敬老会
シヨツピング

奉仕

草取 り 屋根掃除
ピアゴ 民生委員5名

森 いそ様 白寿の祝い 富士宮市役所来荘

台風 のため中止

白百合 グループ(草 取 り)

主任会議

各セクシ ョン会議
リスクマネージメント委員会

事務請求会議

全体会議

身体拘束委員会

十

月

3

4

6

7

13

17

18

19

21

24

27

28

30

全体朝礼

防災訓練

作品展

入居検討委員会

作品展見学

慰問

検便

シヨツピング

施設見学

施設外清掃

勉強会

誕生会

検便

実習生

ボランティア

施設見学

家族会

シャローム作品展

上井出地区ボランテ ィア女性会

上井出小学校76名 来荘

ピア ゴ 民生委員4名

富士見高校1名

屋根 シ ョー トフェンス清掃

骨 について

三幸カ レッジ1名

JA女 性会 窓ふき20名

西富士中学校3名

主任会議

各セクシ ョン会議

リスクマネージメント委員会

事務請求会議

全体会議

理美容

接骨院

身体拘束委員会

十
一

月

1

3

4

11

15

16

24

30

定例会

ボランティア

ボランティア

本部巡回 日

入居者懇談会

誕生会

故紙回収

防災訓練

シ ヨツピング

奉仕

ピアノボランティア

上井出地区ボランティア女性会

富士根南女性連絡協議会

法人非常災害時動員訓練

ピアゴ 民生委員5名

白百合グループ

主任会議

各セクション会議

リスクマネージメント委員会

事務請求会議

全体会議

理美容 ・接骨院

身体拘束委員会

感染症対策委員会

十

二

月

1

2

3

4

12

16

定例会

施設外清掃

ボランテ ィア

検便

マグロ解体 シ ョー

マグロ解体 シ ョー

シ ヨツピング

本部巡回 日

防災訓練

慰問

上井出地区ボランティア女性会

ピアゴ 民生委員5名

リーチェル幼稚園72名

主任会議

各セ クシ ョン会議

リスクマネージメント委員会

事務請求会議

全体会議

理美容 ・接骨院

身体拘束委員会
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18 ボランティア ピアノボ ランティア

20 法人研修 JALi接 遇研修(女 性職員)

21 ク リスマ ス会

28 餅つき

仕事納め
4 仕事始め式 ホテル グラン ド富士 主任会議

10 故紙回収 各セクシ ョン会議

12 本部巡回日 リスクマネー ジメン ト委員会

13 どん ど焼き リーチェル幼稚園72名 上井出地区ボランティア女性会 事務請求会議
一 16 施設外清掃 全体会議

勉強会 身体拘束委員会

,月 18 誕生会
20 実習生 Fujiア カデ ミー

お祝い 渡邉つや様 百賀の祝い 富士宮市長来荘

23 作品展 富士宮市役所27日 まで

実習生 ソー シ ャル ネ ッ ト

26 中堅職員研修 法人研修

31 勉強会

1 定例会 リスク研修 主任会議

施設外清掃 各セ クシ ョン会議

二 3 入居検討委員会 リスクマネー ジメン ト委員会

検便 事務請求会議

月 7 防災訓練 身体拘束委員会

14 入居者懇談会 感染症対策委員会

17 検便

21 誕生会 恵方巻

24 産業医研修 ス トレス につ いて

28 産業医研修 ス トレス につ いて

29 産業医研修 ス トレス につ いて

1 施設外清掃 (屋上 ・シ ョー ト中庭 ・談話 室 中庭 ・デ イ屋 上) 主任会議

5 防災訓練 富士宮市情報伝達訓練 各セ クシ ョン会議

6 定例会 リスクマネージメ ン ト委員会

三 12 実習生 Fujiア カデ ミー2名 事務請求会議

16 故紙回収 全体研修会

月 22 研修 JAL接 遇研修(男 性) 理美容 ・接骨院

23 理事会 身体拘束委員会

28 奉仕 白百合グループ(草 取 り)

29 入居検討委員会

15



2.短 期入所生活介護 萩の里

1.事 業報告

平成23年 度 は、昨年度未達成であった 「稼働率83%」 とい う数値 目標 を再度掲げ、

業務に取 り組 んでまい りました。

他事業所への空室情報 の提供の実施 と、施設入所 を慣れ る目的 とした長期間利用者

の受け入れの増加 が、夏頃か ら数値 として表れ、特 に5月 か ら10月 までは90%

を超える稼働 率を記録す ることができま した。結果的 には新規利用者49名 で前年比

4名 減 で したが、稼働率では84.5%で 前年比5.1ポ イン ト増加 とな りま した。

また、新人職員の受け入れもあ り、教育担 当職員 を中心に目々の実務や会議、研修

参加での新人指導を行い、シ ョー ト職員全員 が介護 の質の向上 と効率化 に改めて取 り

組んできま した。

リピーター利用者 もさらに増加 し、家族 との信頼 関係 も年 々構築できてきていますが、

今後 とも昨年 同様、職員全員がより良いサー ビスのため介護技術及び知識 の向上を図 り、

安全で質の高い介護 を提供すると共 に、稼働 率アップを念頭に置き経営の安定 を最優先

に して運営 を行 っていきます。

2.利 用 実績

月 要支援 要

介1

要

介2

要

介3

要

介4

要

介5

計

(人)

1日 平 均

(人)

延 べ 人数

(人)

稼働率

(%)

新 規 利 用

(人)
冒

4 1 3 5 17 14 12 52 15.3 461 76.8 5

5 5 11 18 12 11 57 18.0 559 90.1 4

6

■

5 14 17 13 11 60 17.1 515 85.8 7

7 1 3 9 17 16 11 59 18.0 559 90.1 1

8 4 6 17 13 15 55 18.9 586 94.5 2

9 3 6 7 16 13 17 62 18.5 557 92.8 5

10 2 4 5 18 11 15 55 18.0 561 90.4 2

11 3 7 5 19 12 14 60 15.7 471 78.5 5

12 3 6 5 18 11 13 56 16.7 502 80.9 3

1 2 7 7 14 9 14 53 16.4 511 82.4 3

2 3 7 5 12 14 12 53 16.2 454 78.2 3

3 2 7 6 14 14 13 56 14.9 463 74.6 9

合計 20 64 85 197 152 158 678 16.9 6199 84.5 49
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3,平 成23年 度 利用者 日課表

時 間 行 動 内 容

5:00 検温 ・排 泄(交 換 ・介助 ・誘 導)

6:00 起床 ・洗面

6:30 朝食準備

7:00 朝食 ・口腔ケア(終 了後 自由時間)

9:00 入所者送迎 ・排泄(交 換 ・介助 ・誘導)

10:00 おやっタイム ・機械浴開始

11:30 昼食準備 ・昼食前運動

12:00 昼食 ・口腔 ケ ア

12:30

1

自由時間

13:30 個浴開始 ・排泄(交 換 ・介助 ・誘導)

14:30 おやつタイム

15:00 レク リエ ー シ ョン

16:00 退所者送迎(夕 食まで 自由時間)

17:30 夕食準備

18:00 夕食 ・口腔 ケ ア

18:30 自由時間

20:00 検 温 ・排 泄(交 換 ・介助 ・誘 導)

21:00 消灯

4.平 成23年 度 行事活動実施表

月 行 事

4月 花見 ・誕生会

5月 キンダー学園慰問 ・誕 生会

6月 上井 出小学校慰問 ・キンダー学園慰 問 ・誕生会

7月 富士宮荘夕涼み会 ・誕 生会

8月 誕生会

9月

1

誕生会

10月 キンダー学園慰問 ・上井出小学校慰 問 ・誕生会

11月 シ ョー ト運動 会 ・キ ンダー 学園慰 問 ・誕生 会

12月 リー チ ェル幼 稚 園慰 問 ・ク リス マ ス ・誕生 会

1月 どんど焼 き ・誕生会

2月 誕生会

3月 誕生会 ・ひな祭 り

※ 上記 の行 事 以外 の通 常 日は レク リエ ー シ ョン時 間に実施 。 内容 は 以 下 の通 り。

運 動 系:風 船 バ レー ・輪 投 げ ・お 手 玉投 げ ・魚 釣 りゲー ム ・指 運動 ・ボー リン グ

製 作 系=お 菓 子作 り ・ちぎ り絵 ・お 面作 り ・折 り紙 ・ぬ り絵 ・ゴ ミ袋作 り

頭 脳 系:将 棋 ・パ ズル ・なぞ な ぞ等 の クイ ズ そ の他:カ ラオケ
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3.通 所介護 み ど りの里

1,事 業 報 告

平成23年 度は、居宅介護支援事業所 と連携強化 に努 め、新規利用者確保 に意を注 ぎま

した。また、利用回数 の変更にも柔軟に対応 し、夏祭 りやク リスマス会な どを行い 日曜営

業を取 り入れ、み どりの里独 自のサー ビスを展開 し、利用者 のニーズに対応致 しま した。

その結果、利用者の増加 に繋が り、稼働率において71,2パ ーセ ン ト(前 年度対比6ポ

イン ト増)と 高い数値 を残す ことが出来ま した。

今後 も、利用者ニー ズの把握 に努め、サー ビスの向上 を図 りながら効率的な経営 に意 を

注ぎます。

2,事 業 内容

① 日常生活の援助

ア、排泄介助 イ、移乗介助 ウ、移動介助 工、その他必要 とされ る介助

オ、養護(休 養)

② 健康状態の確認把握 ③ レク リエーシ ョン(ア クテ ィビティ ・サー ビス)

④ 趣味活動 ⑤送迎サー ビス ⑥入浴サー ビス ⑦食事サー ビス

⑧ 相談 ・助言等 ⑨昼食時服薬管理 ⑩介護 サー ビス ⑪ 日常生活動作

3,教 養 余 暇 事 業

自主性 と自発性 を尊重 し、個別対応で 自分 に適 した内容 を娯楽的要素を取 り入れて実施

しま した。

① 踊 り教室(喜 縛の会 毎月2回 、 リズム安寿 毎月1回)

② 書道教室、絵手紙、水墨画

③ クラブ音楽

④ 手芸教室

⑤ レク リエーシ ョン

⑥誕生会(誕 生カー ド作成 し、手渡 し)

⑦ 健康講座(季 節 にあった内容 〔新型イ ンフルエ ンザ、ノロウィルス〕等 を簡単に

ま とめ利用者様 の前で講義を行 いました。)

⑧ デイサー ビスセ ンターみ どりの里 健康体操

4,広 報 活 動

機関紙"か がや き"を 毎月発行 しま した。
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5,実 施事 業

4.月 頭 の体操 ・ハ ン ドケア ・塗 り絵 ・カ ラオ ケ ・カル タ ・お 手 玉作 り ・オー ケ

ス トラ鑑賞 ・散歩 ・唱歌 ・おや つ レク(ポ ップ コー ン)

5月 頭 の体操 ・ハ ン ドケア ・塗 り絵 ・カ ラオ ケ ・風船 バ レー ・鯉 のぼ り作 り ・

折 り紙 ・壁 画 ・つ る し飾 り切 り ・おやつ レク(ポ テ トチ ップ ス)・ 貼 り絵 ・

クイ ズ ・手 芸(リ ハ ビ リチ ュー)

6.月 頭 の体操 ・ハ ン ドケ ア ・塗 り絵 ・カラオ ケ ・おやつ レク(と ころて ん)・ 言

葉 遊び ・花切 り ・カル タ ・読み 聞 かせ ・団扇作 り ・独 楽 作 り

7.月 頭 の体 操 ・ハ ン ドケ ア ・塗 り絵 ・カ ラオ ケ ・おや つ レク(プ リンア ラモー

ド)・ 短 冊作 り ・コー ス ター 作 り ・ビデオ鑑 賞

8.月 頭 の体 操 ・ハ ン ドケ ア ・塗 り絵 ・カ ラオ ケ ・漢 字 クイズ ・箸 置 き作 り ・飾

り作 り ・切 り絵 ・み ど りの里夏祭 り ・パネ ル シア ター

9.月 頭 の体 操 ・ハ ン ドケ ア ・塗 り絵 ・カ ラオ ケ ・唱歌 ・切 り絵 ・漢 字 クイ ズ ・

刺 し子 ・敬 老会 ・折 り紙 ・読 み 聞かせ

10月 頭 の体操 ・ハ ン ドケア ・塗 り絵 ・カ ラオ ケ ・おや つ レク(サ ン ドウィ ッチ)

・カル タ ・ハ ロウィ ンバ ック作 り ・ 刺 し子 ・折 り紙 ・読 み聞 かせ

11.月 頭 の体操 ・ハ ン ドケア ・塗 り絵 ・カ ラオケ ・おや つ レク(た こ焼 き)・ 物 上

げゲー ム ・クイ ズ ・ビデ オ鑑 賞 ・カル タ ・飾 り作 り ・帽子 作 り

12.月 頭 の体操 ・ハ ン ドケ ア ・塗 り絵 ・カ ラオ ケ ・ク リスマ ス会 ・絵 馬 作 り ・ビ

デオ鑑 賞 ・トラ ンプ ・ おや つ レク(年 越 し蕎麦)

■.月 頭 の体操 ・ハ ン ドケア ・塗 り絵 ・カ ラオケ ・おや つ レク(す い とん)・ カル

タ ・人 形作 り ・クイ ズ ・鬼 の面作 り

2月 頭 の体 操 ・ハ ン ドケ ア ・塗 り絵 ・カ ラオケ ・おや つ レク(ホ ッ トドック)・

豆 まき ・心理 テ ス ト ・壁紙 作 り ・ス トラ ップ作 り ・

3.月 頭 の体 操 ・ハ ン ドケ ア ・塗 り絵 ・カ ラオケ ・おや つ レク(漬 け物)

桜 切 り ・読 み聞 かせ ・ひ な人 形作 り ・漢 字 クイ ズ ・パ ズル

※ 毎月、防災訓練、健康講座、誕生会 を行いま した。

6,利 用実績

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

稼働日数 26 26 26 26 28 26 26 26 26 24 25 27 312

延べ人数 450 422 453 432 495 471 495 485 510 407 417 519 5556

平均利用者数 17.3 16.2 17.4 17.4 16.6 18.1 19.0 18.6 19.6 16.9 16.0 19.2 17.8

稼働率 69.2 64.9 69.6 66.4 70.7 18.1 76.1 74.6 78.4 67.8 66.7 76.8 71.2
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4.訪 問介 護

1.事 業報 告

富士宮荘

平成23年 度 の実利用者数 は,他 の事業所 よ りの移行の方 、新規に契約の方等により、14名 と前

年 度 よ り3名 増 えて、年 間の延べ利用者数 も162名 の増 とな りま した。

利 用者様 には誕生 日カー ドやク リスマスカー ド等を配布 してサー ビスの向上に努めたり、居宅介

護支援事業所への積極的な営業努力にもかかわらず、思 うように利用者が増えなかったのが本年

度の現状です。

2.介 護度別実利用者数 (単位:人)

24年3月31日 現在 23年4月1日 現在 対比

要支援1 0

一 支援2
0 1 一1

要支援3 0

介護度1 8 4 4

介護度2 3 2 1

介護度3 2 一2

介護度4 2 2 0

介護度5 1 0 1

合計 14 11 3

3.月 別利用者延べ人数比較(単 位:人)

平成23年 度 平成22年 度 前年度比

4月 133 224 一91

5月 147 191 一44

6月 149 182 一33

7月 154 188 一34

8月 161 162 一1

9月 159 153 6

10月 160 140 20

11月 196 150 46

12月 207 159 48

1月 187 131 56

2月 203 112 91

3月 244 146 98

合計 2100 1938 162
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5.居 宅介護事業所 のぞみ

事業実施報告

平成23年 度は、給付管理者数 が912名 で、前年比で41名 の減 とな りま した。 これ

は、平成23年 度 中に職員の交代 があ り、担 当数 を調整 してきたことが原因です。今後 は

地域包括支援セ ンター、在宅支援セ ンター と連携 をもって積極的に新規 を増や してまい り

ます。

利用者 にはきめ細やかなサー ビス提供 を行 うとともに、サー ビス向上のため外部研修 に

積極的に参加 し資質向上 を図 り、利用者へのよ り良いケアプランの提供 に努めま した。

1.利 用者のケアマネジメン ト

利用者、家族がよ り良いサー ビスを利用す るためにサー ビス担 当者会議 を開催 し、ケア

プランを作成 して、同意 を得て、交付 しました。 また、モニタ リングな ど必要項 目を実施

するとともに、利用者 の自立支援 のためのサー ビスを円滑に行われ るよう利用者宅に直接

訪問 して話 を聴いた り、必要時に利用者本人やその家族、サー ビス提供事業所や担 当医な

どとケアカ ンファレンスを開くな どして便宜を図 りま した。

2.研 修参加

研修 に参加す ることで介護支援技術、知識、人間性の向上を図 りま した。

・法定研修

静岡県介護支援専門員専門研修課程II

期 日:6/10～7/22の 期間内に合計4日

場 所:グ ランシ ップ

・富士宮市居宅介護支援部会

居宅介護支援部会研修会

「災害時におけるケアマネージャーの対応 について」

期 日:平 成23年4月26日

場 所:高 原荘

内 容:H23/3/11の 東 日本大震災、H23/3/15の 富士宮市 を震

源 とす るM6.4の 地震時にお ける対応 をもちよ り、震災時における

ケアマネージャー としての対応 を議論。

「居宅介護 と医療連携 」

期 日:平 成23年7月2日

場 所:富 士宮市役所特大会議室

内 容:ケ アマネージャー と医療 との連携の可能性 について

講師…富士心身 リハ ビリテーシ ョン病院 院長 高橋 伸忠

「認知症(俳 徊)高 齢者 に対する包括ケア」

期 日:平 成23年9月23日

場 所=富 士宮市総合福祉会館

内 容:地 域包括支援セ ンターの実例 を通 じて認知 症高齢者 に対す るケア に
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ついて学ぶ

「国際福祉機器展視察」

期 日:平 成23年10月6日

場 所=東 京 ビッグサイ ト

内 容:国 際福祉機器展 を視察 し、最新 の福祉用具機器 を学ぶ

「ぶっちゃけ座談会」

期 日:平 成24年IH12日

場 所:富 士宮市役所特大会議室

内 容:富 士宮市介護保険事業者連絡協議会通所部会 とのグルー プワー クに

よる意見交換会

・富士厚生会ケアマネ部会

期 日=年 間4回(平 成23年5月 ・8月 ・11月 ・平成24年2月)

場 所=シ ャローム富士川会議室

内 容=介 護保険制度の内容 にっいて ・実地指導 ・事例検討

・その他

富士宮市介護保 険事業所連絡協議会総会

平成23年5H18日 安藤i記念ホール

富士宮市介護保険事業者説明会

平成24年3月7日 富士宮市役所

静 岡県介護保険事業者集団指導

平成23年10H11目 沼津市民文化セ ンター

3.受 託事業

各保険者か ら要支援者のケアマネ ジメン トを受託 しま した。

(富士宮市地域包括支援セ ンター、富士市北部地域包括支援セ ンター、静岡市駿河 区小

鹿豊 田地域包括支援センター)

各保険者か ら認定調査 を受託 しま した。

(富士宮市、富士市、静岡市)

4.医 療機関 ・介護保険施設 ・市町村等 との連携

・介護保険施設 の紹介、申込の代行 を行いま した。

・入退院時におけるご利用者の情報交換 を医療機 関とお こない、円滑に在宅復帰ができ

るよう支援 しました。

・各種減額制度や障害者 自立支援法、精神保健法等に基づ く福祉サー ビスの提案、申請

代行 を行いま した。

5.家 族介護教室への参加

・地域型支援セ ンター主催の家族介護教室 に講師 として参加 しま した。

22



給付管理 票提 出状況

平成23年4月 ～平成24年3月

(平成22年 度4月 ～平成23年3月 までとの比較)

居宅給付管理 介護予防給付管理

男 女 計
■

男 女 計

今年度 昨年度 昨年比 今年度 昨年度 昨年比 今年度 昨年度1昨年比
■

今年度 昨年度 昨年比 今年度 昨年度 昨年比 今年度 昨年度 昨年比

H23/4 16 15 106.7% 57 52 109.6% 73 67109.0%

■

2 3 66.7% 4 6 66.7% 6 9 66.7%

H23/5 16 13 123.1% 59 56 105.4% 75 69108.7%

●

2 6 33.3% 5 4 125.0% 7 10 70.0%

H23/6 14 11 127.3% 58 59 98.3% 72 70102.9%

■

2 6 33.3% 5 5 100.0% 7 11 63.6%

H23/7 15 13 115.4% 58 57 101.8% 73 70104.3%

■

1 6 16.7% 6 5 120.0% 7 11 63.6%

H23/8 15 15 100.0% 58 58 100.0% 73 73100.0%

■

2 5 40.0% 5 7 71.4% 7 12 58.3%

【)

q司23/9 15 15 100.0% 58 58 100.0% 73 73100.0%

■

2 2 100.0% 5 7 71.4% 7 9 77β%

H23/10 13 14 92.9% 51 57 89.5% 64 7190.1% 2 3 66.7% 6 7 85.7% 8 10 80.0%

H23/11 12 13 92.3% 52 59 88.1% 64 7288.9%

■

2 1 200.0% 7 6 116.7% 9 7 128.6%

H23/12 12 15 80.0% 51 59 86.4% 63 7485.1% 1 3 33.3% 9 5 180.0% 10 8 125.0%

H24/1 13 17 76.5% 48 55 87.3% 61 7284.7%

■

1 2 50.0% 10 6 166.7% 11 8 137.5%

H24/2 13 18 72.2% 46 53 86.8% 59 7183.1% 2 1 200.0% 9 8 112.5% 11 9 122.2%

H24/3 14 17 824% 45 55 81.8% 59 728t9%

■

3 2 150.0% 10 8 125.0% 13 10 130.0%

合 計 168 176 95.5% 641 678 94.5% 809 85494.7% 22 40 55.0% 81 74 109.5% 103 114 90.4%

※ 平成22年 度 、23年 度 とも専従2名 の体制



6.在 宅介護 支援セ ンター のぞみ

1.事 業実施報 告書

平成23年 度 は、総合相談業務 のほかに新 たな事業 として、富士宮市役所、

富士宮市社会福祉協議会及び、地域住民による連絡会議 に参加 し、これまで以

上に地域に密着 した活動 を展開す ることが出来ま した。

このことにより、地域住民の声 を直接聞く機会が持て、よりスムーズに情報交

i換を行 う事が出来ま した。

ま た、富士根南地区社会福祉協議会との小地域ネ ッ トワーク会議 に定期的に

参加 した り、社会福祉協議会主催の地域住民向け研修会の講師を務 めるなど、

地域住民 との繋が りの場 を積極的に活用 し、広報活動 にカを注ぎました。

一方
、介護に従事 している家族を対象 とした 「家族介護教室」では、高齢者

の心理、介護技術、食事、介護者への精神ケア と様々な内容を盛 り込み、講義

だけでなく実技 を中心にす ることで、介護 について楽 しみなが ら学べる機会 と

しま した。

さらに、65歳 以上の方 を対象 と した 「介護 予防教室」では、認知症予防や

転倒予防だけでな く、熱中症や感染症など季節 に関連 した新 しいテーマを取 り

入れ、飽きのこない内容で実施することができま した。

来年度 も、地域か らの依頼には積極的に対応 し、総合相談を始 め、各事業の

効果的な推進に努めてまい ります。
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平成23年 度 総 合 相 談 支 援 業 務 件 数

(単位 件)

日 付 方 法
内 容

種 別 相 談 経 路

電

話

外

来

訪

問

ネ

ツ

ト

ワ

1

ク

活

動

包

括

へ

の

連

絡

■

相

談

介

護

保

険

介

護

予

防

一

般

高

齢

者

障

害

者

(

知

的

)

障

害

者

(

精

神

)

障

害

者

(

身

体

)

権

利

擁

護

(

虐

待

)

権

利

擁

護
(

成

年

後

見

制

度
)

権

利

擁

護

(

他

)

医

療

保

健

相

談

児

童

経

済

的

問

題

そ

の

他

本

人

親家

戚族

委民

生

児

員童

ケ

ア

マ

ネ

他

機

関

専

門

職

近

隣

住

民

■

知

人

行

政

機

関

(

警

察
■

消

防

含
)

そ

の

他

4月 43 1 44 4 4 5 8 79 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 20 31 15 0 3 0 25 2

5月 47 0 69 2 7 19 8 83 0 4 5 0 0 0 0 0 0 6 7 23 17 0 4 0 72 2

6月 71 1 58 0 6 22 6 94 0 2 0 0 0 0 0 0 0 12 27 33 33 0 1 0 42 0

心○
σF 65 1 44 1 5 5 7 103 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 35 43 0 7 0 25 1

8月 83 0 31 6 9 24 22 77 0 1 0 0 0 0 0 0 0 5 9 21 47 0 7 10 30 5

9月 72 0 65 2 9 14 16 116 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 10 51 42 0 7 2 33 3

10月 35 0 61 2 4 6 8 77 9 0 0 0 0 0 0 0 0 2 18 16 43 0 0 0 23 2

11月 31 2 32 2 2 3 13 46 0 3 0 0 0 0 0 0 0 4 7 18 28 0 3 1 10 2

12月 46 1 43 4 7 16 5 71 0 5 0 0 0 0 0 0 0 4 8 17 35 0 5 0 32 4

1月 82 0 53 10 11 20 6 103 0 18 0 0 0 0 0 0 0 9 19 24 83 0 5 9 7 9

2月 70 6 64 5 15 15 2 116 0 4 0 0 0 0 0 0 0 23 10 43 52 0 16 1 31 7

3月 39 4 39 2 2 15 1 50 0 9 8 0 0 0 0 0 0 3 28 21 25 0 3 0 9 0

合計 684 16 603 40 81 164 102 1015 9 47 13 0 0 0 0 0 0 74 168 333 463 0 61 23 339 37



平成23年 度 介護予防教室実施回数

開催 日 開催場所 内容 時間
参加者

男性 女性 合計
第1回 5月19日 大岩1区区民館 転倒予防教室 90分 0人 16人 16人

第2回 5月28日 小泉5区 区民館 転倒予防教室 90分 2人 12人 14人

第3回 6月15日 上小泉区区民館 口腔ケアについて 90分 0人 16人 16人

第4回 7月7日 小泉2区 区民館 熱中症 ・脱水の予防について 90分 0人 30人 30人

第5回 7月23日 小泉5区 区民館 ロ腔ケアについて 90分 0人 20人 20人

第6回 8月6日 小泉1区区民館 認知症予防について 90分 28人 25人 53人

第7回 8月17日 舟久保公会堂 熱中症 ・脱水の予防について 90分 2人 8人 10人

第8回 9月16日 社領公会堂 熱中症 ・脱水の予防について 90分 0人 19人 19人

第9回 11月16日 舟久保公会堂 認知症予防について 90分 2人 9人 11人

第10回 12月15日 大岩1区区民館 認知症予防について 90分 0人 20人 20人

第11回 3月14日 上小泉区区民館 高齢者のうつについて 90分 3人 20人 23人

第12回 3月23日 社領公会堂 感染症予防について 90分 0人 18人 18人

合 計 37人 213人 250人

平成23年 度 家族介護者教室実施回数
参加者

開催 日 開催場所 内 容 時間
男性 女性 合計

・高齢者の心理と接し方

第1回 1月11日 富士根南公民館
(声掛けの仕方、距離の取り方など)
・やさしく触れる 「タクティールケア」 120分 0人 12人 12人
(手のタクティールケアの実技指導)

・楽しく介護技術を学ぼう

第2回 1月27日 富士根南公民館

・介護に役立つワンポイントレッスン!

(簡単にできる体位変換、起き方、立ち上 120分 0人 11人 11人
がり方等)

・介護者も喜ぶ栄養アップのお料理教室!

第3回 2月9日 富士根南公民館
(野菜、カルシウムたっぷりのチヂミ作り)
・心をリフレッシュするティータイム♪ 120分 0人 11人 11人

・頑張らない介護とは

第4回 2月28日 富士根南公民館
(制度の説明、ストレス耐性チェック、家族

会等の紹介) 120分 0人 8人 8人
・座談会

・高齢者の心理と接し方

第1回 1月20日 富士根北公民館
(声掛けの仕方、距離の取り方など)
・やさしく触れる 「タクティールケア」 120分 0人 5人 5人
(手のタクティールケアの実技指導)

・楽しく介護技術を学ぼう

第2回 2月2日 富士根北公民館
・介護に役立つワンポイントレッスン!

(簡単にできる体位変換、起き方、立ち上 120分 0人 4人 4人
がり方等)

・介護者も喜ぶ栄養アップのお料理教室!

第3回 2月10日 富士根北公民館
(野菜、カルシウムたっぷりのチヂミ作り)
・心をリフレッシュするティータイム♪ 120分 0人 6人 6人

・頑張らない介護とは

第4回 2月23日 富士根北公民館
(制度の説明、ストレス耐性チェック、家族

会等の紹介) 120分 0人 4人 4人
・座談 会

合 計2{3 0人 61人 61人



平成23年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

特別養護老人ホーム ネオライフとみざわ



1.指 定介護老人福祉施設 ネオライフとみ ざわ

平成23年 度 も、介護 保険法及 び老人福祉法等関係法令 を遵守 し、法人の理

念に基づき、地域に愛 され密着 した施設 、「施設全体の レベルア ップ」を目標

に運営 ・処遇 にとりくんできま した。

任意参加 の職員研修では職員が講師を努めた り外部 より講師を招いた りし、

多分野 に渡る研修を行ってきま した。参加す る職員 も平均20名 を超 え、知識

や技術 の習得 だけで はなくチームワークの形成にも繋がってお ります。

感染症対策につきましては例年同様、面会の規制、施設 内消毒等の考 えられ

る対策 を講 じていたにもかかわ らず、イ ンフルエンザに10名 の御利用者 を感

染 させ て しまい多大なご心配をおかけしてしまいました。

入所者様の状況につきま しては、8名 の退所者 の内7名 が看取 り対応 で あ り

ま した。平均介護度は3.8(一 般棟3.4、 認 知棟4.3)稼 働 率 は97.

3%(+1.3%)と なってお ります。

平成24年 度 は、介護 報酬改定 の 中で 「サー ビスの質」 を問われる加算が新

設 されま した。入所者様やその御家族も、今まで以上にその質を意識 され ると

思われます。質に対する報酬をいただ く以上、それに見合 うサー ビス提供 を行

い、内 ・外部問わず 「誇れる施設」を 目指 し努力 していきます。
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1)入 所者の状況(平 成24年3A31日 現在)

①月別入退所者数

.月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
入所 1 1 0 2 0 1 0 0 1 1 0 1 8

退所 1 1 0 2 1 0 0 0 1 1 1 0 8

現員 50 50 50 50 49 50 50 50 50 50 49 50

②市町村別入所者数
市町村別南部町身延町 富士川町早川町 富士宮市 富士市 静岡市 合計
男性 10 3 1 0 0 0 0 14

女性 26 4 0 1 2 1 2 36

合計 36 7 1 1 2 1 2 50

③要介護度別入所者数

1,平 均介護i度 一般棟=3.46認 知棟=4.35

介護度 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計
一般棟 3 6 3 10 8 30

認知棟 0 0 3 7 10 20

二 ♪計 3 6 6 17 18 50

ll,男 性 平 均=3.6女 性 平 均=3.9

介護度 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計
男性 1 2 1 6 4 14

女性 2 4 5 11 14 36

合計 3 6 6 17 18 50

※ 入所利用者 平均介護度=3.8

④年齢別及び在所期間

在所者数 年齢階級層

計50
64歳

以下

65～

69

70～

74

75～

79

80～

84

85～

89

90～

94

95～

99

100～

性別
男性 14 2 1 1 4 1 4 0 1

女性 36 0 0 1 2 8 8 10 5 2

平均年齢 平均85歳10ヶ 月

男性78歳3ケ 月 最高年齢者103歳6ヶ 月 最小年齢者57歳2ヶ 月

女性88歳10ヶ 月

④ グルー プケアユニット別入所者数(ADL)
1,歩 行

グループ名

一 般 棟 認知棟
合計1F 2F 2F

まこころ やすらぎ ふるさと

歩行 2 2 2 6

車椅子 13 13 18 44

合計 15 15 20 50

ll,入 浴

グループ名

一 般 棟 認知棟
合計1F 2F 2F

まこころ やすらぎ ふるさと
一般浴 2 1 3 6

器械浴 13 14 17 44

合計 15 15 20 50
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2)入 院 ・外泊等の不在状況

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

不在延 日 50 25 52 27 35 66 44 12 25 13 59 76 484

稼働率 96.6% 98.3% 96.5% 98.2% 97.7% 95.6% 97.1% 99.2% 98.3% 99.1% 95.9% 95.0% 97.3%

3)給 食 の状況(平 成24年3月31日 現在)

行事給食の実施状況

月 内 容

4月 誕 生会(赤 飯 ・刺身など)・旧暦のひな祭 り献立とおやっ

5月 誕 生会(赤 飯 ・刺身など)・端午の節句献立(鰻 どんぶり)とおや っ

6月 誕 生会(赤 飯 ・豚 肉ロール巻)匿

洞 誕 生会(太 巻き寿司など)・七夕素麺と天 ぷら・土用 の丑(うなぎ)

8月 誕 生会(ち りめん丼 ・鰻蒲焼き)・スイカ割り・旧暦 の七夕献 立(素 麺)

9月 敬老会&誕 生会&家 族会(栗 赤飯 ・金 目鯛煮 ・茄子の田楽・湯葉吸い物)・十五夜のお月見おやつ ・彼岸のおはぎ

10月 運動会および誕生会(屋 外弁当)

11月 誕 生会(赤 飯 ・刺身 ・天ぷ ら)・立冬のおやっ(甘 酒)

12月 クリスマス会および誕生会(握 り寿 司バイキング・オーダーケーキ)・冬至の献 立(か ぼちゃ)・餅つき・年越しそば

1月 誕 生会(鮪 トロロ丼 ・薩摩芋天ぷ ら・苺パフェ)・おせち料理 ・七 草粥 ・繭玉作り・どんどん焼 きと甘酒

2月 誕生会(赤 飯 ・カレイ味琳焼き)・節分 の豆まきと甘酒

3月 誕生会(花 見行楽弁当)・ひな祭り献立と甘酒 ・彼岸のぼた餅

主
食

区分 ご飯 粥 ペースト
栄養

ゼリー食

経管

(胃ろう)

経管
(経鼻) 離 入院 合計

人数(名) 12 19 6 2 3 3 1 4 50

比率(%) 24 38 12 4 6 6 2 8 100

副
食

区分 並 粗きざみ きざみ ミキサー ペースト
栄養
ゼリー食

経管

(胃ろう)

経管
(経鼻) 謹 入院 合計

人数(名) 8 2 7 15 5 2 3 3 1 4 50

比率(%) 16 4 14 30 10 4 6 6 2 8 100

4)保 健 ・医療 の状況

① 平成23年3月31日 現在状況

館 入院中饗 擁 離 点滴 吸引 投薬
尿留置
カテーテル胃讐慧 蔀惣

人 数 4 0 3 0 3 3 4 3 48 12 9 4

29



5)平 成23年 度行事等実施状況

月 行事 会議 防災訓練

4月

花見遠足

花祭り

たけのこ祭り

主任会議 、職員会議 、給食

会議、ショート会議 、各通 り

会議、処遇会議 、請求会

議、感染症委員会 、衛 生管

理委員会 、リスクマネジメント

火災訓練
通報・誘導・消火班に分かれ訓練
を実施

バラ見遠足 委員会は毎月開催 避難器具の確認・体験

5月 誕生会
身体拘束廃止委員会は3ヶ

月に1回 開催
避難用滑り台の場所の確認。実際
の速さ・衝撃があるか体験する

個別外出 祭り実行委員会 利用者避難誘導訓練 ・緊急対応訓練

6月 あじさい見学 敬老会実行委員会
利用者の避難誘導訓練後、緊急
時対応訓練(酸 素、応急処置等)

誕生会 開設記念実行委員会 を行う

七夕飾り 誕生会 祭り実行委員会 火災訓練

7月
山田ミュージックバンド慰問 敬老会実行委員会

通報・誘導・消火班に分かれ訓練
を実施

ユニットクッキング 開設記念実行委員会

スイカ割り 誕生会 祭り実行委員会 消火器具訓練

8月 施餓鬼供養 敬老会実行委員会
消火散水栓の使用方法の確認と

放水訓練の実施

開設記念実行委員会

敬老会 敬老会実行委員会 非常災害時炊き出し訓練

9月 誕生会 運動会実行委員会
非常時の食事提供に関して、その
準備方法や食材、器具の保管場

家族会 所や使用方法等の確認

運動会 運動会実行委員会 緊急時対応訓練

10月 南部町福祉祭り
急変時における酸素ボンベの使
用方法等の訓練

誕生会 火災訓練

11月 通報・誘導・消火班に分かれ訓練
を実施

クリスマス会 クリスマス会実行委員会 地震想定避難訓練

12月 餅っき 大掃除 誕生会
東海沖地震を想定した、避難、誘
導、救出訓練

新年会 南部駅伝 火災訓練

1月 どんど焼き・繭玉作 り
通報・誘導・消火班に分かれ訓練
を実施

誕生会

豆まき 予算委員会

2.月 誕生会

誕生会 夜間非常招集訓練

3月 火災時における職員の非常招集

訓練を実施
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6)職 員研修

/ 内 容 講 師 参加人数

4月 救命救急法及びAED使 用法について
峡南広域行政組合
消防本部

28名

5月 ほのぼのシステム活用法 事務主任 20名

6月 給食施設の衛生管理 管理栄養士 18名

7月 リスクマネジメント(事故防止 について) リスクマネジャー 20名

8月 介護技術について 介護主任 26名

咀

9月 認知症講習会
みんなの家どんぐり
田中 淑子

30名

10月 職員交流会

11月 防災について 防火管理者 17名

12月 感染症について 看護師 21名

1月 事故防止について リスクマ ネジャー 21名

2月 身体拘束について 身体拘束委員 14名

一

3月 介護保険施設の運営 施設長・事務主任 15名

毎 月第3月 曜 日19:00か ら自由参加
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2.指 定通所介護事業所 デイサー ビスセンター 菜の花 の里

平成23年 度 は、介護保 険法及び老人福祉 法等関係法令を遵守 し、法人の規

程 に基づき事業を進めてまい りま した。

ご家族や各事業所への働 きかけや情報を得 ることにより現在利用 されている方

達の継続はあ ります。 ご利用者 の要介護度が高 くなってい るための体調不良に

よる長期入院や老健などへの入所等により利用減少があ りました。平成23年

度 の稼働 率 は55%(前 年 度56%)と な ってい ますが 、介護保 険収入 は増 と

なっています。

2月 の特養 内のイン フルエ ンザ感染のため防止処置 として通常2Fで のデイ

サー ビス実施 が困難 とな ったため2月6日 よ り2月 末 日まで緊急 に1Fフ ロア

にてデイルー ムを設置 させ ていただきました。

早 く適切な判断により感染防止 とご利用者 ご家族の皆様に感染状況の情報を

お伝 えしながら通常どお りご利用いただくことができたま した。

感染症の流行 る時期にご家族や各居宅事業所へ迷惑等お掛 けすることなく実

施できたことは良かったことです。デイサー ビスご利用者の感染 はありません

で した。今後 も特養 との連携を取 りなが ら協力 していける体制 をとりご利用者、

ご家族様をはじめ各居宅事業所か ら菜の花 の里を選んでもらえるよ う努めてい

きます。
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指定通所介護事業所「デイサービスセンター・菜の花の里」

平成23年 度事業実績報告書

1)月 別利用状況

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

稼働日数 26 26 26 25 27 26 26 26 27 24 25 27 311

要介護1 10 10 11 23 9 8 8 4 4 0 0 0 87

要介護2 43 50 37 33 34 33 32 10 14 11 15 11 323

要介護3 37 38 38 36 22 14 15 36 40 38 38 39 391

要介護4 8 14 28 24 50 59 64 63 69 61 56 79 575

要介護5 62 44 55 69 71 65 64 64 62 42 59 41 698

計 160 156 169 185 186 179 183 177 189 152 168 170 2074

1日あたり平均利用者難 6」 6 6.5 7.4 6.8 6.8 7 6.8 7 6.3 6.7 6.2 6.6

稼働 率(%) 51 50 54 61 57 57 58 56 58 52 56 52 55

り要介護度別利用者状況 (単位:人)

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

要介護1
男 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 1 1 1 1 1 て 1 0 0

要介護2
男 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0

女 3 3 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1

要介護3
男 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1

女 3 3 4 4 3 2 2 2 2 2 2 2

要介護4
男 1 1 0 0 1 2 3 3 3 3 3 3

女 1 2 3 3 4 4 3 3 3 2 2 3

要介護5
男 1 1 2 2 1 1 0 0 0 0 0 0

女 6 5 6 6 6 6 6 6 6 5 6 3

合 計 18 17 19 19 19 18 17 17 17 15 15 13

3)要介護度別利用延べ人数 (単 位=人)

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

要介護1
男 10 10 11 10 0 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 13 9 8 8 4 4 0 0 0

要介護2
男 20 20 20 20 20 20 20 0 0 0 0 0

女 23 30 17 13 14 13 12 10 14 11 15 11

要介護3
男 1 0 0 0 0 0 0 20 24 24 24 24

女 36 38 38 36 22 14 15 16 16 14 14 15

要介護4
男 3 3 2 0 11 12 19 19 25 26 22 30

女 5 11 26 24 39 47 45 44 44 35 34 49

要介護5
男 9 6 9 6 3 4 0 0 0 0 0 0

女 53 38 46 63 68 61 64 64 62 42 59 41

合 計 160 156 169 185 186 179 183 177 189 152 168 170
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4)平 成23年 度行事実施状況

月 行 事

4月
お花見

お花祭り

5月
藤の花

6月
あじさい公園散策

7月
夏まつり

8月
七タ飾り

七タまつり

9月
敬老会

10月
運動会

11月
紅葉見物

12月
クリスマス会

平成24年
1月

新年会

2月
節分豆まき

3月
ひな祭り会 クッキング
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3.平 成22年 度 行事実施状況

月 行 事

4月
お花見

お花祭り

5月 藤の花

6月 あじさい公園散策

7月 夏まつり

8月
七タ飾 り

七タまつり

9月 敬老会(感 染症予防のため自粛)

10月 運動会(感 染症予防のため自粛)

11月 紅葉見物

12月 クリスマス会

平成23年1月 新年会

2月 節分豆まき

3月 ひな祭り会
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3.指 定短期入所生活介護 ネオライ フとみ ざわ

平成23年 度 は、介護保 険法及 び老人 福祉 法等関係法令を遵守 し、法人の

規程 に基づき事業を進めてまい りま した。

シ ョー トステイ利用実績 は、年間利用実人員数が739名 とな り、前年 度 を

下回 りま した。稼働率は68.1%で1人 あた りの利用 日数 も減少 して しまい

ま した。原 因としては例年以上になくな られた方や入院された方が多かったた

め利用率が下がったことが上げられますが、それ以上に平成24年2月 にイ ン

フルエ ンザ が施設利 用者 よ り発症 し、ショー トのご利用者の多 くをキャンセル

せ ざるを得なかったことが最大の原因だと思われます。

当施設のシ ョー トステイは10床 の 内5床 が認 知棟 に なるた め、一般棟対応

の利用者様を5床 で対応 しなければ な らず、利用希望 日が重なると受入ができ

ないこともあるため、今後 もより一層、御家族様や関係事業所 と連携を図って

い く所存です。

平成24年 度 は、 さらに質 の高いサー ビス提供 を行 うことを心がけ、利用者

様、御家族様が安心 して利用 していただけるよ う努力いたします。
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ショートステイの状況

1)平 成23年 度利用実績 利用者定員10名(予 防ショー ト含む)

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

利用延人員 56 52 60 64 66 72 70 74 65 58 30 72 739

利用延日数 235 170 205 231 264 257 226 236 194 175 96 207 2,496

稼動率 78.3% 54.8% 68.3% 74.5% 85.2% 85.7% 72.9% 78.7% 626% 56.5% 33」% 66.8% 68.1%

営業日 30日 31日 30日 31日 31日 30日 31日 30日 31日 31日 29日 31日 366日

2)介 護度別利用状況

介護度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

要支援1 1 1 1 1 1 1 1 7

要支援2 1 1 1 1 1 2 1 3 11

要介護1 7 6 9 8 5 5 5 6 4 4 4 5 68

要介護2 3 3 4 3 5 4 3 5 4 4 5 8 51

要介護3 8 6 4 6 7 7 6 7 6 4 3 5 69

要介護4 3 2 3 2 3 5 5 4 5 5 1 5 43

要介護5 10 9 10 10 9 9 10 9 8 7 4 7 102

合 計 33 26 30 30 31 32 30 32 29 27 18 33 351

※ 年間利用 延人員739名

※1日 平均=6.8名

前年度750名

1日 平均=7.5名
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4.居 宅介護支援事業所 ネオライ フとみざわ

平成23年 度 も介護保険法 を遵守 し、法人の規程に基づき事業を進 めてまい りました。

益々進む峡南地域の少子高齢化、特に、全国平均 よ り30年 早 く高齢化率40%の 時代が

やってきている地域である。老老介護や認認介護の世帯増加 により家族の理解力 の低 下も

問題 になっています。 ご理解いただ けるよ うに説 明 し、納得 していただき安 心 したサービス

の利用 につなげることに、 ものす ごい時間 と労力が必要 になってきています。

しか し、介護 され る側 も、介護す る側 も高齢化 しているため、一度入院 され ると長期入

院 になるケー ス、入院か ら入院へ と渡 るケース、入院か ら老人保健施設へ渡 るケースが多

くな りました。 よって、介護支援専門員 も家族、病院 と連携 とりなが ら動いていますが、

給付管理 につ なが らないケースが今までになく目立った年度で あ りま した。

多様化 し、年々増 え続 ける困難ケースの対応にっいては、南部町包括支援セ ンターやサ

ー ビス事業所 と連携 とりなが ら、介護保険サー ビスだけでな く、イ ンフォーマル なサー ビ

スも活用 しなが ら対応 させていただきま した。

医療 との連携が とっても大事になってきています。南部診療所の医師、南部町包括支援

セ ンター、訪 問看護ステーシ ョンのみなさんとの医療連携協議 会に参加 させていただき、

スムーズに連携が とれる体制 を作ることができま した。 これによ り利用者様 と御家族が安

心 して慣れた地域で最後 まで生活できるよ う支援 させていただ くことができるよ うにな り

ま した。

○ 居宅介護支援事業所研修会参加 状況

平成23年6月23日 山梨県介護サー ビス事業所集 団指導

「平成23年 度居宅介護支援 、介護保険サー ビス事業所 の集 団指導

について」

平成23年7月26日 保 険者 と南部町包括支援センター及び介護支援専門員合同研修会

「ケアフ.ラン点検支援 について」

平成23年10月14日 山梨県介護支援専門員協会峡南支部研修会

「災害支援にお けるケアマネの役割 とは ・保 険医療システムの復興」

身延町 中富総合会館

平成23年11月2日 山梨県介護支援専門員実務従事者基礎研修

ぴゅあ総合 ・11月2日 、7日

甲府市総合市民会館 ・11A14日 、12月14日 、15日

平成23年11月21～22日 福祉用具実証研修会

「安全安心に利用す るためのメンテナ ンス知識」

山梨県介護実習普及セ ンター

平成23年11月25日(社)山 梨県介護支援専門員協会 第1回 地域支部連会研 究大会

「これか らの生き方 を支 える～きいていますか?そ のひ との想 」

南アルプス市 桃源 文化会館

平成24年3月13日 山梨 県介護支援専 門員協会峡南支部研修会
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平成24年3月27日

「実地指導より見えてくるもの」

身延町中富総合会館

南部町介護支援専門員研修会

「介護支援専門員の記録について」

南部町総合会館第3研 修室

○ 保健 ・医療 ・福祉 関係機関 との連携

南部町地域包括支援セ ンター主催 による研修会 年3回

富士厚生会ケアマネ部会 年3回

各サー ビス事業所、医療機 関 とのカ ンファレンス 適時開催

南部町ケアマネ学習会 適時開催

南部町在宅医療連携協議会 毎月第3水 曜 日

39



居宅介護支援費提出状況 別紙参照

別紙

平成23年 度居宅介護支援費提出状況一覧

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計

4月 18 19 11 4 9 61

5月 19 18 10 3 8 58

6月 20 16 10 4 8 58

7月 21 15 11 3 10 60

8月 20 14 10 3 9 56

9月 18 17 10 5 9 59

10月 18 16 10 5 8 57

11月 19 16 11 5 8 59

12月 21 15 12 5 8 61

1月 19 14 10 5 7 55

2月 19 11 11 6 7 54

3月 19 10 11 6 11 57

合計 231 181 127 54 102 695

(単位 人)

*毎 月の 目標 は70人

*平 均稼働率820/o(前 年度 は89%)

*要 介護度1～277%(前 年度 は62%) 要介護i度3～523%(前 年度 は38%:
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5.指 定 訪 問介 護 事 業所 ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョン さつ き

平成23年 度 も介護保険法及び老人福祉法等関係法令 を遵守 し、法人

の規程に基づき事業を進めてまい りま した。

平成23年9月 登録ヘルパー1名 がデイサー ビスのパー ト職員 に

な り、兼務 を していただき、常 勤1名 ・パー ト2名 ・登録3名 で し

たので、業績 ・利益 を少 しです が伸 ばす こ とがで き、 目標 を達成す

るこ とができま した。

新規利用者 が増 えて も(8名)さ れて も ・入所(5名)・ 入院(4

名)・ 死亡(7名)あ りま した。他 のサー ビス利 用 出来 るまで一 時

的 にヘルパ ー利 用 され る利 用者様 も多 く、短 期間利 用 とな りま した

居宅介護支援 事業所等 との連携 をかか さない よ う努 め、情報交換

を しなが ら利 用者様 の掘 り起 こ しを行 いま した。

空 き時 間は訪 問介護職員 同士 、利用者様 の情報 の共有化 、 同 じサ

ー ビスを提供す るた めの話 し合い を行 いなが ら
、皆様 のニー ズに応

え られ るよ う専 門的研修 への参加 、知識 ・基本 的技術 を身 につ けな

が ら、心身 の変化 を見逃 さず 、適切 な判断 ができ るよ う、 さらなる

向上 を 目指 し、利用者様 ・ご家族 ・近 隣の皆様 に愛 され 、信 頼 され

るヘ ルパーステー シ ョン ・さつ き を 目指 してお ります。
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「ヘルパーステーションさつき」

平成23年 度事業実績報告書

1)J月 別 利 用 状 況 (単 位:時 間)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

身 体 100=00 117=30 114:46 114:14 127:30 106:30 110:00 109130 109100 102:30 98130 98:00 1308:00

身体生活 79100 86=00 107=00 101=00 102:30 99:00 107:00 101=00 臼7=00 115=00 122:00 149:00 1285130

生 活 15=00 18=30 18:00 12100 16=00 14=00 17:00 18:00 19:00 18=00 13:00 9100 187=30

2).月 別 利 用 状 況 (介護予防) (単位:時 間)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

予 防1 8=00 8=00 4=00 4:00 5100 4100 4:00 4100 5=00 5:00 4=00 4:00 59100

予 防2 27=00 26100 25=00 26=00 25:00 22=00 27:00 16:00 16:00 14:00 9:00 8100 241100

罵 防3 5=00 12:00 13:00 24:00 27二〇〇 81:00

3).要 介護度別利用状況 (単位1回 数)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

要支援1 26 16 13 13 14 10 13 12 14 12 13 12 168

要支援2 9 18 16 17 16 16 18 13 19 20 24 27 213

要 介 護1 110 100 107 102 114 100 90 88 86 78 117 135 1227

要 介 護2 48 77 52 43 41 46 34 41 40 35 7 2 466

要 介 護3 9 3 12 9 8 8 49 48 47 46 43 40 322

要 介 護4 20 22 52 41 80 37 40 34 49 51 80 89 595

要 介護5 54 80 79 92 78 79 79 78 79 77 34 34 843

合 計 276 316 331 317 351 296 323 314 334 319 318 339 3834

4).要 介護度別利用者数 (単位1人)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

要支援1 4 3 2 2 2 2 2 2 3 2 2 2 28

要支援2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 23

要 介 護1 7 6 7 8 9 8 7 7 7 6 8 8 88

要介 護2 3 4 3 2 2 3 3 3 3 2 2 1 31

要 介護3 1 1 1 2 2 2 3 3 3 4 3 2 27

要介 護4 2 2 2 2 3 3 3 1 2 4 2 2 28

要介 護5 3 3 3 4 3 3 3 3 3 3 2 2 35

合 計 21 21 20 22 23 23 23 21 23 23 21 19 260
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平成23年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

特別養護老人ホーム シヤローム富士川



1.事 業実績報告

平成23年 度は、 ご入居者様に対 してはユニッ トやフロアー行事、職員に対 しての

研修等の教育を充実 させました。地域の方 との繋が りも年々強 くな り、多くの方の施設

見学希望、実施 してきました。また、富士市 より委託事業 として地域の介護福祉意識、

知識 向上のために 「富士市 介護サポーター養成講座」 を行 い、30名 の受講生が介護

サポーター として無事カ リキュラムを修了す ることが出来ま した。

感染症に対 しては、今年 もイ ンフルエンザ等の感染症が社会で流行 した為、外出の規

制、面会の規制対応を行いま した。感染症はシ ョー トステイにてノロウイノレスが発生 し

ま したが、感染症拡大防止策を行い、特養 ご入居者様への感染はみ られませんで した。

東 日本大震災,静 岡県東部地震な どの大きな災害 もあ りま したので施設の防災対策 に

も重点を置かせて頂 きま した。防災倉庫の設置,非 常食や備蓄食 の内容や食数の見直 し,

避難訓練の徹底,非 常電源の確保な どの防災設備の整備等、利用者様 に安心 して過 ごし

て頂 くため、様々な対策を行 ってます。

生活をマ ンネ リ化 させないことで、ス トレスの軽減 を図ろうと、各ユニ ッ ト内で家庭

の味を堪能 していただけるよう、寿司、煮物等の調理 を前年度 よ り増や し、またフロア
ーでは、普段 とは別の環境を提供す ることを目的 とし喫茶店の茶 ロームを利用 した居酒

屋行事や、屋外にてフロアー全体のご入居者様 を対象 とした流 しそ うめんやバーベキュ
ー を行い、 ご入居者様やご家族様か ら良い反響が得 られま した。

ご入居者様のケアの充実を図る為、外部主催のユニッ トリーダー研修や認知症実践者

研修等に参加 し、施設内部では、施設職員全員が参加対象の全体会議で、外部主催の研

修内容にっいて講義を行った り、感染症研修や、知識の向上を図 りました。

施設状況は、介護、看護面双方から、入居者様の健康状態の把握に努めま した。

食事面では、食事摂取が少ない方の為に高カロリーゼ リー食 を新たに提供 し栄養不足に

な らない よう管理栄養士等 と連携 を図 り改善に努 めま した。また、持病をお持ちの方や

健康な方でも、定期的に血液検査等を行 うことで、病状が悪化す る前に病院受診対応を

行 った為、入院者が前年度 より3名 減少 し、稼働率に係わ る入居退去者数 も、前年度に

比べ2名 減少 しま した。平成24年 度もご入居者様が安全に安心 して過 ごして頂けるよ

う努めていきたい と思います。
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2.入 居者 の状況(平 成24年3月31日 現 在)

(1)入 退所状況(定 員80名)

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

入 所 0 1 0 0 1 2 0 1 0 1 2 2 10

退 所 0 1 0 1 0 2 0 1 0 1 2 2 10

現 員 80 80 80 79 80 80 80 80 80 80 80 80 /

入退所理由

入所 待機者リスト

退所 死亡

長期入院

他施設

家庭

10名

7名

3名

0名

0名

計10名

計10名

(2)市 町村別

市町村 男 女 合 計

富士市 8 45 53

富士宮市 5 9 14

静岡市 1 5 6

南部町 2 5 7

計 18 62 80

(3)年 齢別

定

員

在所者数 年 齢 階 級 別

計80

64歳

以下

65

～69

70

～74

75

～79

80

～84

85

～89

90

～94

95

以上 計

性

別

男 0 0 5 2 2 6 3 0 18

女 0 0 1 6 9 24 17 5 62

平均年齢86,7歳

44



(4)要 介護度別

要介護度 男 女 計

要介護1 1 3 4

要介護2 1 7 8

要介護3 6 10 16

要介護4 3 16 19

要介護5 7 26 33

合 計 18 62 80

平均介護度

3,86

3.入 院 の 状 況

(1)入 院後の経過

入院者 退 所 後 の 内 訳

退院 入院中 転院 長期入院 死亡

18 10 0 0 0 10

※ 重複者あり

(2)月 別稼働率 ※1目 平均不在者数1.01人

月

稼働率

4月

100%

5月

95.5%

6月

98.7%

7月

97.0%

8月

99.6%

9.目

97.7%

10月

98.0%

11月

998%

12月

99.9%

1月

975%

2月

980%

3.月

985%

計
986%

4.食 事摂取状況

主 食

ご飯 30 37.5%

粥 32 40%

栄養食 9 11.2%

胃ろう 9 11.2%

副 食

常食 28 35%

きざみ 20 25%

超 キザ ミ 11 13.8%

ゼ リー 食 3 3.8%

栄養食 9 11.2%

胃ろ う 9 11.2%
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5.平 成23年 度事業実施状況

.月 行 事 内 容 施設会議

花見遠足 各 ユ ニ ッ トにて企 画 ・実施

四 防災訓練 主任会議

誕生会 ユ ニ ッ ト行 事 ・調理 全体会議

ハーモニカ演奏ボラ 由比ハ ーモ ニ カ クラブ リー ダー会 議

月 ユ ニ ッ ト調理 ケー キ

23年 度開設記念 式典 、懇談 会 、飲食 コー ナー な ど

車椅子ダンスボ ラ 全体会議

五 ハーモニカ演奏ボラ ふ よ うハー モ ニカ ホー ラム 主任会議

防災訓練 リー ダー 会議

誕生会 ユ ニ ッ ト行 事 ・調理

.月 ユ ニ ッ ト外 出 ユニッ ト行事 動物園

ユ ニ ッ ト調理 寿司屋 ・お好み焼き

衣類販売 外部会社来所

防災訓練 厨房横屋外 スペースにて

誕生会 ユ ニ ッ ト行 事 ・調理 主任会議

六 ハーモニカ演奏ボラ 由比ハ ーモ ニカ ク ラブ 全体会議

オカ リナ演奏 オカ リナの会 リー ダー会議

パ ン屋 パンの移動販売者来所

,月 ユ ニ ッ ト外 出 道の駅楽座等

七夕 各 ユ ニ ッ トへ 飾 り

防災訓練 主任会議

七 誕生会 ユ ニ ッ ト行事 ・調 理 全体会議

ユ ニ ッ ト外 出 寿司屋 リー ダー会 議

シャローム富士川祭 り 屋外にて開催 ・盆踊 り ・模擬店 ・手相な どの催

,目 しで家族、地域 との交流を図った

ユ ニ ッ ト調 理 鮫 子 ・そ うめ ん ・

施餓鬼供養 1Fホ ール にて供 養

流 しそ うめん 流 しそ うめんを屋外にて実施 主任会議

八 防災訓練 全体会議

誕生会 ユニ ッ ト行 事 ・調理 リー ダー 会議

ユ ニ ッ ト外 出 寿司屋

月 ユ ニ ッ ト調理 か き氷 ・そ うめん ・唐 揚 げ

映画会 ほ うらい3丁 目にて開催

ピア ノボ ランテ ィア フル ール の会

大正琴ボランティア 富士川大正琴の会

富士市消費者啓発講座 富士市警察官講座で来所

敬老会 式典、食事会な ど

九 防災訓練 主任会議

誕生会 ユ ニ ッ ト行 事 ・調 理 全体会議

.目 ユ ニ ッ ト調 理 天ぷ ら ・五 目御飯 ・プ リンお好み焼 き リー ダー会 議

花火大会 屋外で開催
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十

月

オカ リナボランティア

防災訓練

誕生会

ユニ ット調理

映画会

オカ リナ ア ンサ ンブル ふ じさん

ユ ニ ッ ト行 事 ・調 理

ケー キ ・鮫 子 ・寿 司

ほ うらい3丁 目にて実施

主任会議

全体会議

リーダー会議

十
一

月

体育祭

防災訓練

誕生会

ユニ ット調理

ピアノボランティア

各 階 を使 用 し、運 動イ ベ ン トを開催

ユ ニ ッ ト行 事 ・調 理

バ バ ロア ・白菜漬 け ・トンカ ツ ・メ ンチカ ツ

メルテ ィール の会

主任会議

全体会議

リーダー会議

十

二

月

シヤローム作品展

クリスマス会

餅つ き

御用納め

防災訓練

誕生会

ユニッ ト調理

蕎麦打ち

当ギャラリーにて、各ユニ ッ ト毎での利用者 ・

職員の創作品を1月 中旬まで展示

各ユニッ トにて実施

玄関前 にて行い、そのままお汁粉の振る舞い

1F会 議室にて昼食

ユニ ッ ト行事 ・調理

プ リンアラモー ド・炊き込み御飯 ・にぎ り寿司

・茶碗蒸 し ・おでん ・焼き肉

年越 し蕎麦をパブ リックスペースを使用 し実施

主任会議

全体会議

リーダー会議

一

月

どんど焼き

防災訓練

誕生会
ユニッ ト調理

パン屋

ハーモニカボランティア

居酒屋

車椅子ダンス

建 物北側 広場 にて実施

ユ ニ ッ ト行 事 ・調 理

鍋焼きうどん ・おでん ・焼きそば ・カレー ・ラーメン

パ ンの移 動販 売者 来所

由比ハ ーモ ニカ ボ ランテ ィア

喫茶 茶 ろ～ む にて開催

矢 車草 の会

主任会議

全体会議

リーダー会議

二

月

節分 ・豆まき

防災訓練

誕生会

ユニ ット調理

踊 りボランテ ィア

新年会

接遇マナー研修

各 ユ ニ ッ トにて行 う

ユ ニ ッ ト行 事 ・調 理

フルーツポンチ ・ホッ トケーキ ・牡丹餅 ・チーズケー

キ ・しゅうまい ・お好み焼き ・焼きそば ・豚汁

きずな来所

1階 コ ミュニテ ィー ホール にて実施

富士厚 生会研 修

主任会議

全体会議

リーダー会議

三

月

ひなまつ り

家族会

防災訓練

誕生会

ユニッ ト外 出

ユニ ット調理

各 ユ ニ ッ ト毎 に甘酒 とあ られ の振 る舞 い

ご入 居者 家族 等 で懇談 会 開催

ユ ニ ッ ト行 事 ・調 理

煮豚 ・お好み焼き ・ムースプリン ・鮫子 ・・たこ焼き

主任会議

全体会議

リーダー会議
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平成23年 度 事業実績報告

平成23年 度 のシ ョ・一一・…一トステイ シャロー ム富士川 の前年度比延利

用者人数 は、3444人 ・稼働 率94.0%と 前年度 とほぼ同 じ延

べ利用者数 、稼働率 とな りま した。

利用者 の介護度別 に見て も近年 は介護 度4.5の 方 の利用 も増 え

てお り、在 宅での介護負担 の増加 も容易 に想 像で き、地域 でのシ ョ

ー トステイの重要性 が見 て取れます
。

4月 か ら12月 まで は90%を 越 える稼働 率 を維持 してお りま し

たが、1月 になる と年始 と寒 さ、感染症 の流行 りも関係 してお り体

調 を崩 す方 も多 くみ られ稼働 率 も低下 した。

2.月 にはシ ョー トステイ シャロー一ム富 士川で利用者 か らノロウイ

ル ス感染者 の利 用が確認 され 、感 染者 も出ています。 日頃 よ り感染

症委員会や感 染症研修 の職員参加 を行 っていま したが、2月10日

か ら感染症 収束の2E24日 まで の間に職員1名 、 シ ョー トステイ

利用者6名 が感 染 され ま した。感 染症 に対 し迅速、適切 に対応 で き

るよ う今後 も研修参加や職員教育 に努 めます。

日々 の入 居生活の状況 としま しては、 ご家庭での生活 リズム を維

持 出来 るよ うケア を行 い、利用者 が 日々の生活 に張 りが 出来 るよ う

レク リエー シ ョンや ユニ ッ ト調理 も積極 的に取 り入れ、多様 になっ

てい く利 用者二・一・一一一・`ズに応 え られ るよ うEに1回 会議 を行 いケアの行

い方 、課題 解決 に向け話 し合 い も行 ってお ります。

今 後 も地域利 用者 、家族 との信頼 関係 作 りに努 め、各居宅介護 支

援 事業所等 との連携 を強化 し、安 定 した稼働 率確保 、地域 に根 付 く

福祉 サー ビスを展開 したい。
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利 用 者 日 課 表

600

6:3'。

7=30

8.00

9:00

1000

1100

1145

1200

1230

1345

1500

1600

1700

1730

1745

1900

2100

2400

起 床

洗 面

朝 食

オムツ交換

バイタルチェック

入 浴

フ リータイム ・レク リエーシ ョン運動

体操

昼 食

口腔ケア(個 人 の時間)

入浴 ・レク リエー シ ョン(個 人の時 間)

お やつの時 間

個 人の時間

夕食 準備

夕 食

オムツ交換

ダイニングルームの消灯

オムツ交換

※排泄 ・オムツ交換は利用者様に合わせ て随時介助 ・交換を しています。
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平成23年 度 介護度別利用実績

介護

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

年

計

年

計

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

23

度

合

22

度

合

H

H

頴
友刻

-

怖
笈刻

2
1 2 3 4 5 合計

率

ー

働

%

家

(

不

61 0 13911・9 lg914118 13・2 l
l
l
l
I
l
l
l
l
l
l
l

31 0 1521117lg413516 13・7
61 0 141卜15 11・ ・ 13818 13・8
61 4 14419・ 18814816 1286
61 2 154111117316715 1318
61 0 1491871611691171289
31 3 14711・3 16・ 18・ 1161312
61 6 144lg717316412・ 131・
31 0 1391771751751181287
61 0 133lg11571581181263
31 0 13817215614211・ 1221
31 0 1581831651611171287
57 15 538 1152 901 678 149 3490

100.7%

99.0%

!g'iii::i
.iii:

111::1

器

:1:ll

蕪

國
93.7%
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平成23年 度 年間行事実績

月 行 事

4月
ハ ーモニカクラブ慰 問 ・ユニット調 理(ケ ーキ)・誕 生 日会 ・

防 災訓 練

5月
・ハーモニカクラブ慰 問 ・車椅子ダンス慰 問 ・防災訓練

・節句 ・シャローム富士川 開設記念 式典 ・誕生 日会

6月
・ハ ーモニカクラブ慰 問 ・オカリナ演 奏 慰 問 ・屋 外 バ ーベキ ュー

・防 災訓 練 ・誕 生 日会

7月 ・シャロー ム 富士 川 夏祭 り・七 タ飾 り・防災 訓 練 ・誕 生 日会

8月 ・施餓鬼供養 ・防災訓練 ・誕生 日会

9月 ・敬 老 会 ・防 災訓 練 ・誕 生 日会

10月 ・防 災 訓練 ・誕 生 日会

11月 誕生 日会 ・防災訓練

12月
・クリスマス会 ・餅 つき大 会 ・防 災 訓練 ・誕 生 日会 ・喫 茶

・衣 類 販 売

1月 ・どん どん焼 き・シャロー ム 富 士 川作 品展 ・誕 生 日会 ・防災 副

2月 節分 ・誕生 日会 ・防災訓練

3月 ひな祭 り・誕 生 日会 ・防災訓練

※レクリエーション(習 字 ・絵はがき作 り・手芸等)を 、その 日のご利用者様 に要 望を聞き実施。
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平成23年 度事業実績報告書

御利用者様、御家族様、そして地域の方々より安心、安全に利用していただけるよ

う、また、ゆったりとくつろいだ空間のなかで、喜んで利用していただける施設運営を目

指してまいりました。活動においては、季節感を取り入れた貼り絵等の創作活動。外部講

師を招いての月4回 の脳トレーニングなどは御利用者様にも好評を得ています。

また、御利用者様の心身機能の維持向上、あるいは、介護による御家族様の身体的、

精神的負担の軽減を図ること、さらには、各市町や他事業所との連携を密にし、地域の

福祉サービスの拠点となるべく、福祉教育の場を提供するなど、地域に根ざした、施設

づくりを図りました。他、御利用者様、御家族様のニーズの掘り起こし、ニーズの把握と

実施に努めてまいりました結果、御利用者により良いサービスの提供ができ、ひいては稼

働率が、前年度より3.7%上 回り、年 間平均61、1%と なりました。また、地域に根付 い

てきた裏付けとして、シャローム富士川近隣の方々の利用回数も増えてきております。今

後も一層皆様方から愛される施設づくりをめざし、遽進してまいります。

1.月 別利用状況 延べ人数

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

稼働日数 26 26 26 27 26 26 26 26 27 24 25 27 312

延べ人数 454 464 482 479 551 493 483 484 482 435 397 491 5695

1日 あたり平均

利用者数
17.4 17.8 18.5 17.7 21.1 18.9 18.5 18.6 17.8 18.1 15.8 18」 18.2

稼働率
(定員30名)

59.7 60 62.9 62.9 69.2 71.5 63.5 63.4 61.1 6t2 55.2 61.8 6t1
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2.要 介護度別利用状況 延べ人数 (単位=人)

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

要支援1

男 4

女 3 4 5 4

要支援2

男

女 30 32 38 32 35 37 45 32 34 31 26 20

要介護1

男 12 14 14 20 27 32 21 22 23 23 17 15

女 35 38 28 26 66 52 52 51 42 50 50 70

要介護2

男 95 73 65 54 64 63 63 60 56 33 20 24

女 67 68 106 108 110 76 78 95 104 76 78 94

要介護3

男 15 11 11 20 27 21 26 25 25 41 30 53

女 110 144 112 104 85 95 91 117 110 90 80 91

要介護4

男 32 37 38 38 46 30 19 21 27 26 36 42

女 46 41 66 72 89 82 80 54 54 60 51 70

要介護5

男 9 2 4 5 2 5 8 7 7 5 4 4

女

総合計

男 163 137 132 137 166 151 137 135 138 128 107 142

女 291 327 350 342 385 342 346 349 344 307 290 349

合計 454 464 482 479 551 493 483 484 482 435 397 491

3.平 成23年 度行事実施状況

実施年月 行事名 参加延べ人数

4月 体力測定 53名

5月 健康教室 32名

6月 健康教室(ロ腔ケア) 36名

7月 七 タまつり 108名

8月 にこにこ夏祭 り 64名

9月 敬老会 68名

10月 にこにこ運動会 110名

11月 健康教室(体 力測定) 38名

12月 クリスマス会 97名

1月 新年会 74名

2月 節分 ・豆まき 48名

3月 ひな祭り(カラオケ大会) 64名

毎 月=誕 生会あり
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平成23年 度 事業実績報告

居宅介護支援事業所 シヤローム富士川

関まち子ケアマネが西部包括支援センターか らシャローム富士川居宅に異動 とな り望月

ケアマネ と2名 で稼働 して きま した。居宅介護支援事業所 として適切な利用者様への介護支

援、的確な介護保険請求、また、富士市役所介護保険課、包括支援センターとの協力、連携

体制の構築に努力をしてきました。そ して、様々な研修、講演など参加 し社会資源の把握に

努めご利用者様の担当人数の確保、予防支援業務も施行 しました。

富士厚生会 居宅介護支援事業所 シャローム富士川における地域住民の期待はとても大

きく、地域住民 との良好な関わ りを持 ち、地元のケアマネな らではの細かい気配 りと法令遵

守の確実性を高め、社会の信頼に応 えられる様、支援業務に更なる努力を重ねています。平

成24年 度 新 しい制度に 向けて地域包括 ケアの枠組みに参入 し、在宅ケアを推進 してまい

ります。

記

1.

2.

平成23年 度 相 談(苦情)窓 口業務 を行い ま した。

内訳 件数(33件)

内容1.包 括、他事業所 か らのケアマネ依頼(28件)

2相 談業務(3件)

3.シ ャロー ム居宅ケアマネ業務 について苦情(1件)

4.シ ャロー ム富士川 についての苦情(1件)

富士厚 生会の行事参加

① 定例会 出席(毎 月始 め)

② ケアマネ部会 年4回

③ 内部監査対応 指摘事項 な し

④ コミュニケーションマナー研修会(接 遇マナー について)

H23.12.20(火)富 士宮文化 会館 にて

講師:森 田素子先 生

⑤ 富士厚生会全体研修 リスクマネジメン ト

第1回 平成23年11A1日 第2回 平成24年2H1日

⑥ 駅伝応援参加
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3.シ ヤローム富士川 全体 の行事参加

① 主任会議、 リーダー会議、全体会議出席(毎 月1回)

② 行事参加

5月 シヤ ローム富士川 開設記念

7月 シャロー ム夏祭 り

8月 富士川夏祭 り、花火大会

9月 敬老会

12月 餅つ き大会

③ デイサー ビス見守 り、ショー ト送迎手伝いなど行いました

4.研 修 、講 習 参加 しま した。(別 紙 参 照)

1,平 成23年 富 士 市介 護 支 援 専 門員 連絡 協議 会 総 会及 び研 修 参加

(第1回)且23.6.14(火)(17:00～21:00)ロ ゼ シア ター

講演 「言 葉 は伝 わ る」講 師 杉 山 直(ラ ジオ パ ー ソナ リテ ィー)

(第2回)H23.9.14(水)(17:00～21:00)フ ィ ラ ンセ

講 演 「看 取 り と 自然 死 」 講 師 川 村 病 院 長

(第4回)H24.2.22(水)(17:00～21:00)フ ィラ ンセ

講i演 高 直脳 障害 診 断 と関わ り方 講 師 矢 崎 弘 人 氏

2,西 部 地 域包 括 支 援 セ ン ター 小 地域 ケ ア会 議 出席

① 平成23年7月8日(金)富 士 南 町つ く りセ ン ター

② 平成23年11月24日(木)加 島の郷

③ 平 成24年3月8日(木)富 士市 ブ イ ラ ンセ 富 士川 分 館

3,平 成23年 度 静岡県介護 支援専 門員 「専門研修過程1」 受講

2名 参加(佐 野節 夫、望月量美)平 成23、7、7～ 平成23、9、14

4,平 成23年5月31日 富士市連絡協議会主催

居宅介護支援事業所ケアマネジメン ト課題解決セ ミナー出席

19:00～21:00フ ィランセ にて

5,認 知症 ケア ワー クシ ョップ研修参加

平成23年9月2日(金)13:00～16:00三 島商工会議所 にて

講師 永 島 徹 氏NPO法 人風 の詩 副理事

6,富 士市 主催 セ ンター方式 「基礎研修」受講

平成23年11月15日 、12月14日(10:00～16:00)

富士市消 防防災庁舎 大会議室にて
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5,平 成23年 度居宅実績請求利用者件数

介護支援(法 定持 ち人数1人 ×35人) 稼働率83%

担当

ケアマネ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

望月 35 35 34 35 35 35 35 34 35 36 34 37 420

佐野 14 14 16 22 24 90

関 21 25 25 26 30 30 34 191

合 計 49 49 50 57 59 56 60 59 61 66 64 71 701

予防支援(法 定持ち人数1人 ×8人) 稼働率43%

担当

ケアマネ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

望.月 4 4 5 6 6 6 7 6 6 6 4 4 64

佐野 1 1 1 1 1 1 6

関 2 1 1 3 1 3 3 14

合 計 5 5 6 7 7 9 8 7 9 7 7 7 84

以上

56



平成23年 度

事業実績報告書

社会福祉法人 富士厚生会

ユニッ ト型地域密着型介護老人福祉施設 なかざと



1.事 業 報 告

平成23年 度 は、職員 の 「和」 を大切 に しなが ら、 チーム ワークの向上 に重点 を置 き、運営 を してき

ま した。 昨年 には なか った 「リス クマネー ジ ャー委員会」 「環境整備 委員会」 を創設 す る とともに、職

員一人ひ とりが主体性 を持 って仕事がで きるよ うに役割 を決 め、運 営に取 り組 んできま した。

特 に 「リス クマネ ジメン ト」 に関 して は、各部署 に リスクマネー ジャー を配置 した こ とで、職員一人

ひ とりが啓発 され、危機 管理 に対す る施設全体の底上 げをす ることができま した。 また、施 設整備 につ

いて も、環境整備 委員会 を設置 した こ とで、施設美化 に対 し、職員 の一人ひ とりが意 識 をもって、理念

にもある 「住みやす く、使 いやすい施設の環境整備 」に努 め ることができま した。

御 利用者様 の支援 に関 しま して は、 ケアプ ラン とユ ニ ッ ト会議 を リン クさせ ることで、 よ り充実 した

サー ビス を提供 してい くこ とがで きた と思います。

防災 に関 しま して も、 昨年度 末 に起 こった 「東 日本大震 災」の影 響 を うけ、 「地震 」、 「津波 」 を想定

した訓練 を取 り入れ、防災 に対す る知識、意識 の向上 を図 り、同時 に防災食 の見直 しも行 いま した。

2.入 所者の状況

(1)H23年 度 入退 所 状況(平 成23年4.月1日 ～平 成24年3月31日 、 定員29名)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

入 所 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 4

退 所 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 4

現 員 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 348

退所理 由

死亡のため …4名

(2)年 齢 別(平 成24年3月31日 現在)

在所者数 年 齢 階 級 別

計29

64歳

以下

65

～69

70

～74

75

～79

80

～84

85

～89

90

～94

95

以上

性

別

男性 6 0 0 0 2 1 2 2 0

女性 23 0 0 0 3 6 7 4 2

平均年齢 平均86.3歳

(最 高102歳10ケ 月 ・ 最小75歳1ケ 月)

(3)要 介護度別(平 成24年3月31日 現在)

平均介護度4,20

要 介 護 度 男性 女性 計

要介護1 0 0 0

要介護2 0 0 0

要介護3 2 7 9

要介護4 0 5 5

要介護5 5 10 15

合 計 7 22 29
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(4)認 知症度別(平 成24年3月31日 現在)※ 情報 開示 による

認知度 男性 女性 計

1 1 1

■a

■b 2 2

皿a 2 13 15

皿b 1 1 2

IV 4 5 9

M

合 計 7 22 29

(5)障 害レベル別(平 成24年3H31日 現在)※ 情報開示による

障害 レベル 男 女 計

J1

J2

A1 1 3 4

A2 1 1

B1 1 3 4

B2 2 7 9

C1

C2 3 8 11

合計 7 22 29

3.稼 働 率 の 状 況(平 成22年4月1日 ～平成23年3月31日)

4月 5月 6月 7.目 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

利用延人数 870 899 870 879 899 861 899 868 899 896 839 870

入院延日数 20 7 2

外 泊 1 2

稼 働 率 100 100 100 97.7 100 98.9 100 99.7 100 99.6 99.7 100

年 間利 用延 べ 人数:10549人 入 院延 べ 日数:29日 外 泊=3日

年 間稼働 率:99.6%

※入 院 、外 泊 につい ては施 設 にい なか った 日を記入 して あ ります。

4.食 事摂取状況(平 成24年3月31日 現在)

主 食

ご飯 11 38%

粥 11 38%

ゼ リー粥 2 7%

胃ろ う 3 10%

その他 2 7%

副 食

並 7 24%

粗キザ ミ 7 24%

キザ ミ 2 7%

超 きざみ 6 21%

ペ ー ス ト 3 11%

胃ろ う 3 11%
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5.平 成23年 度事業実施状況

月 行 事 等 備 考 施設会議

回診 主任 ・リー ダー会議

歯科往診 感染症委員会

四 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議

防災訓練 リス クマネ ジメ ン ト

映画会 必殺仕事人 委員会

花見 富士中央公園、須津川 衛生委員会

クツキング メ ロ ンパ ンづ く り(あ したか) ユ ニ ッ ト会議

桜餅づ く り(す るが) 環境整備委員会

外出 カイ ンズ ホー ム(あ したか)、 ピア ゴ(す るが) リス クマネー ジ ャー

ほほ笑み喫茶 委員会

施設内外清掃 交通安全委員会

懇話会

ほほえみ喫茶

回診 主任 ・リー ダー会 議

歯科往診 感染症委員会

五 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議

防災訓練 リス クマネ ジ メン ト

クッキング ベ イ ク ドチー ズ ケー キ(あ したか) 委員会

外出 富士 中央公 園(ふ じ) 衛生委員会

イオ ン(ふ じ) ユ ニ ッ ト会議

誕生会 (ふ じ) 環境整備委員会

遠足 伊豆三津シーパ ラダイス リス クマネ ー ジャー

ほほ笑み喫茶 委員会

施設内外清掃 交通安全委員会

運営推進会議

回診 主任 ・リー ダー 会議

歯科往診 感染症委員会

六 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議

防災訓練 夜間召集訓練 リス クマ ネ ジメ ン ト

映画会 鬼平犯科帳 委員会

バーベ キュー 衛生委員会

ほほ笑み喫茶 ユ ニ ッ ト会議

クッキング ワ ッフル(あ した か) 環境整備委員会

お茶会 (ふ じ、す るが) リス クマ ネー ジ ャー

施設内外清掃 委員会

交通安全委員会

回診 主任 ・リー ダー会議

歯科往診 感染症委員会

七 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議
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レク レー シ ョン リス クマ ネ ジメ ン ト

フラ ワーセ ラ ピー 委員会

防災訓練 衛生委員会

七夕飾 り ユ ニ ッ ト会議

流 しそ うめん 環境整備委員会

100歳 誕生会 リス クマネー ジ ャー

外出 蓮興寺(ふ じ) 委員会

クッキ ング チ ョコブ ラ ウニー(あ した か) 交通安全委員会

ほほ笑み喫茶 運営推進会議

施設内外清掃

懇話会

回診 主任 ・リー ダー会議

歯科往診 感染症委員会

八 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議

防災訓練 起震車体験 リス クマネ ジメ ン ト

映画会 とな りの トトロ 委員会

お好 み焼 きパ ーテ 衛生委員会

イ ー ユ ニ ッ ト会 議

夕涼み会 環境整備委員会

内部監査 リス クマネー ジ ャー

施餓鬼供養 委員会

外出 イ オ ン(す るが 、 あ したか) 交通安全委員会

クツキング チ ョコ レー トパ フ ェ(ふ じ)

ホ ッ トケー キ、 フル ー ツポ ンチ(ふ じ)

かき氷(ふ じ)

ほほ笑み喫茶

施設内外清掃

回診 主任 ・リー ダー会議

歯科往診 感染症委員会

九 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議

レク レー シ ョン リス クマネ ジメ ン ト

防災訓練 総合防災訓練 委員会

敬老会 衛生委員会

オカ リナ演奏 ユ ニ ッ ト会議

職員健診 環境整備委員会

外出 ピアゴ(あ したか) リス クマネ ー ジャー

クッキング フル ー チ ェ(あ した か) 委員会

ほほ笑み喫茶 交通安全委員会

施設内外清掃 運営推進委員会

回診 主任 ・リー ダー会 議

歯科往診 感染症委員会

十 読み聞かせ 身体拘束委員会

月 書道 給食会議

映画会 必殺主水死す リスクマネ ジ メ ン ト

レク レー シ ョン 委員会

フ ラワー セ ラ ピー 衛生委員会

防災訓練 ユニ ッ ト会議

開設記念 環境整備委員会
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花火大会 リス クマネ ー ジ ャー

大正琴演奏 委員会

富士市作品展 交通安全委員会

外出 ピア ゴ(ふ じ)

カ イ ンズ ホー ム(す るが)

ク ツキン グ プ リンア ラモー ド

施設内外清掃

ほほ笑み喫茶

懇話会

回診 主任 ・リー ダー 会議

歯科往診 感染症委員会

十 読み聞かせ 身体拘束委員会
一 書道 給食会議

月 フラ ワー セ ラ ピー リス クマネ ジメ ン ト

防災訓練 総合防災訓練 委員会

産業医研修 衛生委員会

遠足 国際花園 ユニ ッ ト会 議

外出 時の栖(ふ じ) 環境整備委員会

イオン(す るが) リス クマネ ー ジ ャー

クッキング ドーナ ツ 委員会

ほほ笑み喫茶 交通安全委員会

施設内外清掃 運営推進委員会

回診 主任 ・リー ダー会議

歯科往診 感染症委員会

読み聞かせ 身体拘束委員会

十 書道 給食会議

二 フラ ワー セ ラ ピー リス クマ ネ ジメ ン ト

.目 レク レー シ ョン 委員会

防災訓練 衛生委員会

映画会 どうぶっ奇想天外 ユ ニ ッ ト会 議

ク リスマ ス会 環境整備委員会

餅つ き リス クマ ネー ジ ャー

うどん作 り 委員会

外出 時の栖(ふ じ) 交通安全委員会

ピア ゴ(あ したか)

優先入居検討委員会

施設内外清掃

回診 主任 ・リー ダー会議

歯科往診 感染症委員会

書道 身体拘束委員会
一 防災訓練 給食会議

月 お屠蘇回り リス クマネ ジ メン ト

繭玉づ くり 委員会

どんど焼き 衛生委員会

ク ッキン グ 鍋 パ ーテ ィー(ふ じ) ユ ニ ッ ト会議

外出 初詣(ふ じ) 環境整備委員会

ほほ笑み喫茶 リス クマネ ー ジ ャー

施設内外清掃 委員会

交通安全委員会

運営推進委員会
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回診 主任 ・リー ダー 会議

歯科往診 感染症委員会

フ ラワー セ ラ ピー 身体拘束委員会

二 書道 給食会議

月 防災訓練 リス クマネ ジメ ン ト

産業医研修 委員会

節分 衛生委員会

ボー リング大会 (ふ じ) ユ ニ ッ ト会 議

誕生会 (ふ じ) 環境整備委員会

ク ッキン グ おでん(ふ じ) リス クマネ ー ジ ャー

チ ョコ レー ト(ふ じ) 委員会

プ リン(あ したか) 交通安全委員会

シチ ュー(あ した か)

ほほ笑み喫茶

施設内外清掃

回診 主任 ・リー ダー 会

歯科往診 議

読み聞かせ 感染症委員会

三 書道 身体拘束委員会

月 防災訓練 給食会議

福祉作品展 リス クマネ ジメ ン ト

遠足 イチゴ狩 り 委員会

雛祭り 衛生委員会

外出 沼津御用邸(ふ じ) ユニ ッ ト会 議

不二家(あ したか) 環境整備委員会

クッキング おはぎ(あ したか) リス クマネ ー ジ ャー

ほほ笑み喫茶 委員会

施設内外清掃 交通安全委員会

運営推進委員会

6.面 会 状 況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

146 140 146 137 143 208 224 173 149 151 106 118

年 間 面会 人 数 ・1,841人 一 日平 均面 会人 数:5.04人 利 用 者一 人 の 月平均=5,29回
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平成23年 度

事業実績報告書

社会福祉法人 富士厚生会

認知症対応型通所介護 なかざと



1.事 業 報 告

平 成23年 度 も、平 成22年 度 と同様 、毎 月1日 に は居 宅 支 援 事 業 所 に実 績 を持 って 、 訪 問 し、 営 業

す る努 力 を続 け て き ま した。 ま た 職 員 一 人 ひ と りの ス キル の 向上 を 目指 す と と もに 、職 員 間 の情 報 の 共

有 を迅 速 に させ 、 御 利 用 者 様 に と っ て、 よ りよい サ ー ビス を提 供 で き る よ うに 、 朝 礼 だ けで な く、 夕 方

に 終 礼 を行 うよ うに しま した。 そ の 日の反省 点 、 明 日の段 取 り、留 意 す べ き点 を終 礼 で 行 った結 果 、 今

年 度 は小 さい ミス が少 な くな りま した。

リス クマ ネ ジ メ ン トに 関 しま して は、 職 員 が 提 出 しや す い書 式 を検 討 して い っ た 結 果 、 以 前 に 比 べ 、
一 人 ひ と りの 「気 づ き」 が

、文 章 とな って 提 出 され る よ うに な り、職 員 間 で の ヒヤ リハ ッ トの 共 有 が 以

前 よ りで き る よ うに な りま した。

サ ー ビ ス の一 っ と して 、 下 半期 に は毎 月1週 間 「変 わ り風 呂」 と題 し、入 浴 希 望 の御 利 用者 様 に は 、

在 宅 で は 味 わ え な い入 浴 を提 供 し、 入 浴 時 間 が楽 し くな る工夫 も始 め ま した 。

2.稼 働 率 の 状 況(平 成23年4月1日 ～ 平成24年3月31日 、定員12名)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
一

禾1、、1ゴ延 人 数 151 165 154 151 155 172 175 188 168 135 146 167

営業 日数 21 22 22 21 23 22 21 22 21 20 21 22

稼働率 59.9 62.5 58.3 59.9 56.1 65.1 69.4 71.2 63.6 56.2 57.1 63.2

年 間利 用 延 べ 人 数 ・1927人 営 業 延 べ 日数:258日 年 間 平 均 稼 働 率'62.0%

(2)年 齢 別(平 成24年3月31日 現 在)

在所者数 年 齢 階 級 別

15人

64歳

以 下

65

～69

70

～74

75

～79

80

～84

85

～89

90

～94

95

以 上

性

別

男性 7名 0 0 0 1 4 0 1 1

女性 15名 0 0 1 0 4 0 3 0

平均年齢 平 均84歳10ケ 月

(最 高96歳5ケ 月 ・ 最 小70歳2ケ 月)

(3)要 介 護 度 別(平 成24年3.月31日 現 在)

平 均 介 護 度2,85

要 介 護 度 男性 女性 計

要介護1 1 2 3

要介護2 1 1 2

要介護3 2 3 5

要介護4 2 1 3

要介護5 1 1 2

合 計 7 8 15
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(4)認 知症度 別(平 成24年3月31日 現在)

認知度 男性 女性 計

1 0 0 0

■a 0 1 1

■b 3 2 5

皿a 2 3 5

皿b 1 0 1

IV 1 2 3

M 0 0 1

合 計 6 8 14

(5)障 害 レベ ル 別(平 成24年3月31日 現 在)

障 害 レベル 男 女 計

J1 0 0 0

J2 0 0 0

A1 1 0 1

A2 2 6 8

B1 3 0 3

B2 1 1 2

C1 0 0 0

C2 0 1 1

合計 6 8 14

3.食 事 摂取状況(平 成24年3月31日 現在)

主 食

ご飯 14 93%

粥 1 7%

ゼ リー 粥 0 0%

副 食

並 10 66%

粗 キザ ミ 4 27%

キザ ミ 0 0%

超 きざみ 1 7%

ペ ー ス ト 0 0%

胃 ろ う 0 0%

4.平 成23年 度主 な活動 実施 状況

月 主 な 行 事

四

月

軽 体 操 、 口腔 体 操 、 防 災 訓 練 、 折 り紙 、 散 歩 、 読 み 聞 か せ

書 道 、壁 画 作 り、 ボ ー リン グ 、 ボ ー ル ゲ ー ム 、 体 重 測 定

五

月

軽 体 操 、 口腔 体 操 、 防 災 訓 練 、 ボ ー ル ゲ ー ム 、談 話 、 散 歩

花 壇 の 手 入 れ 、 読 み 聞 か せ 、 ク ッキ ン グ 、 ぬ り絵 、 輪 投 げ

ポ ー ル 積 み 、 書 道 、 体 重 測 定
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軽 体 操 、 口腔 体 操 、 防 災 訓 練 、 ボ ー ル ゲ ー ム 、 トラ ンプ 、 散 歩

六 書 道 、 歌 、 談 話 、 ク ッ キ ン グ 、 読 み 聞 か せ 、 バ ー ベ キ ュー

.月 体重測定

軽体 操 、 口腔体 操 、七 夕飾 り、防 災訓練 、散 歩 、談話 、輪 投 げ

七 書 道 、 ボ ー ル ゲ ー ム 、 タ オ ル 体 操 、読 み 聞 か せ 、 誕 生 会

月 体重測定

軽 体 操 、 口腔 体 操 、 書 道 、 散 歩 、 防 災 訓 練 、 ボ ー ル ゲ ー ム

八 積 み木 、談話 、施餓 鬼供 養 、読み 聞かせ 、連 想 ゲー ム

,目 誕 生会 、か るた 、体重測 定

軽 体 操 、 口腔 体 操 、 歌 、 散 歩 、 書 道 、 防 災 訓 練 、 談 話 、連 想 ゲ ー ム

九 ボ ー ル ゲ ー ム 、 か る た 、 敬 老 会 、 折 り紙 、 読 み 聞 か せ 、 体 重 測 定

.目

軽 体 操 、 口腔 体 操 、 歌 、 防 災 訓 練 、 ボ ー ル ゲ ー ム 、 書 道

十 フ ラ ワ ー セ ラ ピ ー 、 談 話 、連 想 ゲ ー ム 、 輪 投 げ 、 体 重 測 定

.月

軽 体 操 、 口腔 体 操 、、 書 道 、 散 歩 、 ボ ール ゲ ー ム 、 防 災 訓 練

十 談話 、小運 動会 、読 み聞 かせ 、タオル 体操 、 ク ッキン グ
一 体重測定

,月

軽 体 操 、 口腔 体 操 、 歌 、 書 道 、散 歩 、 ボ ー ル ゲ ー ム 、 防 災 訓 練

十 ク リス マ ス 会 飾 り付 け 、 ク リス マ ス会 、 餅 つ き 、 カ ラオ ケ

二 読み 聞かせ 、積 み木 、バ トン体 操 、体 重測 定

.目

軽 体 操 、 口腔 体 操 、 歌 、 ボ ー ル ゲ ー ム 、 書 道 、 散 歩 、 談 話
一
繭 玉 作 り、 し り と りゲ ー ム 、 連 想 ゲ ー ム 、 誕 生 会 、 ク ッキ ン グ

月 防 災訓練 、体 重測 定

軽体 操 、 口腔 体操 、書道 、散 歩、 防災訓練 、 ち ぎ り絵 、読 み聞かせ

二 連 想 ゲ ー ム 、 談 話 、 節 分 、 ボ ー ル ゲ ー ム 、 変 わ り風 呂 、 ク ッキ ン グ

月 体重測定

軽 体 操 、 口腔 体 操 、 ボ ー ル ゲ ー ム 、 歌 、 書 道 、 散 歩

三 防 災 訓 練 、 ダ ン ス 、 バ ラ ン ス ゲ ー ム 、UFOキ ャ ッチ ャー

.目 ク ッキ ング、誕 生会 、体重測 定
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平成23年 度

事業実績報告書

社会福祉法人 富士厚生会

なか ざ と生 きがい倶楽部



1.事 業 報 告

今 年度 、 生 きが い倶 楽部 で は、御利 用者 様 の声 を取 り入 れ っっ 、講座 の開催 、外 出を多 く取 り入 れ て、 活

動 を して きま した。

特 にい ろん な 「講 座 」 を開催 で きた ことは、御 利用 者様 自身 の生活 の 中 に役 立 てた と思 い ます。 またそ の

季 節 で しか 見 る こ とので きな い植 物 な どを見 に、外 出で きた こ とで 、御 利 用者 様 も とて も満 足 してお り、 多

くの方 か ら、 「生 きがい倶 楽部 が あって よかっ た よ」 との声 を頂戴 す る こ とがで きま した。

ま た以前 か ら行 っ てい る脳 トレー ニ ン グも、以前 は 「苦手」 と言 って いた御利 用者 様 の多 くが、 「楽 しみ 」

と今 年度 は言 って くだ さる よ うにな り、生 きが い倶楽 部 の活動 が介護 予 防 に繋 がっ てい る こ とを実感 で き る

年 度 とな りま した。

2.稼 働 状 況(平 成23年4H1日 ～平成24年3E31日)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

利用延人数 104 97 100 101 100 91 96 94 81 75 102 91

営業 日数 12 11 12 11 12 11 11 12 10 9 12 11

年 間利用延 べ人数:1132人 営 業延べ 日数:134日

3.地 区 別 登 録 状 況(平 成24年3月31日 現在)

鈴川 町 …14名 大野 町 …24名 須 津地 区 …7名

今井 町 …12名 中里 地 区 …9名 柏 原町 …13名

計79名

4.平 成23年 度主 な活 動実施 状況

月 主 な 行 事

健 康 チ ェ ッ ク 、脳 トレー ニ ン グ 、 貯 筋 体 操 、 口腔 体 操 、 足 湯

四 数 独 ゲー ム、花 見(広 見公 園)

月

健 康 チ ェ ッ ク 、脳 トレー ニ ン グ 、 貯 筋 体 操 、 口腔 体 操 、 足 湯

五 ボ ー リン グ、 絵 パ ズル 、 バ ラ見(中 央 公 園)

月

健 康 チ ェ ッ ク 、脳 トレー ニ ン グ 、 貯 筋 体 操 、 口腔 体 操 、 足 湯

六 バ ー ベ キ ュー 、熱 中症 につ い て の 講 座 、 デ ジ タル カ メ ラ講 座

月 漢字 ゲー ム

健 康 チ ェ ッ ク 、脳 トレー ニ ン グ 、 貯 筋 体 操 、 口腔 体 操 、 足 湯

七 熱 中症 にっい ての講座 、 睡眠 につ いて の講座

.目 膝 痛 にっ い ての講座 、ス イカ割 り

健 康 チ ェ ッ ク 、脳 トレー ニ ン グ 、 貯 筋 体 操 、 口腔 体 操 、 足 湯

八 起震 車体 験、大棚 の滝 散策 、原 田鎧 が淵親 水公 園散策

.月 お風 呂の入 り方講座 、 円高 につ い ての講座

介護 予防 にっ いて の講座 、地震 にっ いて の講座

健 康 チ ェ ッ ク 、脳 トレー ニ ン グ 、 貯 筋 体 操 、 口腔 体 操 、 足 湯

九 台風 につ い ての講座 、数 独 ゲー ム 、漢字パ ズル 、貼 り絵

.月 台風 につ い ての講座 、市 民安全課 消 費啓発 講座
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健 康 チ ェ ッ ク、 脳 トレー ニ ン グ、 貯 筋 体 操 、 口腔 体 操 、 足 湯

十 ジ グ ソーパ ズル 、貼 り絵 、低 栄養 予防 講座

月

健 康 チ ェ ッ ク、 脳 トレー ニ ン グ、 貯 筋 体 操 、 口腔 体 操 、 足 湯

十 トラ ンプ ゲー ム、貼 り絵 、大 棚 の滝散策 、広 見公 園散策
一 ジ グ ソーパ ズル 、富 士市 いきい き介 護 予防教 室

月

健 康 チ ェ ッ ク 、脳 トレー ニ ン グ、 貯 筋 体 操 、 口腔 体 操 、 足 湯

十 トラ ンプ ゲー ム、貼 り絵 、浮 島公 園散 策

二 振 り込 め詐 欺 につい ての講座

月

健 康 チ ェ ッ ク 、脳 トレー ニ ン グ 、 貯 筋 体 操 、 口腔 体 操 、 足 湯
一 双 六 ゲー ム、貼 り絵 、消費 生活講座

,月

健 康 チ ェ ッ ク 、脳 トレー ニ ン グ 、 貯 筋 体 操 、 口腔 体 操 、 足 湯

二 豆 ま き、 貼 り絵 、 塗 り絵 、 パ ズ ル

月

健 康 チ ェ ッ ク 、脳 トレー ニ ン グ 、 貯 筋 体 操 、 口腔 体 操 、 足 湯

三 シ ャ ロー ム富士川 作 品展見 学、梅 見学(岩 本 山)

月 防災講座
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平成23年 度

事業実績報告書

社会福祉法人 富士厚生会

サテライ ト型地域密着型介護老人福祉施設

松野の里



1.事 業実績報告

平成23年 度 「松野 の里」 は、特別 養護老人ホーム 「シャローム富士川」の

分館(サ テ ライ ト型居 住施設)と して開設 され 、 「シ ャロー ム富士川」の機能

の一部 を小規模 に分散、協力 しご入居者様が希望す る住み慣れた地域での生活

を確保 し地域 の方々との交流 を深 め、ご入居者様、地域の方々が慣れ親 しむ施

設運営を目標 として取 り組んでまい りま した。地域の方々 との交流においては、

施設での全体行事への参加、地域で行われ る行事への参加 をす ることにより地

域の方々に慣れ親 しんで頂けるよう充実 させてまい りま した。職員に対 しては、

昨年猛威をふるったインフルエンザや ノロウィルスなど感染症への対策や身体

拘束廃止についての研修、入居者様が急変を起こした際、即座 に全職員が職域

を問わず人命救助に当たれるようAED緊 急対応研修 、講 師を招 き 「松野の里」

で独 自に開催など職員教育を行ってまい りました。また、近隣の学校や施設に

おいて感染症が発生 し流行の恐れがありましたが、予防のため面会規制の対応

を行い、松野の里か らは感染症を出す ことなく運営にあたることが出来ま した。

施設状況は、入居者様1人1人 の介護 、看護 面 ともに状態把握を 目標に、介

護職員、看護職員 だけでなく様々な専門職が一丸となって話 し合い、状態把握

に努めてまい りま した。

また、平成23年 度上 半期 に、 開設後 、ま もな くとい うこともあ り、施設全体

が落ち着かず、入院者、施設退居者が多 く現れて しまいま した。その上半期を

教訓 とし、下半期には、入居者様の小 さな変化が現れた時には直ちに病院受診

対応 を行い、病状悪化の早期対応を図 り、入院者の減少、稼働率に係 る入退居

者数 の減少を行 うことが出来ま した。

平成24年 度 も入居者様 の状態把握 を怠 らず、早期発見、早期対応を心懸け、

入居者様へ安心安全な生活を提供できるよ う努めていきたいと思います。

2.入 居者 の状況(平 成24年3E31日 現在)

(1)入 退居状 況(定 員29名)

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

入 居 29 4 0 1 2 1 3 1 2 1 0 1 45

退 居 1 3 1 1 3 1 1 2 ユ 1 0 1 16

現 員 28 29 28 28 27 27 29 28 29 29 29 29

入退居理由

居

居

入

退

待機者 リス ト

死亡

長期入院

他施設

家庭

～

～

～

～

～

45名

2名

13名

1名

0名

計45名

計16名
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(2)年 齢別

年齢階

級別

64歳

以下

65～

69

70～

74

75～

79

80～

84

85～

89

90～

94

95～

99

100

以 上 計

男性 1 0 1 0 2 1 2 0 0 7名

女性 0 1 0 2 4 8 5 1 1 22名

計 1 1 1 2 6 9 7 1 1 29名

平均年齢86.8歳

(3)要 介護度別

要介護度 男 女 計

要介護1 0 0 0

要介護2 1 3 4

要介護3 3 11 14

要介護4 3 5 8

要介護5 0 3 3

合 計 7名 22名 29名

平均介護度 ・全 体 3.36

(4)月 別稼働 率

月

稼働率

4月

931%

5月

97%

6月

96%

7月

96%

8月

983%

9月

946%

10月

98%

11月

99%

12月

99%

1月

996%

2月

100%

3月

998%

十二一百

975%

3.平 成23年 度 事業実施状 況

月 行事 内容 施設会議

四

月

新規入居者様受け入れ

施設見学 みつわ会(20名)

主任会議

リーダー会議

感染症対策委員会

五

月

施設見学

入居判定委員会

ユニ ッ ト調理

ゲ イラージ ・富 士(7名) 主任会議

リーダー会議

リスクマネージメン

ト委員会

六 バーベキュー大会

健康福祉セ ンター長 見学

松千代保育園、年長組 主任会議

リー ダー会議
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月 ユ ニ ッ ト調 理 感染症対策委員会

運営推進会議

七 舞踊ボランテ ィア 主任会議

流 しそ うめん リー ダー 会議

.目 誕生会 100歳 の祝 い リス クマ ネー ジメ ン

ユ ニ ッ ト外 出 ト委員会

八 施餓鬼供養 主任 リー ダー会議

夏祭 り 地域住民の参加 給食会議

月 感染症対策委員会

運営推進会議

九 敬老会 桃寿1名 、米寿1名 主任 リーダー会議

入居判定委員会 給食会議

月 ユ ニ ッ ト調 理 リス クマネ ー ジ メ ン

ト委員会

十 運動会 松千代保育園との交流会 主任 リーダー会議

ユ ニ ッ ト外 出 3目 間に分 け全ユニ ット外 給食会議

月 出 感染症対策委員会

運営推進会議

十 富士川第2幼 稚 園ボ ランティア 年長組16名 によるダンス 主任 リー ダー会議
一
竜崎五郎 コンサー ト 給食会議

月 寸劇 ボランテ ィア リス クマネ ー ジメ ン

カラオケ大会 ト委員会

十 ク リスマ ス会 主任 リーダー会議

二 そば打ち 給食会議

月 餅つ き 感染症対策委員会

カラオケ大会 運営推進会議

ユ ニ ッ ト調理

一
繭玉作 り 主任 リーダー会議

どん ど焼 き シャローム富士川 と合同 給食会議

月 ユ ニ ッ ト外 出 リス クマ ネー ジ メ ン

ト委員会

運営推進会議

二 節分祭 鶴 龍 関、朝 赤龍 関、 シ ャ ロ 主任会議

一ム富士川来所にて参加 ケア会議

.目 ユ ニ ッ ト調 理 感染症対策委員会

カラオケ大会

三 ひな祭 り 主任 リーダー会議

家族説明会 介護報酬改定の説明 ケア会議

,目 中途正規職員研修 リス クマネ ー ジ メ ン

映画鑑賞会 ト委員会

70



平成23年 度 富 士市 委託 生きがいデイサービス事 業実績報 告

1、対象者

①65歳 以上の、家に閉じこもりがちな人
②介護保険の「要支援」「要介護」の認定を受けていない人

2、サービスの内容

●介護予防のための体操・脳トレーニング
●創作活動や趣味活動等

●週3回 開催[火 ・水 ・金]の うち、週2回 まで利用できます。
●利用時間は、10時30分 ～14時30分 です。
●利用料は無料です。(材料費等は実費負担)

3、利用人員及び委託料

●利用申込者63人
●委託料 ①生きがいデイサービス

②いきいき介護予防教室
③送迎代

一 人1回

一 人1回

一 人

1300円

400円

200円

実施回数 延利用者 補助対象者 生きがい委託料 いきいき委託料 送迎代 合 計

4月 11 226 198 257,400 79200 40,200 376,800

5月 11 211 198 257,400 79,200 40200 376,800

6月 13 257 234 304,200 93,600 47,800 445,600

7月 13 246 234 304,200 93,600 46,800 444,600

8月 13 269 234 304200 93,600 46,800 444,600

9月 12 235 216 280,800 86,400 43200 410,400

10月 12 238 216 280,800 86,400 43200 410,400

11月 13 256 234 304,200 93,600 46,800 444,600

12月 10 199 180 234,000 72,000 36,000 342,000

1月 11 209 198 257,400 79200 39,600 376200

2月 13 262 234 304200 93,600 46,800 444,600

3月 12 237 223 280,800 86,400 43,200 410,400

合計 144 2845 2599 3,369,600 1,036,800 520,600 4.927ρ00

※委託料限度額は1日 最大利用者18人 まで

71



平成23年 度地域交流センターみんなの家事業実績報告

1.事 業報告

「み んなの家」 は、地域 の方々の趣味活動、世代間交流、地域活動等を行 う

事の出来る交流セ ンター として富士市か ら委託を受 けた事業であ り、 「松野の

里」施設内に併設 し運営 している事業所です。

平成23年 度 は、地域 の方 々に覚 えていただ くよう、 自主事業、委託事業を

開催 し、広報活動 に努めてまい りま した。また、「松野の里」入居者 の皆様 に

会員 になっていただき料理教室等に参加 して してもらうことで地域の方々との

交流を行いより親 しみのある施設運営を心がけ行ってまい りま した。

2.利 用者 の概 要

(1)利 用 対象者

富士市 内に居住 し、住所を有する方で

①60歳 以上 の高齢 者

②障害者(障 害者 手帳、療育手帳 を有す る方)

③児童(学 校 関係 ・子供会 関係 の行 事又 は団体での使用時のみ)及 び

付添者

④地域 の社会福祉 団体 ・地域交流を目的とす る団体

(2)会 員 登録 証 の発行

上記 、利用対象 者 に 「入館者カー ド交付申請書」を記入 してもらい、

身分証明書の提示 を受け 「入館者カー ド」を発行する。

3.サ ー ビス内容

① 開館 時間:午 前10時 ～午後4時

②入 浴時間:午 前11時 ～午後2時

③休館 日:日 曜 、祝祭 日

③設備:多 目的ホール ・調理室 ・会議室 ・和室 ・入浴室

電気治療器 ・カラオケ

④委託事業:「 健康 に暮 らせ る介護職 料理教 室」

1回/月(6月 ～3月)計10回

(1)委 託事業 内訳

開催 日 テー マ メ ニ ユ ー

1 平成23年6月16日 バ ランスの良い食事

日常食 に旬 を取 り入れ る

さ さみ の フ ライ ・リ ン ゴ煮

・青 豆 ミ ック ス サ ラダ ・中

華風 か き卵 スー プ

2 平成23年7月28日 カルシウム食 ししゃもの春巻 き ・胡 瓜の
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カル シウムたっぷ りで骨を

丈夫 に

酢 の物 ・バ ナ ナ の ソテ ー 黒

糖 が け ・豆 乳 の ジ ュー ス

3 平成23年8月18日 減塩食

減塩食の味気なさを工夫

ア ジ の カ レー 揚 げ ・黒 米 ご

飯 ・蒸 し野 菜 と蒸 し卵 ・冷

や し汁 ・リフ レ ッシ ュ ドリ

ン ク

4 平成23年9月15日 行事食

敬老の日祝い食

祝 い寿 司 ・ミル クゼ リー ・

カ ボ チ ャ の 印籠 蒸 し ・冬 瓜

の あんか けス ー プ

5 平成23年10月20日 消化の良い食事

胃腸に義歯に優しく

かぼちゃ飯 ・鶏 肉がん も ・

駿河汁 ・抹茶寒天

6 平成23年11月17日 老化防止食

良質のタンパ ク質で若 さを

保つ

や わ らか イ カ の パ エ リア ・

鮭 の焼 きつ け ・大 根 と椎 茸

のスー プ ・蒸 しパ ン

7 平成23年12月15日 疲労回復食

多忙な年末年始に ビタ ミン

B1で 活力を

豚 肉 の レタ ス カ ップ ・生 姜

の スー プ ・胡 桃 と椎 茸 の 妙

め物 ・卵 ピザ ・金 時 モ ンブ

ラ ン

8 平成24年1月19日 風邪予防食

タンパク質 とビタ ミンA、

Cで 体を温める

カ ニ雑 炊 ・豆 腐 ハ ンバ ー グ

・茸 の焼 きマ リネ ・米 粉 の

カス ター ドク リー ム

9 平成24年2月16日 食物繊維食

腸をすっきり

ゴ ボ ウ飯 ・や わ らか カ ニ 玉

・バ ナ ナ き な こ ミル ク ・雷

汁

10 平成24年3月22日 免疫力アップ食

免疫力を高めて花粉症対策

さっ ま い も ご飯 ・ワ ン タ ン

スー プ ・ミー トロー フ ・青

菜 の ごま和 え ・豆腐 の レア

チー ズケ ー キ

⑤ 自主事業:1回/3ヶ 月

(1)自 主事業 内訳

(7,月 ～3月)言 十3回

開催 日時 事業名 講師名

平成23年4月28日

午前10時30分 ～午後1時

たけのこ料理教室 都築千恵 齋藤郁子

平 成23年10月17日

午 前10時 ～ 午後2時

秋の料理教室 桑迫万里子 森田千恵

齋藤郁子 木下玲奈

平成24年1月8日

午前9時 ～12時

駿河凧作り教室 漆畑行雄 久保田登
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4.利 用状況

(1)利 用人員

開館

日数

登録者

人数

高齢者
一般

高齢者

団体

障害者 児童

その他

利用者数

合計

4月 25

日

125名 144人 21人 0人 4人 169人

5月 23

日

77名 147人 35人 0人 0人 182人

6月 26

日

63名 142人 73人 1人 25人 241人

7月 25

日

23名 234人 11人 0人 0人 245人

8月 27

日

14名 166人 10人 4人 53人 233人

9月 24

日

33名 297人 20人 4人 10人 331人

10月 25

日

16名 245人 23人 6人 0人 274人

11月 24

日

10名 268人 47人 7人 1人 323人

12月 23

日

20名 159人 10人 5人 0人 174人

1月 24

日

11名 196人 78人 12人 33人 319人

2月 25

日

16名 237人 38人 8人 37人 320人

3月 25

日

17名 269人 41人 16人 0人 326人

合 計 296日 425名 2,504

人

407

人

63人 163

人

3,137

人

一 日平均登録者数

一 日平均利用者数

各利用者割合

高齢者一般:79.

高齢者 団体:12.

1.43名

10.59人

8%障 害 者

9%児 童 そ の他

%

%

0

2

9
臼

5
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(2)サ ー ビス利 用状況

入浴者数 委託事業 自主事業

4月 23人 一 16名

5月 47人 一 一

6月 100人 9名 一

7月 65人 11名
一

8月 74人 10名
一

9月 133人 9名 一

10月 148人 8名 15名

11.月 155人 10名 一

12月 144人 10名 一

1月 153人 11名 27名

2月 187人 11名 一

3月 191人 11名
一

合計 1,420人 100名 58名

一 日平均入浴者数 4.7人
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平成23年 度

事業実績報告書

社会福祉法人 富士厚生会

ユニット型地域密着型介護老人福祉施設

草 塩 お ん せ ん



1.事 業 報 告

平成23年 度は、草塩おんせんは介護保険事業計画に基づき(福)富 士厚生会の福祉理念を活かして

施設の特徴を生かしたサービスを提供し、地域住民から愛され信頼される施設作りに励んでまいり

ました。

2ヶ 月に1度 、担当職員 よりご入居者様のご様子をお便 りし近況をお伝えし、面会についても

毎週のように来てくださるご家族もいらして施設の運営に対してのご理解も頂いています。

地域の方にも台風災害の際には飲料水や布団の貸し出しも快く提供して頂き地域の方々に

支えられ成り立っていると深く感 じさせ られた年度でした。

また、職員については未経験の職員には介護業務にっいて研修会をひらき
一日も早く仕事に慣れやりがいをもって業務に携われるようすすめて参 りました。

2.入 所者の状況

(1)H23年 度 入退 所 状況(平 成23年7H1日 ～平 成24年3月31日 、定員29名)

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

入 所 26 1 2 0 1 1 1 0 1 33

退 所 0 0 0 0 1 1 1 0 3 5

現 員 26 27 29 29 29 29 29 29 27 254

退所理由

死亡のため …3名

病院への入院 を希望 したため …3名

(2)年 齢別(平 成24年3.月31日 現在)

在所者数 年 齢 階 級 別

計29

64歳

以下

65

～69

70

～74

75

～79

80

～84

85

～89

90

～94

95

以上

性

別

男性 9 0 1 0 2 2 4 0 0

女性 20 0 0 0 3 7 6 4 0

平均年齢 平均84歳

(最 高93歳5ケ 月 ・ 最 小69歳5ケ 月)

(3)要 介護度別(平 成24年3E31日 現在)

平均介護度2.9

要 介 護 度 男性 女陸 計

要介護1 1 2 3

要介護2 2 5 7

要介護3 4 7 11

要介護4 1 5 6

要介護5 1 1 2

合 計 9 20 29
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(4)認 知症度別(平 成24年3月31日 現在)

認知度 男性 女性 計

1 1 3 4

■a 1 2 3

■b 0 2 2

皿a 6 4 10

皿b 0 8 8

IV 1 1 2

M 0 0 0

合 計 9 20 29

(5)障 害 レベル 別(平 成24年3月31日 現在)

障害 レベル 男 女 計

J1 0 0 0

J2 0 2 2

A1 1 1 2

A2 4 7 11

B1 2 7 9

B2 2 1 3

C1 0 1 1

C2 0 1 1

合計 9 20 29

3.稼 働 率 の 状 況(平 成23年7月1日 ～平成24年3月31日)

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

利用延人数 456 801 802 886 842 842 841 754 744
1

入院延日数 0 13 30 13 26 41 43 38 90

外 泊 3 2 0 2 0 4 3 0 8

稼 働 率 51 89 92 99 97 94 94 94 88

年 間利 用延 べ 人数:6968人 入 院延 べ 日数:294日 外 泊 ・22日

年 間稼働 率=88.6%

※入 院 、外泊 につ いては施 設 にい なか った 日を記入 して あ ります 。

4.食 事i摂取 状 況(平 成24年3月31日 現 在)

主 食

ご飯 15人 51%

粥 14人 48%

ム ー ス 0人 0%

副 食

並 16人 55%

キザ ミ 10人 34%

超 キザ ミ 2人 6.8%

ムー ス 1人 3.4%

胃ろ う 0人 0%
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5.平 成23年 度事業実施状況

.月 行 事 等 備 考 施設会議

入居者受け入れ 主任 ・リー ダー 会議

回診 感染症委員会

7 防災訓練 火災発生による避難訓練 リスク委員会

月 ユ ニ ッ ト会 議

給食会議

回診 主任 ・リー ダー 会議

感染症委員会

8 防災訓練 火災発生による避難訓練 身体拘束委員会

月 流 しソー メ ン 全体(地 域住民含む) リスク委員会

ユ ニ ッ ト会議

内部監査 運営推進委員会

歯科往診

施設内外清掃

回診 主任 ・リー ダー 会議

歯科往診 感染症委員会

9 給食会議

月 防災訓練 緊急連絡網伝達訓練 リスク委員会

ユ ニ ッ ト会 議

ユ ニ ッ ト調理 ユ ニ ッ トか っ ら(も ん じゃ焼 き)

敬老会 地域ボランティア(踊 り)

回診 主任 ・リー ダー会 議

歯科往診 感染症委員会

10 防災訓練 火災発生による避難訓練 リスク委員会

,目 映画会 座頭市 ユ ニ ッ ト会議

ユ ニ ッ ト調 理 ユ ニ ッ トかっ ら(ス イー トポテ ト) 運営推進委員会

ユ ニ ッ トつ つ じ(豚 汁)

誕生会 ユ ニ ッ トや ませ み(チ ー ズケー キ)

回診 主任 ・リー ダー 会議

歯科往診 感染症委員会

11 防災訓練 地震を想定した夜間招集避難訓練(法 人全体)

,目 給食会議

バ ーベ キ ュー 中庭 において行い、利用者様は寒いため リスク委員会

ユ ニ ッ トで見学 、食 べて頂 く。 ユ ニ ッ ト会議

個別外出 買い物(セ ルバ)

ユ ニ ッ ト調理 ユニ ッ トやませみ(す い とん)

こユニ ッ トかっ ら(ほ うと う)

回診 主任 ・リー ダー 会議

歯科往診 感染症委員会

12 防災訓練 AEDの 操作手順について 給食会議

月 ク リスマ ス会 職員利用者 でケー キ作 り リスク委員会

山梨県指導監査 ユニ ッ ト会 議
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映画会

ユニ ッ ト調理

幸せ の黄色 いハ ンカチ

ユ ニ ッ トや ませ み(ラ ー メン)

ユ ニ ッ トつつ じ(甘 酒)

運営推進委員会

1

月

回診

歯科往診

防災訓練

どんど焼き

施設内外清掃

火災発生 による防災訓練

利用者 ・職員 と団子作 り

主任 ・リーダー会議

感染症委員会

リスク委員会

ユニ ッ ト会議

2

日月

回診

歯科往診

防災訓練

産業医研修

節分
ユニット調理

映画会

社会福祉施設防災の 日による防災訓練

ス トレスについて

豆まき ・ケーキ作 り

ユニ ッ トやませみ(富 士宮焼きそば)

ユニ ッ トつつ じ(鍋 もの)

ユニ ッ トかつ ら(マ カロニグラタン)

伊豆 の踊子

日本無責任時代

主任 ・リー ダー会議

感染症委員会

リスク委員会

ユニ ッ ト会議

安全委員会

運営推進委員会

3

月〔

回診

歯科往診

防災訓練

雛祭り

ユニット調理

マナー接遇研修

中途採用職員研修

非常食の試食

巻き寿司作 り ・甘酒作 り

ユニ ッ トかっ ら(ラ ーメン)

ユニ ッ トつっ じ(唐 揚げ ・かき揚げ)

ユニ ッ トや ませみ(コ ロッケ)

JAL接 遇研修

富士厚生会施設見学

主任 ・リー ダー会議

感染症委員会

身体拘束委員会

給食会議

リスク委員会

ユニ ット会議

6.面 会 状 況

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

84 221 116 161 179 158 139 76 83

年 間 面会人 数=人 一 日平均 面 会人数:4,72人 利用 者一 人 の月 平均:5,1回
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平成23年 度

事業実績報告書

社会福祉法人富士厚生会

障害者支援施設 三和荘



事業所名 障害者支援施設 三和荘

1.事 業実績報告

平成23年 度 は、 旧地 域活動支援 セ ンター ・旧生活訓練ホームそよかぜが、

前年度 よ り自立支援法の新体系へ移行 していた入所系と日中の生活介護の枠内

で合併 し、生活介護97名 、施 設入所支援80名 とな り新 体系へ の完全移行 と

な りま した。

また、利用者一人一人の施設での生活への想いを聞き取 り個別支援計画書へ

の反映、そ してその実現を 目指 し、個別支援の充実を図 りま した。その中で 「グ

ループ担当制」をとり、よりきめ細やかなサービスにつなげられ るように実施

いた しま した。

平成23年3Aの 地震 に よる影響 、またイ ンフルエンザの流行に伴い、 日中

活動の充実は思 うように進みませんで したが、その中でも個々の要望に対応で

きるよう前年度の修正を行いなが ら取 り組みました。

マナー向上に関 しては委員会 を設けてお り、職員一人一人がレベルアップで

きるよう日替わ りで自分が気 を付けている点などを朝礼で発表 し、責任 を持っ

た行動が出来るよ う職員全体の底上げを図 りました。

リスクマネジメン トの部分では、小 さなインシデ ン トにも気付き、そこか ら

大 きな事故 を予防す るの観点か らヒヤ リハ ッ トの報告 も増加 してまい りま し

た。(報 告件数369件/前 年比213.2%)

自立支援 法の制定後、利用者 及び家族への負担が大きくな り制度に対 しての

不評や不安があります。又、制度そのものが分か りにくいため現在 どのような

サー ビスを提供 しているかを説明 し理解 を得 るには難 しい もので した。

今後 も職員の専門性を高め、利用者 ・ご家族に納得 していただけるサービス

を提供 して行 きたいと思います。

利用者主体 となる個別支援計画をしっか りと立て、身体面 ・精神面の充実に

つながる様に支援 をして行きます。

2.施 設利用者状況

施設入所支援(サ ー ビス提供 日数366日)

ア、年間利用者延人員数

イ、年間平均利用者数

ウ、年 間利用者率

28,959人

79,1人

989%(前 年 比 一 〇,1%)

入所

生活介護(サ ー ビス提供 日数270日)

ア、年間利用者延人員数

イ、年間平均利用者数

ウ、年 間利用者 率

21,239人

78,6人

983%(前 年 比 一 〇,5%)

通所

生活介護(サ ー ビス提供 日数267日)

ア、年間利用者延人員数

イ、年間平均利用者数

ウ、年間利用者率

※前年比は旧地域活動支援センター、

4,459人

16,7人

98.2%(前 年 比+53.2%)

旧生活訓練ホームそよかぜ の合算値平均 と対比

80



3.利 用者状況

①一1市 町村別(施 設入所支援、入所生活介護) 平 成24年3月31日 現在

市 町 村 男 性 女 性 計

東

部

地

区

富士宮市 7 11 18

富士市 10 9 19

沼津市 11 2 13

御殿場市 1 1 2

三島市 2 0 2

熱海市 1 1 2

裾野市 1 0 1

伊東市 0 1 1

伊豆市 0 1 1

伊豆の国市 1 1 2

小山町 3 0 3

清水町 1 0 1

函南町 0 1 1

西伊豆町 1 0 1

中部 静岡市 4 3 7

西

部

藤枝市 1 1 2

島田市 1 0 1

牧之原市 2 0 2

東京 東京都町田市 1 0 1

合 計 48 32 80

①一2市 町村別(通 所生活介護) 平成24年3月31日 現在

市 町 村

富士宮市

男 性

25

女 性

16

計

41

② 一1障 害程度区分 ・障害等級(施 設入所支援、入所生活介護) 平成24年3月31日 現在

区分 区分6 区分5 区分4 区分3 合 計 平均

程度

区分

男性 32 8 5 3 48

女性 22 7 2 1 32

計 54 15 7 4 80 5.48

等級 1級 2級 3級 合 計

男性 34 14 0 48

女性 22 9 1 32

計 56 23 1 80

② 一2障 害程度 区分 ・障害等級(通 所生活介護) 平成24年3月31日 現在

区分 区分6 区分5 区分4 区分3 区分2 合 計 平均

程度

区分

男性 7 2 3 8 5 25

女性 8 1 1 3 3 16

計 15 3 4 11 8 41 5.27

等級 1級 2級 3級 療育手帳保持 合 計

男性 15 8 0 2 25

女性 10 3 1 2 16

計 25 11 1 4 41
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③一1年 齢別(施 設入所支援、入所生活介護) 平成24年3月31日 現在

年齢 29歳 以下 ～39歳 ～49歳 ～59歳 60歳 以上 合 計

男性 0 3 4 13 28 48

女陸 1 2 2 7 20 32

計 1 5 6 20 48 80

③一2年 齢別(通 所生活介護) 平成24年3月31日 現在

年齢 29歳 以下 ～39歳 ～49歳 ～59歳 60歳 以上 合 計

男性 1 9 4 2 9 25

女陸 2 4 4 2 4 16

計 3 13 8 4 13 41

④一1主 たる障害名別(施 設入所支援、入所生活介護) 平成24年3月31日 現在

障 害 名 男 性 女 性 合 計

視覚障害 2 5 7

体幹機能障害 3 4 7

下肢機能障害 2 2

痙1生麻痺 2 2

脳血管障害 13 7 20

頸椎損傷 6 6

脳1生麻痺 11 10 21

水頭症 1 1

べ一チェット症候群 1 1

両耳全聾 ・唖 1 1

脊髄刀脳変1生症 1 1

四肢機能障害 1 1

上下肢機能障害 4 1 5

網膜色素変1生症 1 1

筋 ジス トロフィー 1 1 2

パーキンソン 1 1

慢性関節リウマチ 1 1

計 48 32 80
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④一2主 たる障害名別(通 所生活介護) 平成24年3月31日 現在

障 害 名 男 性 女 性 合 計

脳性麻痺 4 6 10

脳血管障害 5 5

頭部外傷 5 5

脳挫傷 1 1

パーキンソン 1 1

モヤモヤ病 2 2

多発性硬化症 1 1

関節 リュウマチ 2 2

知的障害 3 2 5

糖尿病 1 1

CRDP 1 1

頸椎損傷 2 2

両下肢機能障害 1 1

慢性肺動脈血栓 1 1

慢性肝不全 1 1

脳出血後後遺症 1 1

進行性脊椎性筋萎縮症 1 1

計 25 16 41

4.入 浴

毎週5回(月 ・火 ・木 ・金 ・土)一 般浴 ・機械浴(施 設入所支援、入所生活介護)

毎週5回(月 ・火 ・水 ・木 ・金)機 械浴(通 所生活支援)

5.送 迎(通 所生活介護/福 祉有償運送 による)

・リフ ト付車輌 にて、基本的に自宅玄関か ら施設までの送迎 を実施 しま した。

〈車輌運行状況 〉

23年 度

総運行日数 267日

総距離 43370km

輸送延人員 5902人

6.職 員関係

1)職 員研修

職員の研修 については、県及び東海北陸地区 ・全国身体障害者療護施設 協議会等の

行 う職種研修 に参加 させ、研修者 は研 修終了後他の職員に対 し研修報告 を行い利用者

へのサー ビス向上に寄与 しま した。

2)法 人内部研修

新規採用職員研修(合 同研修)・ 新規採用職員研修(実 務研修)・ 理事長研修

中途採用職員研修 ・職員接遇マナー研修 ・産業医研修 ・交通安全講習会

上記の研修の他、外部研修に も参加 し利用者へ のサー ビス向上、職員の知識 向上に寄

与 しま した。

7.非 常災害対策訓練の実施状況

非常災害対策訓練 は事業計画 にもとづき実施 しま した。避難訓練は毎月行 いその他

に初期消火 ・避灘誘 導 ・救急救護(応 急手 当 ・心肺蘇生)・ 夜間緊急職 員召集 訓練 ・

職員火災器具操作研修等をを行いま した。

8。 実習 生 ・ボ ラ ンテ ィア ・施 設見 学者

実 習 生1人 ボランテ ィア1人 施設見学者 人

富士宮東高校111 サ マ ー シ ョー ト11 36

:
膏

ジャ トコ83・32



9.平 成23年 度年 間事業実施報告

.月 施 設 行 事 施 設 会 議

1.日 中活動(書 道 ・スポー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画会) 1.各 種会 議

4 2,外 出(自 由旅 行 ・個 別外 出)3.防 災 訓練 (主任会議 ・行事 打合せ ・給食

4.誕 生 会 ・喫茶5.バ イ キ ン グ6.懇 話 会 会議 ・職 員会 議 ・現場研 修会

7.保 護 者 会 総会8.お 好 み 給食9.昼 の集 い ・サー ビス担当者会議)

月 10,雛 祭 り11.PT体 操12.花 見 2,各 種委員会

(衛生 ・感染 症対策 ・リスクマ

ネ ジメ ン ト・身 体拘 束廃止 ・

虐 待 防止 権利擁 護 ・マナ ー向

上 ・メ ンテナ ンス ・交通 安全

・広報 ホー ムページ)

1.日 中活 動(書 道 ・スポ ー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画 会) 1,各 種 会議

5 2.外 出(自 由旅 行 ・個 別外 出)3.防 災 訓練 2.各 種委員会

4.誕 生 会 ・喫 茶5.バ ー ベ キ ュ ー6.懇 話 会

7.お 好 み 給 食8.昼 の集 い9,PT体 操

.月 10,遠 足(サ フ ァ リパ ー ク)

1,日 中活動(書 道 ・スポー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画会) 1.各 種会 議

6 2.外 出(自 由旅 行 ・個 別 外 出)3,防 災訓 練 2.各 種委員会

4.誕 生会 ・喫茶5.バ イ キン グ

6.懇 話 会7.お 好み 給食8.昼 の集 い

月 9.PT体 操10.遠 足(サ ファ リパ ー ク)

11,カ ラオ ケ大 会

1.日 中活 動(書 道 ・ス ポー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映 画会) 1.各 種 会 議

7 2.外 出(自 由旅行 ・個 別 外 出)3.防 災訓 練 2.各 種委員会

4.誕 生会 ・喫 茶5.懇 話 会6.開 設 記 念 祭

7.お 好 み給 食8.昼 の集 い9.PT体 操

月

1.日 中活 動(書 道 ・スポ ー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映 画会) 1.各 種 会議

8 2.外 出(自 由旅 行 ・個 別外 出 ・ナ イ ト居 酒 屋) 2.各 種委員会

3.防 災訓 練4.誕 生会 ・喫 茶5,バ イ キ ン グ

6.懇 話会7,お 好 み給食8.昼 の集 い

月 9.PT体 操10.施 餓 鬼供 養i11,七 夕

1.日 中活動(書 道 ・スポー ツ ・創作 ・カ ラオ ケ ・映 画会) 1.各 種 会議

9 2.外 出(自 由旅 行 ・個 別 外 出)3.防 災 訓練 2.各 種委員会

4.誕 生 会 ・喫茶5,バ イ キ ン グ6.懇 話 会

7.施 設 内外 清掃8。 お好 み給食9,昼 の集 い

,目 10,PT体 操
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9.平 成23年 度年間事業実施報告

月 施 設 行 事 施 設 会 議

1,日 中活 動(書 道 ・スポ ーツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画 会) 1,各 種 会議

10 2.外 出(自 由旅 行 ・個 別 外 出)3.防 災 訓練 2,各 種委員会

4.誕 生 会 ・喫 茶5.懇 話 会6.ス ポ ー ツ大会

7,お 好 み給 食8.昼 の集 い9.PT体 操

.月 10,遠 足(富 士川 楽座)

1,日 中活 動(書 道 ・ス ポー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画会) 1.各 種会 議

11 2.外 出(自 由旅 行 ・個別 外 出 ・シ ョッ ピン グ) 2.各 種委員会

3,防 災訓練4.誕 生 会 ・喫茶5,バ イ キ ング

6.懇 話 会7.お 好 み 給食8.昼 の集 い

.月 9.PT体 操

1.日 中活 動(書 道 ・スポ ー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画 会) 1,各 種 会議

12 2.外 出(自 由旅 行 ・個別 外 出)3.防 災 訓 練 2.各 種委員会

4.誕 生会 ・喫 茶5.ク リスマ ス会6.餅 つ き

7.懇 話会8.す す 払 い9.お 好 み 給食

.月 10.昼 の集 い11.PT体 操

1.日 中活 動(書 道 ・ス ポー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画 会) 1.各 種会 議

1 2.外 出(自 由旅 行 ・個別 外 出 ・ナイ ト居 酒 屋) 2,各 種委員会

3.防 災訓 練4.誕 生会 ・喫 茶5.バ イ キ ング

6.新 年 会7.懇 話会8.ど ん ど焼 き

.月 9.お 好み 給食10.昼 の集 い11.浅 間大 社 豆 ま き

12.PT体 操

1.日 中活動(書 道 ・スポ ー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映 画会) 1,各 種 会 議

2 2.外 出(自 由旅行 ・個 別 外 出)3.防 災訓 練 2.各 種委員会

4.誕 生会 ・喫 茶5.バ イ キ ン グ6.お 好 み 給食

7.懇 話 会8.昼 の集 い9.PT体 操

月 10.い ち ご狩 り

1.日 中活 動(書 道 ・スポー ツ ・創 作 ・カ ラオ ケ ・映画 会) 1.各 種 会議

3 2.外 出(自 由旅 行 ・個別 外 出)3.防 災 訓練 2.各 種委員会

4.誕 生 会 ・喫 茶5.バ イ キ ン グ6,懇 話会

7.施 設 内外 清 掃8.お 好 み 給 食9.昼 の集 い

月 10.PT体 操11.い ち ご狩 り
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平成23年 度

事業実績報告書

社会福祉法人 富士厚生会

障害者短期入所事業 三和荘



事業所名 シ ョー トステイ三和荘

1.事 業 実 績 報 告

平 成23年 度 は新 規 の利 用 者 様 も増 加 し、 ま た、 三和荘通 所系生活 介護 を利 用

されて い る利 用者様 の利 用 も安 定 を保 ち、稼働 率 が前年 度 を上回 る結果 とな りま

した。

今 後 もご家族様 との連携 を密 に し新規利 用者様 、 リピー ターの確保 を図 ってい

きたい。

2,施 設利用者状況

ア、年間利用者延人員数150人

イ、年間利用 日数1152日

ウ、稼働率56.7%(前 年比+14.7%)

エ、年間利用市町 富士宮市 ・富士市

3.月 別男女別利用状況 ・日数

4月 5月 6月 7月 8.目 9月

人員 日数 人員 日数 人員 日数 人員 日数 人員 日数 人員 日数

男性 8 44 9 65 11 75 11 68 12 81 13 98

女性 2 33 2 23 2 36 3 14 1 26 1 30

計 10 77 11 88 13 111 14 82 13 107 14 128

10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

人員 日数 人員 日数 人員 日数 人員 日数 人員 日数 人員 日数 総人員 総 日数

11 104 11 77 11 93 9 90 9 64 10 69 125 928

2 11 1 5 2 5 2 6 4 16 3 19 25 224

13 115 12 82 13 98 11 96 13 80 13 88 150 1152
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4,障 害程度 区分 ・障害等級

区分 区分6 区分5 区分4 区分3 区分2 区分1 合 計

男性 7 1 3 2 3 0 16

女性 5 0 1 0 0 0 6

計 12 1 4 2 3 0 22

等級 1級 2級 3級 合 計

男性 11 4 1 16

女性 4 2 0 6

計 15 6 1 22

5.年 齢 別

年齢 29歳 以下 ～39歳 ～49歳 ～59歳 60歳 以上 合 計

男性 1 5 3 2 5 16

女性 0 3 2 1 0 6

計 1 8 5 3 5 22

6.障 害名 別

障 害 名 男 性 女 性 合 計

脳 性 麻 痺 6 4 10

頭 部 外 傷 2 0 2

頸 髄 障 害 2 0 2

脳 挫 傷 2 0 2

糖 尿 ・狭 心 症 ・高 血 圧 1 0 1

パ ー キ ン ソ ン 病 1 0 1

慢性炎症性脱髄性多発神経炎 1 0 1

脳 血 管 障 害 1 0 1

モ ヤ モ ヤ 病 0 1 1

両 下 肢 機 能 障 害 0 1 1

計 16 6 22
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平成23年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

障害者支援施設 くぬぎの里



障害者支援施設 くぬぎの里

平成23年 度 は、 くぬ ぎの里 は障害者 自立支援法での運営あ り、サービス事業内容 として、

生活介護、施設入所支援での運営 とな ります。

利用者様の生活面におきましては、長期入院もなく、退所者も3名 と安定 した年 であ りま

した。

また、富士厚生会全体を通 して、研修の充実(理 事長研修 、産業医研修、喀疾 吸引研修、接

遇マナー研修)に おいて職員 の質 の向上 につ なが り、質の高いサービス提供が出来、新体系移

行において良い成果が表れてお ります。

全国的にインフルエンザが蔓延いた しま したが、施設内での感染症対策の徹底にて集団的感

染はあ りませんで した。

東北地方太平洋沖地震、県東部地震で、当施設にも被害がでてお りましたが、国県補助金等

により建物の修繕 も完了いたしました。施設での防災の徹底 を計 り防災意識の向上に努めます。

介護職員に対 して 「介護職員処遇改善交付金、福祉人材 の処遇改善助成金」の申請、他

職員に対 しましても富士厚生会 としての給与改定においての配慮があ り、全職員働 く中での活

力 とな り、積極的な事業運営の実践を し、良い結果につながったと感 じてお ります。
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入所支援
(1)定 員50名

年間利用者延人員数18,067人1ヶ 月平均利用者数49,4人

年間利用者率98.72%

※亡 くな られたことによる退所2件 措置変更による退所1件 入所3件

1、 施設利用者状況

(2)市 町別利用状況(平 成24年3.月 末 日)

市町 男性 女性 計

富士市 12 9 21

富士宮市 4 2 6

沼津市 6 6 12

御殿場市 2 0 2

静岡市(葵 区) 1 0 1

三島市 1 0 1

伊東市 0 1 1

伊豆市 1 1 2

伊豆の国市 1 1 2

函南町 1 0 1

清水町 1 0 1

合計 30 20 50

(3)年 齢別

年齢 ～39歳 ～49歳 ～59歳 ～69歳 70歳 以上 計

男性 1 3 7 15 4 30

女性 0 6 8 3 3 20

計 1 18 15 18 7 50

平均年齢 男性60,2歳

女性56.3歳

最年少者32.8歳

最年少者41.6歳

最高齢者74歳

最高齢者73歳

平均58.3歳

(4)障 害程度区分別

区分 3 4 5 6 計

男性 2 3 9 16 30

女性 1 3 4 12 20

計 3 6 13 28 50
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(5)障 害等級

等級 1級 2級 3級 4級 計

男性 21 9 0 0 30

女性 11 6 2 1 20

計 32 15 2 1 50

(6)障 害名別

障害名 男性 女性 計

肢体 5 4 9

機能 障害(体 幹 ・上肢 ・下肢) 7 3 10

脳血管 10 7 17

脳性麻痺 7 4 11

視覚 ・聴覚 ・言語 0 2 2

リウマ チ ・パ ー キ ン ソ ン 1 0 1

脊髄障害 1 0 1

計 31 20 51
※重複者あり

3.受 診 、入院の状況

(1)月 別受診人数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

男性 9 13 12 16 8 12 9 13 9 18 9 10 138

女性
6 8 3 2 2 5 3 5 3 4 2 11 54

計 15 21 15 18 10 17 12 18 12 22 11 21 192

(2)受 診科別年間受診人数

内科 外科

整形外科

神経科 泌尿器科 耳鼻科 眼科 歯科 皮膚科 その他 計

男性 16 23 33 47 3 7 5 5 2 141

女性
15 3 21 0 5 1 8 1 2 56

計 31 26 54 47 8 8 13 6 4 197
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(3)月 別入院者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

男性 0 0 0 0 0 0 0 O O 0 1 1 2

女性 1 3 2 1 0 0 O O 0 1 1 1 10

計 1 3 2 1 0 0 0 0 0 1 2 2 12

1.(1)平 成23年 度事業実施状況

月 施設行事 月 施設行事

4

月

・外出行事(小 グルー プ外出 ・花見)・ 雛祭 り 10

月

・外出行事(小 グループ外出)・ 運動会

・富士市作品展見学

5

月

・外出行事(小 グルー プ外出)・ 端午の節句

・監事監査

11

月

・外出行事(小 グルー プ外出)

・開設記念

6

月

・外出行事(小 グルー プ外出 ・バス ドライブ)

・県障害者スポー ツ巡回指導

12

月

・外出行事(小 グループ外出)

・ク リスマス会 ・鍋パーティー

・正月準備(門 松作 り、餅つき、すす払い、正月飾 り)

7

月

・外出行事(小 グルー プ外出 ・バス ドライブ)

・納涼祭

1

月

・外出行事(小 グルー プ外出)

8

月

・外出行事(小 グルー プ外出) 2

月

・外出行事(小 グルー プ外出)

9

月

・外出行事(小 グルー プ外出 ・ぶ どう狩 り)

・彼岸

3

月

・外出行事(小 グルー プ外出)

・苺狩 り

◎ 月1回 の 定 例 行 事
・主任会議 ・職員会議、現場研修会 ・給食会議 ・感染症、食中毒対策委員会
・懇話会 ・誕生会 ・防災訓練

・モーニングサー ビス ・ランチサー ビス ・選択メニュー ・お好み給食

その他
・珈瑳シ ョップ:3回/月
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生活介護

◎ 学習 ・映画 :利 用者 の達成感 を感 じていただ くと同時に、集中力 ・面 白さの発見、

脳の活性化 を目的とす る。

活 動 内容:書 道 、脳 トレ(漢 字 ・計 算 ・四字 熟 語 ・こ とわ ざ等)、 間違 い探 し、

パ ズル 、 ク ロス ワー ド。 土曜 ・日曜 ・祝 日の午 後 、 デ イ ル ー ム にて

レ ンタル ビデ オ を借 りて き た ビデ オ の上 映 。

◎ 創作活動:作 り上 げてい く楽 しさ、面 白さ、達成感を体験 していただき、

利用者同士、職員 とのコミュニケーションをはかる機会を増やす。

1つ の作品 を利用者全員で作 るこ とにより、団結力を高める。

手先、指先 を使 うことによる運動。

活動内容 :季 節行事 に応 じた作 品づ くり、 ぬ り絵、折 り紙、パズル作 り

紙相撲

◎クラブスポーツ:PT、OTと 連携 を と りなが ら、残存機 能 の維持 ・向上をはかる。

障害者でも、気軽にできるスポーツを実施 し、体力作 り

コミュニケーシ ョン機会の増幅 と新陳代謝の促進 ・ス トレスの蓄積予防

を目的とす る。

活動内容 :風 船 バ レー 、輪 投 げ、 体 操 、 的 当て 等

◎カラオケ :大 き な声 を 出す こ とに よ り、 ス トレス の 発 散 、 心 身 の リフ レッ シ ュ と

職 員 、利 用 者 間 での コ ミュニ ケ ー シ ョン の 向上 の場 とす る。

活動内容 :通 信 カ ラオケを使 用 して、懐 メロ等を歌 う。

◎全体 リハ :個 別 リハ とは別 に、 月 ・火 ・木 ・金 の午 後 、 デ イ ル ー ム にて 開催 。

:全 体 で運動 を した り、発 声練習 を機能訓練 として行 う、また、間違い探 し

などの頭の体操を行 う。
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平成23年 度

全体 リハ カラオケ 創作活動 スポー ツ 学習 ・映画

4月 387 67 90 115 398

5月 257 71 175 112 340

6月 470 62 270 37 308

7月 384 14 157 0 250

8月 474 5 131 18 362

9月 321 73 76 80 320

10月 350 42 66 172 340

11月 363 25 115 38 371

12月 233 39 201 10 348

1月 244 47 167 97 424

2月 309 7 73 97 322

3月 213 52 37 9 214

※人数は延べ人数 単位:人

5.日 中一時支援事業状況

日中一時支援事業 は障害児及び障害者の 日中における活動 の場を確保 し、障害児(者)の 家族

の就労支援並びに一時的な休息を 目的として実施する。

(1)本 事業 を実施す るに至 った経緯

養護学校 中等部在学中の障害児 のご両親 より、入浴で利用 してい る事業所に人数制限 を

かけ られて しまい、今後利用できな くなってしま う為、入浴の場を提供 して頂けないか

との相談があ り、H20年 度 よ り富士市 と日中一時支援委託契約 を結ぶこととなる。

(2)利 用者15歳 日中一時支援における障害程度区分s2(最 重度)

入浴 目 毎週月 ・木曜 日15:15～(特 別支援学校 が15:00に 終わる為)

(3)利 用(入 浴)状 況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

延べ人数

(人)
7 8 6 0 9 5 4 2 0 0 0 O 41
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2.職 員研修

◎内部研修

H2311月11日

H2311月28日

H2312.月20日

H241月26日

H242,月24日

H243.弓22日

15日18日 産 業 医研 修(物 忘 れ)

29日H241.月16・17日2月20・21日3.目12・13日

職 員接 遇 マナ ー研修(女 性 職員)

中堅職 員研 修

28日29日 産 業 医研 修(ス トレスにつ い て)

職 員接 遇 マナ ー研 修(男 性 職員)

喀疾吸引研修

◎外部研修

H236月21日 富士給食協会衛生管理講話

H239月8・9日 東海北陸施設職員研究大会(岐 阜県)

H23年 度 静岡県QOL委 員会(年4回)

H23年 度 富士地区相談員連絡会(年4回)

上記の法人内部研修の他、様 々な外部研修 にも参加 し利用者の処遇改善、職員の知識 向上 に寄与 しま した

7.非 常災害対策訓練の実施状況

非常対策訓練は事業計画に基づき実施致しました

4月 5月 6月 7月 8月 9月

火災を想定 した

避難訓練

火災を想定した

避難訓練

消火設備の講習

職員研修

火災を想定 した

避難訓練

職員研修(消火器使用)

火災を想定した

避難訓練

火災を想定した

避難訓練

東海地震を想定した

避難訓練

炊き出し訓練

消防届け出

10月 11月 12月 1月 2月 3月

火災を想定 した

避難訓練

夜間想定訓練

火災を想定した

避難訓練

法人招集訓練

火災を想定 した

避難訓練

火災を想定した

避難訓練

火災を想定した

避難訓練

火災を想定した

避難訓練

消防届け提出

8.実 習生受 け入れ状況

①福祉 系大学、高校 の実習受け入れ

富士宮東高校1年 生3名 ×3日 間、2年 生10名 ×5目 間

②介護体験

鷹 岡中学2年 生4名 ×2日 間

③ボランティア

サマーシ ョー トボランテ ィア1名 ×5日 間
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平成23年 度 面会記録

氏名 回数 続柄 氏名 回数 続柄

1 楕松 隆司 58 妻 子 孫 兄 姉 28 吉田 秀雄 2 兄

2 有村 優 29 渡辺 昭 16 弟 妹

3 安藤 博康 11 妻 子 30 渡辺 基未 27 義母 妻 姉

4 遠藤 佳範 8 姉 31 梅原すえみ 2 姉

5 大島 俊博 3 弟 32 岡野 広美 6 母 兄 姉

6 大平 理 1 妻 33 長田 道子

7 荻野 芳秀 11 父母 姉 34 小田 保子

8 加藤 修一 4 妹 35 角田 孝子 7 弟

9 斉藤 学 9 弟 36 兼子 春美 6 妹

10 杉山 貞之 41 母 妹 37 斉藤 瑠美

11 鈴木 章文 38 佐田 和美

12 鈴木 純一 8 姉 39 庄司 美智代 3 夫 息子

13 鈴木 幹夫 1 兄 40 杉山志奈子 2 兄 妹

14 鈴木 保彦 1 友人 41 高橋かずえ

15 関上 等 42 丹治 和美

16 瀬戸 達文 1 姉 43 中西久美子 3 弟

17 竹田 清巳 12 姉 妹 44 藤田ゆみ子 4 兄

18 富樫秀太郎 12 母 45 森 敬子 6 夫

19 中村 清 1 義兄 46 米山 明子 9 妹

20 中山和市郎 47 米山 雅子 9 妹

21 萩原 正明 8 母 姉 48 渡辺 幸子 42 夫 子

22 羽田 剛 49 渡辺 三奈 1 兄

23 増田 博 18 後見人 友人 50 渡邊真由美 62 夫 子 父 母 兄

24 増田 博 18 後見人 友人

25 望月 忠 石崎 和代 7 姉 姪

26 山本 政則 1 姉 野崎麻知子 62 夫 子 父 母 兄

27 山本 守 4 姉 望月つる子
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平成23年 度 年間行事食

行 事 メ ニ ユ ー

4月 ひな祭 り ・ ち ら し寿 司 ・白和 え ・あ さ り汁 ・フル ー ツ ポ ン チ

お花見弁当 ・ 桜 ご飯 ・唐揚 げ ・鮭の塩焼 き ・春雨サ ラダ ・がん もと春野

菜 の煮付 け ・漬物 ・フルー ツ

誕生会 ・ 炊 き お こわ ・刺 身 盛 り合 せ ・茶 碗蒸 し ・豚 汁 ・フル ー ツ

・ 月1回 外 注

お好み給食 ・A 、 ね ぎ とろ丼B,牛 丼

選 択 メ ニ ユー ・ 月3回(コ ー ヒー又 は紅 茶 、緑 茶 とお菓 子)
o

コ ー ヒ ー シ ョ ッフ

5月 端午の節句と新茶 ・ ミニ た い焼 き と新 茶(コ ー ヒー シ ョ ップ に て 提 供)

誕生会 ・ 茶飯 ・ひ じき と桜 えび のかき揚 げ ・ゴマ和 え ・味噌汁 ・フ

ル ー ツ

お好み給食 ・ 月1回 外 注

選択 メニユー ・A ,チ キ ンカ ツB,鯵 フ ライ

ランチサー ビス ・ 主食 又は汁物 おかわ り自由(月2回)

お楽しみ食事会 ・鉄板で富士宮焼そば

コー ヒー シ ヨ ツプ ・ 月3回(コ ー ヒー 又 は紅 茶 、緑 茶 とお菓 子)

6月 誕生会 ・ 三色 ち らし寿司 ・里芋 そぼ ろ煮 ・そば椀 ・フルー ツ

選 択 メ ニ ュ ー ・A ,ト ンカ ツB,鯖 の 味 噌煮

お好み給食 ・ 月1回 外 注

ランチサー ビス ・ 主食 又 は汁物おかわ り自由(月2回)

コー ヒー シ ヨツプ ・ 月3回(コ ー ヒー 又 は 紅茶 、 緑茶 とお菓 子)

衛生講話 食中毒 ・感染症や手洗いの講話
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7月

8月

9月

10

月

七夕(誕 生会)

お好 み給食

土用の丑の 日

選択 メニ ュー

ランチサー ビス

コー ヒー シ ヨツプ

くぬ ぎの里 ・納涼祭

誕生会

選択 メニュー

ランチサー ビス

コー ヒーシ ョッフ

お楽 しみ食事会

非常食 体験

誕 生会

選択 メニ ユー

ランチサー ビス

コー ヒー シ ョッフ

十五夜

誕生会

ランチサー ビス

コー ヒー シ ョッフ

運動会お楽 しみ食事会

選択 メニユー

お好 み給食

・ 七 夕そ うめん ・てんぷ ら ・漬物 ・水 よ うかん

・ 月1回 外 注

・ 鰻 ひつまぶ し ・小松菜 お浸 し ・鰻肝吸い ・フルー ツ

・A ,か つ丼B,さ んま蒲焼 き丼

・ 月2回(主 食 又は汁物おかわ り自由)

・ 月3回(コ ー ヒー又は紅茶 、緑茶 とお菓子)

・ 宮崎名物 肉巻お にぎ り・富士宮焼そば ・そ うめん ・焼 き鳥 ・

フライ ドポテ ト ・アイス ク リーム

・赤 飯 ・て んぷ ら ・冷 し茶 碗 蒸 し ・漬 物 ・フル ー ツ

・A ,ハ ンバ ー グB,煮 魚

・ 月2回(主 食 又 は汁 物 お か わ り自 由)

・ 月3回(コ ー ヒー 又 は紅 茶 、 緑 茶 とお 菓 子)

・ 冷 し麺 の バ イ キ ン グ ・お に ぎ り ・フル ー ツ ゼ リー

・ レ トル トご飯 ・魚 缶詰 ・味噌汁

・ ち らし寿司 ・花 しゅまい ・す ま し汁 ・フルー ツ

・A ,鶏 唐揚 げ南蛮漬 けB,鯵 の南蛮漬 け

・ 月2回(主 食又 は汁物おかわ り自由)

・ 月3回(コ ー ヒー又 は紅茶、緑茶 とお菓子)

・ お月見まん じゅ う

・ 鉄 火 丼 ・高 野 煮 ・お 浸 し ・味 噌 汁 ・フル ー ツ

・ 月2回(主 食 又 は汁 物 お か わ り自 由)

・ 月3回(コ ー ヒ・一・・…又 は紅 茶 、 緑茶 とお 菓 子)

・ 鉄 板 焼 き と富 士 宮焼 そ ば ・豚 汁 ・フル ー ツ

・A ,カ ップ ラー メ ンB,カ ップ焼 そ ば

・ 月1回 外 注
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11

.月

12

月

1月

開設記念祝 い膳

非 常食体験

誕 生会

選択 メニユー

お好 み給食

コー ヒー シ ヨツプ

ラ ンチサー ビス

開設 記念&ク リスマ ス会

誕 生会

冬至 ・ランチサー ビス

餅 つ き

大晦 日 ・年越 しそば

年 忘れ鍋パ ーティ

お好 み給食 ・選択 メニ ュ

コー ヒーシ ヨツプ

おあ とそ ・おせ ち料理

七草粥

誕 生会

繭玉作 り ・どん どん焼 き

選択 メニ ユー

お好み給食

コー ヒー シ ヨツプ

ランチサー ビス

牛 ステーキ ・サ ラダ ・スープ ・和菓子 ・紅 白饅 頭

レ トル トご飯 ・さんま蒲焼 き缶 ・味噌汁

鮪 丼 ・豆腐 あんかけ ・しじみ汁 ・杏仁 豆腐

A,鶏 肉ときの こホイル焼 きB,鮭 ときの こホイル焼 き

礎

・ 鮪 解 体 シ ョー ・ク リスマ ス メ ニ ュー
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2月

3月

節分

誕生会

選択 メニユー

ランチサー ビス

お好み給食

コー ヒー シ ヨツプ

誕生会

お楽 しみ食事会

お好 み給食

コー ヒー シ ョッフ

ランチサー ビス

春 のお彼岸(ぼ た餅)

(コー ヒー シ ョップにて

提供)

・恵方巻 ・豆 まき

懸織
・ ち ら し寿司 ・大根そ ぼろ煮 ・味噌汁 ・フルーツ

・ 鉄板焼 き

誕 生会 … 月1回

お 好 み 給 食 … 月1回 外 注

ラ ンチサ ー ビス … 月2回

コー ヒー シ ョ ップ … 月3回

(主食 又は汁物 おかわ り自由)

(コー ヒー又 は紅茶 、緑茶 とお菓子)
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く ぬ ぎ の 里

嗜 好 調 査

平成23年12月25日 ～平成24年1月16日

1・ 朝食 は、パ ン とご飯 では どち らが よいです か?

パ ン ご飯 どち らで も

2・ どのよ うなおかず が好 きです か?

3・ 料理 の味付 けは ど うです か?

薄 い 濃 い 丁度 良い

4・ お かず の量 は ど うです か?

少 ない 多い 丁度 良い

あ りが と うございま した。
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平成23年 度 嗜 好 調 査 結 果

平成23年 度 、嗜好調査 を行 ない ま した。

実施 日:平 成23年12.月25日 ～ 平成24年1月16日

対象者:く ぬぎの里入所者

男性 ・30名

30代 ～1名

40代 ～3名

50代 ～9名

60代 ～13名

70代 ～4名

女性 ・20名

40代 ～5名

50代 ～8名

60代 ～4名

70代 ～3名

調査方法:聞 き取 り(担 当職員 の協力)

調 査 内容:

1・ 朝食 はパ ン とご飯 、 どち らがい い です か。(パ ン、 ご飯 、 どち らで も)

2・ どの よ うなお か ず が 好 きで す か。(魚 介 類 、肉i類、野 菜 類 、な んで も好 き)

3・ 料理 の 味付 け は ど うです か。(薄 い 、 濃 い 、 丁度 良 い)

4・ お かず の量 は ど うです か。(少 な い、 多 い 、 丁度 良 い)
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1・ 朝食はパンとご飯 とどちらがいいですか?

パ ン ご飯 どちらでも

男 性:40代 ～1名

50代 ～4名

60代 ～6名

70代 ～2名

回答 な し …50代 ～1名

30代 ～1名

40代 ～1名

50代 ～3名

60代 ～3名

雑 炊一50代 ～1名

60代 ～1名

60代 ～4名

40代 ～1名

50代 ～1名

70代 ～2名

女 性:40代 ～4名

50代 ～6名

60代 ～2名

70代 ～2名

40代 ～

50代 ～1名

60代 ～ な し

回 答 な し …40代 ～1名60代 ～2名

40代 ～ な し

50代 ～ な し

60代 ～ な し

70代 ～1名

70代 ～1名

男性、女性共にパン食を好む(希 望す る)方 が多 くい ま した。

理 由を聞いた ところ、①以前から朝食はパンだった、②テ レビで もパ ンを食べ

ている、③美味 しいか ら、④朝はパ ンで昼夕はご飯か麺類が食べたい … な

どの回答が聞かれました。

年代的に朝食はご飯(米)を 好 むのでは?と 思 われ ていた、60代 ～70代 の

男女 の利用者様 に も多 くみ られ ま した。年代 を通 して朝食 には 「パ ン」が定番

になりつつあるので しょうか。

今では、パ ンメーカー もマーガ リン入 りのバター ロール、胚芽入 り食パン(バ

ター ロール)な ど、美 味 しいパ ンが数多 く販売 されています。 くぬぎの里も1

週 間の内の水 、土、 日曜 日がパ ン食になっていますが、朝食のパンの回数を増

や していきたい と思います。
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2・ どのよ うなおかずが好きですか?

魚介類

男性:50代 ～1名

70代 ～2名

肉類

30代 ～1名

40代 ～2名

50代 ～4名

60代 ～3名

70代 ～2名

野菜類

50代 ～2名

60代 ～2名

回答 な し …50代 ～1名60代 ～4名

みんな好き

40代 ～1名

50代 ～1名

60代 ～4名

女 性:40代 ～1名

50代 ～1名

70代 ～1名

40代 ～3名

50代 ～5名

60代 ～1名

70代 ～1名

60代 ～1名 50代 ～2名

回答 な し …40代 ～1名60代 ～2名70代 ～1名

どの年代を通 しても、魚類 より肉類を好む結果がでま した。

魚類では、鮪刺身、塩鮭、鯵 ・ホ ッケの干物、鯖の煮付 けが好まれています。

肉類 は、豚肉(生 姜焼 き)、 鶏 肉(ソ テー、唐 揚 げ)、 牛 肉(牛 丼)な どこのま

れています。
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3・ 料理の味付 けはどうですか?

薄い 濃い 丁度良い

男性:30代 ～1名

40代 ～2名

50代 ～3名

60代 ～3名

70代 ～3名

回答 な し ・ ・

40代 ～1名

・50代 ～1名60代 ～5名

50代 ～5名

60代 ～5名

70代 ～1名

女 性:40代 ～1名

50代 ～4名

70代 ～1名

回答 な し …40代 ～2名60代 ～2名

40代 ～2名

50代 ～4名

60代 ～2名

70代 ～1名

70代 ～1名

女性利用者様 より、男性利用者様の方が 「味が薄い」の回答が多く聞かれまし

た。今まで調味料(醤 油 、 ソース)を 自由に使 っていた ものを廃 止 し、昨年夏

前 より調味料は厨房でかけ提供するようにな りま した。使用 している方は、ほ

とんどが男性の利用者様で した。味がっいていても、「この料理には醤油をかけ

る!醤 油 をか けない と味が薄い」が習慣ついて しまっているのではないのでし

ようか。
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4・ おかず の量 は ど うです か?

少ない 多い 丁度良い

男性 ・40代 ～1名

50代 ～3名

60代 ～2名

70代 ～1名

60代 ～2名

70代 ～1名

回頭 な し …50代 ～1名60代 ～5名

30代 ～1名

40代 ～2名

50代 ～5名

60代 ～4名

70代 ～2名

女性 ・40代 ～2名

50代 ～1名

60代 ～1名

70代 ～1名

50代 ～1名 40代 ～1名

50代 ～6名

60代 ～1名

70代 ～1名

回答 な し …40代 ～2名60代 ～2名70代 ～1名

全体で12名 の方 が少 ない と回答 があ りま した。体格等に関係なく 「少ないよ

～」 と言われる方 もいま した。また 自分の好きなおかずの時は、たくさん食べ

たい、肉や刺身 もたくさん食べたい … との回答があ りました。

今回も利用者様 より、いろいろな回答をしていただきま した。

「パンが好き」とい う、利用者様か ら多 くの声がきかれましたので、これか ら

パン食の日を少 し増や していこうと計画 しい えいます。

献立作成や行事食等の参考にしていきたいと思います。
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平成23年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

シ ョー トステイ くぬぎの里



事業所名 シ ョー トステイ くぬぎの里

平成23年 度 の実績 として、年 間利用実人数806人 で あ り、昨年 を上回る稼働率 とな りま した。

新規の利用者 を各市町、センターを通 しての開拓 ・リピー ター としての利用者の定着であ り、全職員

による送迎サー ビスの効果の要因 と思われ ます。新年度 もますます の稼働率増加 に努 めてまい ります。

1.施 設利用者状況

ア、年間利用者数62人

イ、年間利用 日数806日

ウ、年間利用市町村 富士市、沼津市、富士宮市

2.月 別男女別利用状況 ・日数

4月 5,月 6月 7月 8月 9月

人員 日数 人員 日数 人員 日数 人員 日数 人員 日数 人員 日数

男性 3 69 4 75 3 50 3 46 2 36 1 30

女性 2 9 2 19 2 8 3 12 1 5 2 6

計 5 78 6 94 5 58 6 58 3 41 3 36

10月 11月 12月 1.目 2月 3月 合計

4 43 3 54 4 81 4 76 3 67 3 70 37 697

4 23 2 4 1 2 3 8 2 10 1 3 25 109

8 66 5 58 5 83 7 84 5 77 4 73 62 806
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3.障 害程度 区分

区分 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 合計

男性 0 1 3 1 2 3 10

女性 0 0 1 1 1 3 6

計 0 1 4 2 3 6 16

障害等級

等級 1級 2級 3級 その他 ※ 合計

男性 5 4 0 1 10

女性 4 1 1 0 6

計 9 5 1 1 16 ※精神2級 所持

4,年 齢 別

年齢 29歳 以下 ～39歳 ～49歳 ～59歳 60歳 以上 合 計

男性 1 0 4 3 2 10

女性 0 1 4 1 0 6

計 1 1 8 4 2 16

5,障 害名 別

障 害 名 男 性 女 性 合 計

機 能障害(上 肢 ・下肢 ・体幹) 2 1 3

脳血管 2 3 5

脳性麻痺 1 1 2

視 覚 ・聴 覚 ・言 語 2 0 2

リウマ チ ・パ ー キ ン ソン 1 0 1

脊髄障害 ・頸椎 ・腰椎障害 1 1 2

高次脳機能障害 1 0 1

計 10 6 16
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平成23年 度

事 業 実 績 報 告 書

社 会 福 祉 法 人 富 士厚 生 会

デ イ サ ー ビス セ ン ター くぬ ぎ の 里



事業所名 デイサー ビスセ ンター くぬ ぎの里

くぬぎの里デイサー ビス事業は、障害者 自立支援法の 「生活介護」 として運営 してまい

りま した。

利用者様の入所施設への移行等で減少す ることもあ りま したが、支援セ ンター、市役所

障害福祉課 を通 して新規利用者様 の契約にもいた り、年間を通 して安定 した運営ができま

した。

今後 も質 の高いサー ビス提供 をモ ッ トー に稼働率を高め、地域 に密着 したデイサー ビス

セ ンター として事業展開いた します。

1.利 用者状況

①障害程度区分 ・障害等級

区分 1 2 3 4 5 6 合 計

男性 0 3 7 5 2 1 21

女性 0 0 7 4 1 0 11

計 0 3 14 9 3 0 32

等級 1級 2級 3級 合 計

男性 12 7 1 21

女陛 6 4 1 11

計 18 11 2 32

②年齢別

年齢 29歳 以下 ～39歳 ～49歳 ～59歳 60歳 以上 合 計

男陸 0 1 8 6 5 21

女性 0 0 2 6 4 11

計 0 1 10 11 9 32

③障害名別

障 害 名 男 性 女 性 合 計

脳血管障害 13 9 23

キンジス トロフィー 1 1 2

頭部外傷 2 1 3

肴髄損傷 1 0 1

脳卜生麻痺 1 1 2

脊髄刀脳 変1生症 1 0 1

計 19 12 32
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2.本 年度事業 の実績

①基本事業

[機育旨回そ夏言川練]

平行棒 階段の昇降 立ち上が り

施設 内 ・中庭 ・屋上での歩行訓練 ・散歩

筋 カ トレーニ ング

[社会適応訓練]

年 月 日 行 事 名 実 施 内 容 参加人数

23.4.13 花見遠足 朝霧方面にて花見 10名

14 花見遠足 朝霧方面にて花見 6名

15 花見遠足 朝霧方面にて花見 9名

6.15 シ ヨツピング ジャスコ富士宮店にて買い物 9名

16 シ ヨツピング ジャスコ富士宮店にて買い物 11名

17 シ ヨツピング ジャスコ富士宮店にて買い物 9名

10.26 バ スハイク 沼津港にて買い物 11名

27 バ スハイク 沼津港にて買い物 6名

28 バ スハ イク 沼津港にて買い物 11名

11.23 シ ヨツピン グ アピタ吉原店にて買い物 10名

24 シ ヨツピング アピタ吉原店にて買い物 7名

25 シ ヨツピング アピタ吉原店にて買い物 10名

[厚生相談]

・車椅子 ・補装具の申請手続きの助言

・デイサー ビス利用問い合わせ

・その他 の福祉サー ビスの助言

[介護支援相談]

・家庭 における安全な介護 の基本

・家庭 での散歩時における歩行 中の注意点 ・障害の認識 について
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[ス ポ ー ツ ・レ ク リエ ー シ ョン]

年 月 日 行 事 名 実 施 内 容 参加人数

23.84 バーベキ ュー 屋 外 でのバーベ キュー 11名

5 バーベ キュー 屋 外 でのバーベ キュー 10名

6 バーベ キュー 屋外 でのバーベ キュー 11名

12.2 ク リスマ スツ リー ク リスマ スツ リーの飾 り付 け 8名

12 ク リスマ ス飾 り 飾 り花作 り 11名

13 ク リスマ ス飾 り 飾 り花作 り 9名

14 ク リスマ ス会 クリスマス会及び開設記念式典 10名

15 ク リスマ ス会 クリスマス会及び開設記念式典 11名

16 ク リスマ ス会 クリスマス会及び開設記念式典 8名

※ そ の他 、 トランプ 、オセ ロ、 カ ラオ ケ、 ボール 投 げ、 散歩 は 随時 実施 。

[健康相談]

看護士によるバイタル チェック ・ス トレッチ体操
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②創作的活動 … 材料の下準備補助、整合性確認 、創作補助

ジグソーパズル、スキルスク リーン スキルギャラリー ビー タッチアー ト

ティッシュケース ステ ン ドグラス ちぎり絵 絵描 き ビーズア クセサ リーな ど

こ噛
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創作的活動

22年 度 23年 度

総実人員 31 32

総延人員 1,860 1,880

創作活動内容割合
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③入浴サー ビス

状 況 男 性 女 性 合計

自 力 0 0 0

一部介助 7 2 9

全 介 助 9 6 15

16 8 24

・一般浴、機械浴 を実施 しま した

④給食サー ビス

状 況 男 性 女 性 合計

自 力 17 10 27

一部介助 3 2 5

全 介 助 0 0 0

計 20 12 32

・特別食をは じめ、キザ ミ食 、普通食 と各個人にあった昼食 を提供 しま した。

⑤介護 サー ビス

・日常生活 を送 る上での困難 な動作の介護(着 脱、食事、排泄、移動等)

・日常動作の改善のた めのア ドバイス

⑥送迎サービス

・リフ ト付車輌 にて、基本的に 自宅玄関か ら施設までの送迎サー ビスを実施 しま した。

〈車輌運行状況 〉

デイ リフ トバ ス リフ トバ ス その他の車輌

総運行日数 240日 240日 195日

総 距 離 18,531 16,220

輸送実人員

延人員

30 25 10

1,159 1,184 347
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3,日 課 表

時 間 内 容

9=00 利用者 迎え

10:00

10:30 バイ タル チ ェック ・ス トレッチ体操 ・入浴 サー ビス ・創作活動

12:00 昼食

13=00 創作活動 ・運動

14:30 おやっ

15:00 利用者 送り

4,利 用実績

22年 度 23年 度

機能回復訓練 総実人員 31 32

総延人員 2,263 2,288

社会適応訓練 総実人員 31 32

総延人員 2,263 2,288

厚生相談 総実人員 13 13

総延人員 38 38

介護支援相談 総実人員 31 32

総延人員 2,263 2,288

ス ポー ツ

レクリエーション

総実人員 31 32

総延人員 2,045 2,045

入浴サー ビス 総実人員 22 24

総延人員 1,421 1,497

給食サービス 総実人員 31 32

総延人員 2,263 2,288

介護サービス 総実人員 31 32

総延人員 2,263 2,288
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5.会 議及び研修

富士厚生会定例会(1回/月)

デイサー ビス職員会議(1回/月)

くぬぎの里職員会議 ・現場研(1回/月)

くぬぎの里主任会議 ・行事打ち合 わせ(1回/月)

指導員部会(1回/月)

在宅部会(1回/隔 月)

代表者部会(1回/隔 月)

6,非 常災害対策 訓練の実施状況

非常災害対策訓練は事業計画にもとづき実施 しま した。避難訓練は毎月行 いその他

に初期消火 ・避難誘導 ・救急救護(応 急手当 ・心肺蘇生)・ 夜間緊急職員召集訓練 ・

職員火災器具操作研修の内よ り必ず1項 目以上を行いま した。
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平成23年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

障害者生活支援センターくぬぎの里



平成23年 度 障 害 者 生 活 支 援 センター 〈ぬ ぎの里 相 談件数等 実績 報告 書

相談支援(指定相談支援事業所 くぬぎの里)として、身体障害の他、知的・精神等障害種別を問わない
相談支援を実施。
富士市との契約、県高次脳機能障害支援普及事業とも契約を致し、24時間365日 体制にて相談対応致
ました。
在宅福祉サービスの利用援助、社会資源の活用支援、専門機関との連携等々の他、障害程度区分認定1
の実施。
また、富士市障害者自立支援協議会・各研修会・連絡会・調整会議等への出席にて、担当職員の各地域
での位置づけが明確になり、相談支援機能の強化を図り、迅速且つ適切に対応致しました。

1 目談受理(対 応)件 数

経路 ・形態 身体障害重度心身障害知的障害 精神障害 発達障害 高次脳機能障害 その他 合計

富
士
市

来所(面 接) 5 11 1 17 5 39

電話 ・メー ル等 128 29 39 2 424 4 626

訪問 27 6 3 108 144

同行 8 40 48

他機関との連絡調整 34 3 5 139 3 184

ケア会議及びケース会議等 7 16 23

計 209 49 47 3 744 12 1,064

圏
域
外

来所(面 接) 1 1 5 7

電話 ・メー ル等 10 4 1 248 263

訪問 6 67
■

73

同行 1 3 4

他機関との連絡調整 2 35
■37

ケア会議及びケース会議等 1 9
■

10

計120101510121367101011394

※1来 所はセンター来所の他、フィランセ窓 ロへの来所(面 接)を 含む。

※2訪 問は世帯訪問の他、関係機関等への訪問を含む。

※3他 機関との連絡調整は電話の他、メール、来所、訪問による連絡調整を含む。

●相談吏蛍数

対象者数
富士市 51

圏域外 25

計176

他、直接支援介入はしていないが、他機関等よりの間接相談支援ケース(19件)

2.夜 間 ・休 日相 談 受理(対 応)件 数(99件)
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3.支 援センター事業・研修の受講等

① 富士市障害程度区分認定調査受託 障害程度区分認定調査(39件)

② 就労支援(復職 ・再就職支援 ・就労支援事業所利用支援)/8ケ ース

③ 富士保健福祉圏域支援センター連絡会としてのとりくみ(毎 月開催/12回)
ケース研究・検討等を中心に各障害の理解を深める。
各機関の取り組みや情報交換等を行う
富士市高齢者包括支援センターとの会合(年2回)

④ 県委託事業「高次脳機能障害者支援拠点機関事業」を受け、県の連絡会、検討委員会等出席
富士圏域ネットワーク連絡会議の開催・ケース検討会主催・研修会・講演会の主催・共催
富士圏域の高次脳機能障害者(児)の 相談支援
圏域外であっても、必要により相談支援を実施(5ケ ース)
関係機関へのレクチャーを実施
富士圏域高次脳機能障害医療相談会(県主催)へ の協力(相談受付・同行支援等)
富士地域リハビリテーション広域支援センターと協力

⑤ 「脳外傷友の会しずおか」の活動に協力。総会・東部地区勉強会等への参加

⑥ 高次脳機能障害リハビリテーション講習会出席(実行委員)

⑦ 厚生労働省高次脳機能障害者支援コーディネーター研修会出席

⑧厚生労働省高次脳機能障害支援普及全国連絡協議会出席

⑨ 厚生労働科学研究費「高次脳機能障害者に対する地域支援ネットワークの構築に関する研究」
高次脳機能障害支援普及事業に支援拠点機関等全国連絡協議会委員依嘱
東海ブロック連絡協議会委員依嘱(東 海ブロック連絡協議会への出席)

⑩ 「視覚障害者訪問自立支援事業」アセスメント支援 歩行訓練等補助 研修会・会議に出席

⑪ 静岡県視覚障害者協会事業等への協力

⑫ 富士市自立支援協議会に参画(運 営委員・身体障害担当)運 営委員会参画、研修会開催

⑬ 富士市手をつなぐ育成会事業への協力

⑭ 富士地区障害者雇用連絡調整会議委員として各種会議に出席

その他 、各種会議 ・研修会等への出席・参加
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平成23年 度 事業報告書

障害者支援施設 きぽうの里(入 所)



障害者支援施設 きぼ うの里

【事 業 実績 報 告 】

平成23年 度 のきぼ うの里(入 所)は 、4月1日 よ り新事業(施 設入 所支i援、

生活介護)に 移行 し、新体制 に よる1年 とな りま した。

生活 介護 事業 実施 により日中活動 をより充実 させ、 「就労」グループでは

内職作業、手工芸等を行い、就労や ものを作 ることの楽 しさを実感 して頂き、

他施設 でのおむつ畳み、近 隣の園芸店での就労、奉仕等、地域社会 との係 わ

りも大切 にしています。 「介護」 グループでは個別支援 を中心 とした 日中活動

によ り、集 中力、持続力等 の向上に も繋がっています。 これ らの活動以外 に

も、農作業や園芸活動で野菜や花を作 る喜びを体験 した り、絵画等の芸術活

動や創作活動では富士市福祉展、市民福祉まっ り、愛護 ギャラ リー展等に作

品を出展 ・出品 し、社会参加や地域交流を活発 に行 っています。愛護 ギャラ

リー展では受賞す る作品も増え、内容 もレベルアップ しています。

また、よ り安心で安全な施設 にしてい く為に、誤嚥、転倒、他害、 自傷等、

事故防止に努め、感染症対策 も出来 る限 り実施 させ て頂きま した。更に、

地震、火災等にも備 え、防災対策の見直 しにも取 り組んでいます。

そ して、施設内だけでなく各市 ・町、近隣施設、協力医療機関、保護者会、

地域の方々 との連携が重要であることを常に意識 しなが ら、利用者様への

支援 に取 り組ませて頂きま した。

【施 設入所支援 】

利 用者 の施設利 用状況(平 成23年4月 ～平成24年3月)

①年間利用者延人員数

②年間利用率

③年間入所者数

④年間退所者数

⑤年間入院者数 男 性2名(5/3～5/13,

女 性2名(11/10～1/27,

17,853名

97,6%

3名

3名(死 亡2名 、 他 施 設 へ の 入 所1名)

10/5～10/6)

12/26～1/6)

【生 活 介 護 】

利 用 者 の施 設 利 用 状 況(平 成23年4月 ～平成24年3月)

① 年 間利用者延 出席数13,217名

② 年 間利用率97.9%

③ 内容;内 職作 業,園 芸,農 作 業,創 作活 動,芸 術活動,手 芸,工 芸

裁縫,個 人活 動 等
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1.利 用者障害程度区分 (平成24年3月31目 現在)

区分 3 4 5 6 計

男性 1名 7名 16名 7名 31名

女性 2名 4名 9名 4名 19名

計 3名 11名 25名 11名 50名

2.利 用者援護 実施機関状況 (平成24年3月31日 現在)

男 性 女 性 計

富士市 17名 9名 26名

富士宮市 3名 2名 5名

沼津市 1名 3名 4名

伊東市 3名 2名 5名

御殿場市 2名 2名

三島市 1名 1名

熱海市 4名 4名

伊豆の国市 1名 1名

長泉町 1名 1名

小山町 1名 1名

計 31名 19名 50名

118



3.利 用者年齢 (平成24年3月31日 現在)

20～29才 30～39才 40～49才 50～59才 60才 以 上 計 平均

男性 2名 12名 8名 3名 6名 31名 44.0才

女性 1名 4名 6名 6名 2名 19名 46.8才

計 3名 16名 14名 9名 8名 50名 45.0才

【男性最高67才,女 性最 高62才 】

4.年 間行事実施報告書

,目

4.目

5月

6月

7月

実 施 内 容

【常 時実施 した もの】

※防災訓練,利 用者 夕礼,喫 茶,回 診,体 重

測 定,選 択 メニュー,特 別(お 楽 しみ)メ ニ

ユー,誕 生 日メニュー 〔毎月1回 実施〕

※お しゃれ工房 〔毎月2回 実施〕

※衛 生検査 〔第2,第4水 曜 日〕

※消毒 日 〔毎週 日曜 日〕

※床屋 〔年11回 実施〕

※ 自販機デイ,お 菓子の 日

※読み聞かせ会 〔毎月最終水曜 日〕

職員関係,そ の他

【常 時 実施 した もの 】

※定例会議,職 員会議,主 任会議

ケース検討会,給 食会議

感染症 ・食 中毒対策委員会

事故防止委員会,経 営会議

〔毎月1回 実施〕

※古紙回収 〔年6回 実施〕

〔それぞれ隔週で 日曜 日実施〕

花見遠足

残 留 者 買 物 外 出

フォレストヒルス"・フリーマーケット

富士市自立支援協議会

静岡県知的障害者福祉協会施設長 ・主任者合同会議

富士市知的障害者連絡調整会議

保護者会総会

利用者検便

七夕会

歯科検診

富士市自立支援協議会,サ ービス管理責任者連絡会全体会

静岡県知的障害者福祉協会大会,き ぼうの里職員研修

東部成人福祉施設長連絡会,社 会福祉施設等災害復旧実地調査

富士市自立支援協議会ワーキンググループ

富士市 自立支i援協議会,普 通救命講習,き ぼ うの里職員研修

県知協 医療 ・看護 カウンセ リング講座

富士市 自立支援協議会 ワーキンググループ

119



月 実 施 内 容 職員 関係,そ の他

8月 残留者 コンビニ外 出 大淵地区福祉 ・教育 ・医療を考える会,内 部監査

保護者との遠足 県知協 医療 ・看護 心理学 カ ウンセ リング講座

サービス管理責任者連絡会研修,浅 間大社参拝

感染症予防対策講座

9月 総合防災訓練 県知協 医療 ・看護 カウンセ リング講座,応 急救護研修

健康診断 障害者雇用企業訪問,応 急手当普及員要請講習

わかふ じスポーツ大会

一

10月 富士市市民福祉まつり 福祉キャンパス看護師感染症予防対策研修

富士市福祉展 職員研修1・2班,福 祉 キャンパス福祉講座

東部施設スポーツ交歓会 サービス管理責任者連絡事例検討会

きぼ うの里運動会 富士市知的障害者連絡調整会議,保 護者会環境美化

富士市 自立支援協議会 ワーキンググループ

11月 総合防災訓練 職員研 修3・4班,産 業 医研修 「もの忘れ につ いて 」,

きぼ うの里祭 り 非常招集 訓練,福 祉キャンパス講座

(開設記念祭) 富士市知的障害者連絡調整会議

12月 ハ ン ドベル コンサ ー ト 福祉 キャンパス講座,職 員マナー講習

ク リスマ ス外 出,愛 護 ギ ャ ラ リー 展 サービス管理責任者連絡事例検討会

イ ンフルエンザ予防接種

残留者 コンビニ外出

御用納め ・大掃 除 ・すす払い

1月 新年会,繭 玉作 り,ど ん ど焼 き 南部町駅伝,中 堅職員研修

残留者 コンビニ外出,く すの木学園 災害時要援護者支援研修

作品展見学,パ ッチ ワー ク作品展見学

2月 節分 大淵地区福祉 ・教育 ・医療を考 える会

産業医研修研修 「ス トレスについて」

3月 雛祭 り 自立支援法事業者説明会,富 士市 自立支援協議会

健康診断 富士市知的障害者連絡調整会議,職 員マナー講習

保護者 との遠足 東部成人福祉施設長研修(防 災について)

災害時の支え合いシンポジウム

※12月 実施の愛護ギャラ リー展にて利用者の作品を出品。絵画の部 にて銀賞(県 作業所

連合会理事長賞),工 芸の部にて奨励賞 を受賞する。
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5.実 習 生受 け入 れ

①5月26,27日(2日)

②7月19～22,25日(5日)

③7月27～29,8月1,2日(5日)

④8月24日 ～8月26日(3日)

⑤8月18,19,22～26,29～31日

9月1,2日

鷹岡中学校

富士宮東高等学校

富士宮東高等学校

富士宮東高等学校

富士常葉大学

名

名

名

名

4

4

4

3

2名

6.ボ ランテ ィア受 け入れ

①環境美化;杉 田の畑 ・施設 内整備;き ぼ うの里保 護者 会10月13日

② きぼ うの里運 動会 ビデオ撮影;シ ルバ ー人材 セ ンター10月26日

③ きぼ うの里祭 り(開 設記念祭)ビ デオ撮影;シ ルバー人材 セ ンター

和太鼓演 奏;太 鼓 衆 ・春 夏秋 冬11月3日

④食 堂清掃;あ めん ぼ12月10日

⑤絵 本 の読み聴 かせ ボ ランテ ィア;通 所利 用者 の保 護者 毎月最 終水曜 日

7.非 常災害対策 に関わる教育 ・訓練

非常災害時における、施設利用者の安全を確保するため、消防法並びに

大規模地震対策特別措置法に基づき、きぼうの里自主防災計画及び地震防災

計画を策定し、次の教育 ・訓練を実施 しました。

①教育:新 人採用職員教育,消 防計画及び地震防災計画の周知

大規模地震対策特別措置法の解釈,非 常放送設備類の機器等の操作

消火器及び屋内消火栓の取り扱い

②訓練:年 間12回 実施(通 所,地 域活動支援センターと合同で実施)

【内容】初期消火,避 難誘導,応 急救護等
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きぼうの里 短期入所事業

1.事 業実績報告

平成23年 度きぼうの里 短期入所事 業では 、本体施設である入所施設の新事業移行に伴い、

より充実した短期入所事業を実施することを目標として来ました。

利用者様,ご 家族様 の ご希 望を常に意識 し、ご家庭での生活が困難なってしまった利用者様

の緊急利用,緊 急対 応など、困難な状況 にもできる限り対応 して来ました。様々な障害状況の

利用者様に、安心で安全なご利用をして頂く為、利用者様の特性を理解しながらサービスの

提供に努め、宿泊訓練,社 会適応 訓練等 にもカを入れ 、ご家族様の負担の軽減,利 用 者様 の

在宅生活への援助を常に行って来ました。

また、広報活動などを大切にし、各市・町,生 活支援センター,他 の短期 入所 ・通所事 業所など

との連携も密にすることで、利用者様にとってより利用しやすい状況を作り、新規の利用者様や

富士市外からの利用者様も定着し、多くの利用者様にご利用頂いてます。

2.施 設 利用状況

ア 年間利用者延人数

イ 年間利用日数

ウ 年間利用市町村

1,767人

366日(5床)

富士市、富士宮市、山梨県南部町

3.月 別男女別利用 日数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

男性 96 106 107 114 113 113 108 117 110 115 111 113 1,323

女性 32 38 32 39 42 37 45 33 38 39 33 36 444

計 128 144 139 153 155 150 153 150 148 154 144 149 1,767

(年 間 稼 働 率96.60/o)

4.男 女年齢別

年 齢 男性 女性 合計
20歳 未満 0 0 0

20～29歳 14 3 15

30～39歳 5 5 7

40～49歳 1 1 2

50～59歳 2 1 3

60～69歳 1 0 2

合 計 23 10 33

5.区 分 別

区 分 男性 女性 合計
1 1 0 1

2 4 0 4

3 8 3 11

4 7 5 12

5 2 0 2

6 1 2 3

合 計 23 10 33

122



平成23年 度

きぼ うの里通所 事業実績報告書



きぼ うの里 通 所

1.事 業実績報告

平成23年 度 も、 「安全 に ・明 るく ・楽 しい通所」を念頭に、利用者及びご家

族の皆様 より、信頼 され親 しまれ る施設づくりを目指 してきました。通所事業は

ご家族 との関わ りが非常に強いために、利用者だけでなく、ご家族への精神ケア

も併せて実施 し、利用者 ・ご家族の精神的安定が図れ るよ う努めてきました。

また、平成23年 度 は、 旧法か ら新法(生 活介護事業)へ の移行 の年度であ り、

きぼ うの里通所にとって一つの大きな節 目を迎 えたわけでありますが、ご家族へ

の十分な事前説明と日々の変わ らぬ支援により、スムーズな移行 と更なる延べ利

用者数の向上を達成することができました。また、富士市障害者通所サー ビス利

用促進事業(上 限300万 円)の 送迎実績 の達成。 障害者 自立支援基盤整備事業

(上限500万 円)を 利用 して、 リフ ト付 きバ ス を購入するなど、各種補助事業

を有効活用することで、より効率的な運営を行 うことが出来ました。

その他、防災面では、東 日本大震災と静岡県東部地震を受け、6月 にはご家族

に対す る施設 防災 に関する説明会を実施、活動面では、きぼ うの里通所の主たる

活動である牛乳パ ックを使 ったブロックアー ト作品が静岡愛護ギャラ リー展にて

『アメーラ ・ル ビンズ賞』を受賞す る等、多岐に渡 り充実 した1年 であ りま した。

2.利 用者状況

障害程度別利用者数

療育 重度 重度 重度 中軽度 中軽度 中軽度 な し

合計身障 1～2級 3級 ～ な し 1～2級 3級 ～ なし な し

1 3 18 1 23

利用者年齢別 内訳

年齢 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 合 計 平 均

男 0 2 4 1 4 5 1 17 35.2

女 0 0 1 4 1 6 32.9

合計 0 2 5 5 5 5 1 23 34.6

A.D.L 障害程度区分

区 分 自 力 一部介助 半 介助 全 介助 計 区分 1 2 3 4 5 6 合 計

食 事 6 10 6 1 23 男 0 0 2 10 5 0 17

排 泄 4 13 5 1 23 女 0 0 0 2 2 2 6

移 動 10 8 5 0 23 合計 0 2 12 7 2 23

更 衣 5 7 10 1 23
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1.Q

区分 測定不能 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 合計

男 8 1 4 1 1 2 17

女 5 1 6

合計 13 1 5 1 1 1 23

利用者状況

平成23年 度

在 籍 利用人数 延利用人数
4月 23 23 429

5月 23 23 427

6月 23 23 467

7月 23 23 430

8月 23 23 467

9月 23 23 418

10月 23 23 425

11月 23 23 454

12月 23 23 416

1月 23 23 399

2月 23 23 435

3月 23 23 456

合 計＼ ＼ 5,223

平成22年 度

在籍 利用人数 延利用人数

4月 22 22 439

5月 22 22 368

6月 22 22 470

7月 22 22 444

8月 22 22 442

9月 22 22 421

10月 22 22 426

11月 22 22 425

12月 22 22 389

1月 22 22 401

2月 22 22 407

3月 22 22 472

合 計＼ 5,104

3.年 間行事実施報告

椎茸狩 り、運動 ・散 歩 、花 見外 出、誕 生会 、 ア ロマ の 日、一 日散歩

① 運動 ・散歩(火 曜 ・午後)富 士総合運動公園 ・広見公園 ・大渕公園

② 多 目的活動(木 曜 ・午前)ラ ジオ体操、ス トレッチ、 ウォーキング

③ 音楽活動(木 曜 ・午後)カ ラオケ

④ 衛 生の 日(木 曜 ・午後)爪 ・耳等の衛生面介助

⑤ リ トミック(金 曜 ・午後)音 楽療法、機能訓練的活動

※①～⑤は毎月実施 した

創 作活動 、 ア ロマ の 日、施設 外清 掃 、防 災訓練 、一 日散歩 、誕 生会

運動 ・遊 具遊 び 、バ ス ドライブ

バ ス ドライ ブ、 ビデ オ鑑 賞 、誕 生会 、パ ン作 り、ア ロマ の 日、一 日散歩

施設 防 災説 明会

ア ロマ の 日、七 夕、誕 生会 、バ ス ドライ ブ 、一 日散 歩 、歯科 検診
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8月
夏祭 り、 プール 活動 、 ア ロマ の 日、バ ス ドライ ブ、誕生 会

ビデ オ鑑 賞

9月 ビデ オ鑑 賞 、健 康診 断 、バ ス ドライ ブ 、ア ロマ の 日、誕 生会 、1日 散歩

10月
親子 遠足(ぶ ど う狩 り)、 バ ス ドライ ブ、 ア ロマ の 目、誕生 会、 ビデ オ鑑 賞、

運動 会 、一 日散歩

11月
開設記念行事、総合 防災訓練、バス ドライブ、誕生会、一 日散歩、アロマの 日

イ ンフルエンザ予防接種

12月
誕 生会 、 ビデ オ鑑 賞 、バ ス ドライ ブ 、大掃 除 ・忘年会 、 ア ロマ の 日、 ク リス マス会

餅 つ き

1月
凧揚げ、繭玉作 り、 どん ど焼き、バス ドライブ、初詣、防災訓練、アロマの 日

新型インフルエ ンザ予防接種

2月
節 分、 バ ス ドライブ 、ア ロマ の 日、個 別外 出(こ どもの国 ・シ ダ ックス ・まか いの

牧 場)、 事業 移行 説明会

3月
親子遠足(イ チゴ狩 り)雛 祭 り、健康診断、バス ドライブ、防災訓練、ア ロマの 日

ビデオ鑑賞

4.作 業 内容

◆壁画作 り 【紙粘土製 作】

各工程 を用意 し、利用者に選択 して頂 き、選択出来ない方には、職員 にて レベル に

あった行程 に配置 した。

① 牛乳パ ックの解体、適 当な大きさにカ ッ トす る。

② 表面のコーテ ィングを剥がす(両 面)

③ 芯に使 われている紙 を千切 る。(粗 く→細かく)

④ す り鉢等で、水に浸 した物 を潰 し繊維を出す。

⑤ ミキサーにて更に細か くする。

⑥ 糊を混ぜ、型に詰め乾燥 させる。

⑦ 乾燥 した物 に着色す る。

⑧ 下絵 に合わせて、同色の物をボン ドで接着す る。

その他の活動

1.体 力 維持 の為 の運 動 ・散歩(多 目的 ホv-一一・ル 活動 と外 出先 で の散 歩)を 実施 した

2.カ ラオ ケ、 ビデ オ鑑賞 を実施 した
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3.年 間行事 による遠足を実施 した(親 子遠足2回)

4.希 望 目的地別グループによる、個別外出を実施 した

5.開 設記念、夏祭 り等を実施 した

6.防 災訓練 を実施 した

7.誕 生会を実施 した

健康管理

1.爪 、耳あか等のチェックの施行

2.昼 食 、おやつ前の手洗い施行

3.昼 食後の投薬チェック、歯磨 き施行

4.毎 朝バイタルチェック施行

5.体 重測定施行

6.医 務による定期検診、予防接種の施行

7.排 泄の施行(失 禁防止)

保護者との携わり

1.毎 日の連絡帳で、相互の意思疎通 を図った

2.行 事への参加呼びかけ、保護者会や面談等の実施を した

3.年 末の大掃除実施 にあた り保護者 にも出席 して頂いた(忘 年会)

4.1年 間の行事を中心 とした活動記録(写 真)を 個別 のアルバムにして

年度末にプレゼ ン トした。
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障害者地域活動支援センターきぼ うの里事業実績報告

事業の実施に当たっては、利用者が可能な限 りその居宅において、その有す

る能力 に応 じ自立 と生きがいを高める日常生活を営むことができるよ う、必要

な 日常生活上の支援を行 うことにより、利用者の社会的孤立感の解消、及び身

体機能の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減 を図る。

以上を基本方針 として、施設経営の見直 し等 を図 り、 さらにサー ビス向上を

めざし、ご家族 ・利用者 との信頼関係を構築 し、希望ある、明るい未来 を作 り

あげて行きたい と考えてお ります。

1利 用実績報告

.月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

開所 日数(日) 20 19 22 20 22 19

登録者数(人) 24 24 24 24 23 23

月間利用者数(延 べ人数)) 376 337 401 383 401 351

月平均利用率(%) 94.0 88.7 91.1 95.8 91.1 92.4

10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年比

20 21 19 19 21 21 243 ±0

23 23 23 23 23 24 281 △23

375 372 342 325 348 388 4,399 十22

93.8 88.6 90.0 85.5 82.9 92.4 90.5 十 〇.4
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2利 用者の状況 《平成24年3H1日 現在》

①年齢別 ②受給者証程度区分

年 齢 男 女

20歳 以 下 0 0

20歳 ～29歳 4 3

30歳 ～39歳 6 3

40歳 ～49歳 2 3

50歳 ～59歳 0 2

60歳 以 上 0 1

計 12 12

区 分 男 女

区分S1 1 3

区分3 9 9

区分2 2 0

区分1 0 0

計 12 12

3事 業 内容

(1)営 業 日 月曜 日～金曜 日 時 間930～1600

(2)年 間行事実施報告

.月 実 施 内 容

4月 お花見 ドライブ(富 士宮方面)

5月 ショッピング(ジ ャス コ富士宮店)、 保護者 会総会

6月 利用者検便、ボランティア交流会(風 車作 り)

7月 七夕会、普通救命講習、オカ リナ演奏会、利用者歯科検診

8月 交通安全講習、安全祈願(富 士宮浅間大社)

9月 防災訓練、クッキング(お 菓子 作 り)

定期健康診 断

10月 職員研修旅行、運動会

11.月 きぼ うの里祭 り(開 設記 念祭)、 ボ ランテ ィア交流会

富士厚 生会夜 間動員訓練、インフルエンザ予防接種

12月 職員マナー講習会、ク リスマス会

1月 新年会、 どん ど焼き、繭玉作 り、初詣(富 士宮浅間大社)

2月 節 分(豆 ま き)、 ク ッキ ン グ(フ ル ー ツ あ ん巻 き作 り)

3月 ひな祭 り、いちご狩 り、定期健康診断

その他

送 迎(2回/日)、 健 康 チ ェ ッ ク(1回/日)、 給 食(1回/日)

入 浴 サ ー ビス(月 ・火 ・木 ・金 曜 日)、 体 重 測 定(1回/月)

選 択 給 食(1回/月)
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4職 員研修

①

②

③

④

⑤10月24日

⑥10月31日

⑦11月18日

7月13日(水)

普通 救命 講習(2名)き ぼ うの里

8月5日(金)

交通安 全講習(1名)三 和 荘

8月16日(火)

理事長研修(1名)く ぬ ぎの里

9月13日(火)、14日(水)

応急 救護研 修(4名)き ぼ うの里

(月)

職員研修旅 行(1名)東 京方 面

(月)

職員研修旅 行(1名)東 京 方面

(金)

⑧12A20日

⑨

⑩

⑪

産 業 医研 修 「物 忘 れ 」(1名)

(火)

職員 マ ナ ー 講 習 会(1名)

2月24日(金)

産 業 医研 修 「ス トレス 」(1名)

2月29日(水)

産 業 医研 修 「ス トレス 」(1名)

3月22日(木)

職 員 マ ナ ー 講 習 会(1名)

5実 習生受 け入れ

①5月27日(金)

富士市立鷹 岡中学校3名

②7月20日(水)

静 岡県立富 士宮東 高校2名

③7月22日(金)

静 岡県立富 士宮東 高校2名

④7月28日(木)

静 岡県立富 士宮東 高校2名

⑤8.月1日(月)

静 岡県立富 士宮東 高校2名

富士宮市総合福祉会館

富士宮市民文化会館

ロゼシアター会議室

ロゼシアター会議室

富士宮市民文化会館

(男子3名)

(女子2名)

(女子2名)

福祉体験

(男 子1名 ・女 子1名)

(女子2名)
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⑥8月26日(金)

静 岡県 立富士宮東高校2名(女 子3名)

⑦8月31日(水)～9月1日(木)

富士常葉 大学2名(女 子2名)

⑧9.月27日(火)～10月7日(金)

静 岡県立富士特別支援 学校1名(男 子1名)体 験利 用
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平成23年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

養護老人ホーム 富士宮市立長生園



富士宮市立長生園 事業実績報告書

1.事 業 報 告

富士宮市 か ら委託 、指定管理者施設 を受けて9年 経過 し、安 心 ・安全 な施

設作 りを目指 し、利用者 の皆様への見守 り、声かけ等に努めて参 りま した。

インフルエンザ等、感染症対応 も利用者の方々への手洗い ・うがい等の予

防を徹底 し、また面会者 の方々にもご協力をいただき一人の感染者 も出すこ

となく諸行事、地域 との交流、小 ・中学校の生徒 さん との交流及び保育園児、

ボランティアの皆様 とのふれあい等々も実施でき、「ふれあい祭 り」も盛大

に実施 して参 りま した。

昨年3.月 の地震等 の災害 によ り職員 、利用者の皆様 と共に、防災に対する

訓練等を定期的に実施 し、快適な施設、安心 ・安全な施設を目指 し、 日常生活

の向上を継続 して参 りま した。
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2.利 用者 の施設利用 状況

ア.年 間利用者延人員数(利用率)

イ.月別入退所数(延 べ人数)

18,243名(99.7%)

(H23.4～H24.3)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

入所 0 0 0 0 1 2 0 1 0 0 0 0 4

退所 0 0 0 1 2 0 1 0 0 0 0 0 4

現員 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

ウ.外 出(延 べ人数)

4月 5月 6月 7月 8.目 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

男性 50 38 40 31 49 52 56 49 50 44 49 59 567

女性 66 63 64 40 54 49 62 61 115 47 41 58 720

計 116 101 104 71 103 101 118 110 165 91 90 117 1287

エ,外 泊(延 べ人数)

4月 5月 6月 7月 8月 9.月 10,月 ユユ,月 12月 1月 2月 3月 計

男性 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 4

女性 0 0 0 0 0 0 0 0 4 2 0 3 9

計 0 0 0 0 0 0 0 0 6 4 0 3 13

オ.面 会状況(延 べ人数)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

男性 5 3 2 1 2 4 2 0 4 1 2 2 28

女性 10 7 12 8 4 3 3 1 2 4 3 6 63

計 15 10 14 9 6 7 5 1 6 5 5 8 91

カ.月 別入院延べ人数(実 人数)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

入
院
者

5

(1)

3

(2)

4

(1)

5

(5)

8

(5)

4

(2)

5

(3)

2

(1)

2

(2)

4

(2)

2

(0>

1

(1>

45

(25)

キ.措 置機 関状況(3月31日 現在)

富士宮市 伊豆の国市 牧之原市 計

男性 22 0 0 22

女性 26 1 1 28

計 48 1 1 50
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3.ADLi現 況

ア.移 動状況(名)

自力歩行

(杖等使用含)
歩行器使用

車椅子

自走

車椅子

半介助

車椅子

全介助

45 2 1 1 1

イ.食 事状況(名)

自力 一部介助 全介助

50 0 0

ウ.給 食状況(名)

常食 粗刻み食 刻み食 ペ ースト

26 9 15 0

エ.排 泄状況(名)

誘導
紙パ ンツ

(全 日)

紙パンツ

(夜間)
パ ット

おむつ

(全 日)

おむつ

(夜間)

0 15 0 1 1 3

4。実習生受け入 れ状況

期間 日数 人数 内容 学校名等

8月2日 ～8月4日 3日 間 2名 職場体験 上野中学校

8月10日 1日 間 22名 ボランティア講座 富士宮市内小学校

10月14日 1日 間 5名 上陵学習 上野中学校

11月8日 ～11月10日 3日 間 2名 職場体験 富士宮第四中学校

5.会 議等

・法人定例会議A1回

・職 員会議 月1回

・処遇 会議 月1回

・主任 会議 月1回

・給食会議 月1回

・行 事打ち合わせ会議 月1回

・静岡県指導実地 監査 … 一 平成24年1月30日(月)

・感染症 委員会

・運営委 員会

・利用者全 体会

・リスクマネジメント委員会

3ケ月1回 及 び随時

月1回

月1回

随時
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6.月 別実施報 告書

月 行 事 概 要 参加人数

4月 花見 大石寺(北の山駐車場付近) 34名

5月 藤棚見学1班

藤棚見学2班

バラ見学

八幡温泉

下の坊

下の坊及び妙蓮寺の牡丹見学

富士市中央公園ヘバラ見学

大衆演劇やカラオケを満喫

15名

16名

16名

32名

6月 映画鑑賞会

〃

園 内にて 「釣りバカ 日誌FINAL」 を鑑 賞

園 内にて「鉄道屋 ～ぽっぽや ～」を鑑賞

12名

23名

7月 夏ドライブ 田貫湖周辺散策 25名

8月 施餓鬼供養

地区防災訓練

善能寺副住職による供養

地域避難所の精進川浅間神社(通 称:氏神さん)避難

45名

4名

9月 長寿の祝い

ぶどう狩り

長寿対象者9名

山梨県勝沼町

47名

32名

10月 ふれあい祭り 上野小、北山小、上野中も参加し世代交流 47名

11月 運動会

バス遠足

全員参加をねらい屋内で行う

河口湖さるまわし劇場

48名

34名

12月 クリスマス会

作品展見学

門松作り

餅つき

忘年会

東保育園児の慰問

シャロームに作品展示

2012㎜ の門松作成

利用者も手伝い餅つきを行う

夕食時、鍋を囲みながら1年をねぎらう

50名

14名

5名

38名

48名

1月 初詣

映画鑑賞会

〃

繭玉作り

どんど焼き

浅間大社節分慰問

新年会

浅間大社にて初詣参拝

園内にて「佐賀のがばいばあちゃん」鑑賞

園内にて「遙かなる山のよび声」鑑賞

どんど焼きに合わせ繭玉飾り

1年間の無病息災を祈願する

厄除け祈願、お難子、豆まき等

芝川苑にて入浴、カラオケ

15名

20名

22名

15名

22名

49名

35名

2月 作品展見学

シヤロ・一ム節 分

長生園節分

上野地 区給食サービス

富士宮市福祉作品展見学

鶴竜、朝赤竜が来所のため参加

無病息災を祈願し豆まき

地区社協による高齢者給食サービスに参加

12名

11名

48名

6名

3月 桃の節句 集会室 に雛 飾りし、三色もちをつく 50名
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平成23年 度

事 業 実 績 報 告 書

社会福祉法人 富士厚生会

富士市西部地域包括支援センター



事業実施報告

平成23年4月1日 か ら富士市 よ り地域包括支援センタs-一一・業務 を受託 、運 営 を

開始 し1年 が経過 した。

運営体制 につ いて は、職員配置人数 は7名(主 任介護支援 専門員1名 、保健

師1名 、社 会福祉 士2名 、介護支i援専 門員1名 、事務員2名)で 業務 にあた っ

たが、事務 所が2か 所 に分 かれ てい る為 、セ ンター内会議 を月2回 開催 し、職

員 間の情報共有、協議、協働を図った。

総合相談支援事業にっいては、会合や行事に積極的に参加 し、事業内容や相

談の実態等の広報活動をおこなった。また関係機 関や行政 と連携 し個 々の相談

にあたった。

権利擁i護事業 につ いては、成年後見制度 の相談や申し立てや、消費者被害、

成年後見制度、高齢者虐待についての広報活動をおこなった。

包括的 ・継続的ケアマネジメン ト支援事業については、各地区での防災への

取 り組み、事例検討会、サー ビス提供事業所での認知症ケアの実践、などの内

容で小地域ケア会議 を3回 開催 し、エ リア 内のケアマネ ジャー との連携 を図っ

た。また対応困難者への対応ではケアマネジャー と同行訪問やケース会議で連

携を図った。

介護予防ケアマネジメン ト事業については、特定高齢者の2次 予 防事業の 申

込み 、アセス メン ト、評価の実施。 また要支援者の予防給付事業は、直営 と委

託のバランスを勘案 し、委託事業所 との連携をとりなが ら実施 した。

来年度 も、地域の高齢者が住み慣れた地域で安心 して、その人 らしい生活を

継続 してい くことができるように、また高齢者や家族が課題に応 じた社会資源

を適切に活用できるように、各事業の推進に努める。
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2.介 護予防支援業務

1)給 付管理数

直営

要支援1 238

要支援2 865

小計 1103

委託

要支援1 329

要支援2 750

小計11079

合計12182

2)ケ アプランの作成数

直営

要支援1

新規 14

更新 34

小計 48

要支援2

新規 23

更新 141

小計 164

健康づくりシニア 129

合計 341

委託

要支援1

新規 20

更新 33

小計 53

要支援2
新規 50

更新 69

'」、計1119

合計1172

3)ケ ア プランの評価

く要支援〉

直営

評価件数合計1228

プラン継続 40

プラン変更 180

・介護給付に変更 21

・予防給付中での変更 159

・健康づくりシニアに変更 0

・一次予防施策に変更 0

終了 8

委託

評価件数合計 158

プラン継続 37

プラン変更 114

・介護給付に変更 4

・予防給付中での変更 104

・健康づくりシニアに変更 0

・一次予防施策 に変更 O

終了 7

〈健康づくりシニア〉

直営

評価件数合計143

プラン継続 1

プラン変更 2

・介護給付に変更 0

・予防給付に変更 0

・健康づくりシニア中での変更 0

・一次予防施策に変更 2

終了 40

4)サ ービス担当者会議

要支援 295

要介護 21

5)訪 問状況

要支援アセスメント、モニタリン
グ、評価等

実人数 822

延人数 1063

健康づくりシニア、アセスメント、
モニタ リング、評価等

実人数 166

延人数 176

6)健 康づくりシニア実態把握
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3.包 括 的 ・継 続的 ケアマネー ジメ ン ト支援業務

1)介 護支援専門員に対する個別支援

相談窓口
回数 2

人数 2

支援困難事例を抱える介護支援専門
員への対応

回数 59

人数 39

個別事例に対するサービス担当者会
議開催支援

回数 11

人数 10

質の向上のための研修
回数 1

人数 1

ケアプランの作成指導等を通じた介護支
援専門員のケアマネージメントの指導

回数 2

人数 2

介護支援専門員同士のネットワーク
構築

回数 1

人数 2

介護支援専門員に対する情報交換
回数 31

人数 21

ケアプランの趣旨に基づいてサービ
スが提供されるよう、居宅サービス

事業所等への研修等への働きかけ

回数 0

人数 0

ケアマネ同行訪問
回数 54

人数 44

3)地 域 ネッ トワークづくり

①関係団体の会議等への参加120

・町内会 2

・福祉推進会 18

・生涯学習推進会 0

・健康推進会 O
・その他 0

②民生児童委員会への参加 47

民生児童委員個別訪問 0

③地区組織への参加 14

・いきいきサロン 10

・悠容クラブ 4
・社会福祉センター 0

④ネッ トワーク会議開催 10

・各地区ネッ トワーク会議 2

・地域密着運営推進会議 8

⑤その他 8

医療機関 2

警察署 ・交番 0

その他地区施設 6

合計lg9

4.総 合相 談業務 5.権 利 擁護 業務

来所 延人数 81

電話 延人数 222

移動相談 延人数 0

出張相談 延人数 0

実態把握 延人数 12

見守り訪問 延人数 11

訪問 延人数 22

合計1延 人数 348

相談者

(延人数)

本人 41

家族 ・親族 99

家族 15

知人 ・友人 10

民生 ・児童委員 56

医療機関 25

行政機関 36

介護支援専門員 16

介護保険サービス事業所 13

高齢者地域支援窓ロ事業所 4

警察 4

関係委員 5

1

合計 325

相談内容
(延人数)

介護相談(介 護方法等) 19

介護予防事業について 8

介護保険について 168

生活全般に関する事 75

保健 ・医療相談 28

福祉サービスについて 92

権利擁護 14

虐待相談 12

消費者被害 2

認知症 23

その他 22

0

合計 463

相談結果
(延人数)

助言終了 41

経過観察(見 守 り) 59

他機関紹介 57

介護保険の紹介 107

福祉サービスの紹介 76

受診のすすめ 25

訪問希望 64

その他 44

1

含計1474

相談件数 20

相

談
内
容

成年後見制度に関する相談 16

日常生活自立支援事業の相談 3

消費者被害による相談 1

債務に関する相談 O

財政管理 ・生活全般 O

申し立て書類の習得等について 0

相
談
者

本人 11

親族 7

介護保険事業所 3

民生児童委員 0

知人、隣人 0

医療関係者 0

中央病院MSW 0

ブランチ職員 0

行政機関 O

性
別

男 11

女 9

対
応
状
況

成年後見制度の助言指導 11

成年後見制度の申立支援 4

関係機関紹介 4
・社会福祉協議会 3
・消費生活センター 1
・行政機関 0
・司法関係 O
・セフリー 0

介護保険サービス利用 1

経過観察 1

広域権利擁護センター相談 0
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6.会 議 ・研 修

1)会 議等への参加

①地区事業等の会議に参加
回数 2

参加人数 3

②告種[劃体王煙の云議
(グループホーム等運営推進会議)

回数 5

参加人数 9

③市主催の会議(運 営協議会他)
回数 3

参加人数 4

④権利擁護広域ネットワーク会議
回数 11

参加人数 17

⑤虐待防止ネ ットワーク会議
回数 2

参加人数 5

⑥地域包括支援センター長会議
回数 11

参加人数 12

⑦包括支援センター職種別会議
回数 16

参加人数 19

⑧高齢者地域支援窓ロ事業連絡会
回数 4

参加人数 6

⑨主任ケアマネ連絡会
回数 4

参加人数 4

合 計
回数 58

参加人数 79

2)研 修への参加

①地域包括支援センターで開催した
研修会

回数 6

参加人数 35

認知症サポーター養成講座
回数 6

参加人数 35

回数 0

参加人数 0

②地域で開催した研修会(一 般) 回数 0

参加人数 0

回数 O

参加人数 O

③富士市で開催した研修会
回数 13

参加人数 19

・介護支援専門員研修 回数 5

参加人数 4

・虐待防止研修会 回数 O

参加人数 0

・成年後見研修会 回数 0

参加人数 0

・介護予防研修会 回数 O

参加人数 0

・その他 の研修会 回数 8

参加人数 15

④県・国で開催した研修会
回数 30

参加人数 41

・主 任ケアマネ ジャー研修 回数 2

参加人数 3

・包括支援センター職員研修 回数 10

参加人数 15

・その他研修会 回数 7

参加人数 12

・ケアマネ更新研修他 回数 11

参加人数 11

⑤各種団体主催の研修
回数 14

参加人数 23

⑥その他の研修
回数 18

参加人数 46

合 計
回数 81

参加人数 164
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